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研究所合宿所 I 陪平面圃
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: i . 嗣ホー) L . より階段違a : : 眺じ

1 階 枇 畏 室 3 帖

“ 南地聾妓検番事務所川設計・津田建築事務所・施主・犬林組 1  1  v  



1 陪 重 役 室 8 帖

l 階 事 旗 待 合 憲 3 6 帖

v  '2 l' 南地盤蝕倹蕃事務所 11 1主計‘ 右本建縫事務萌・施工 ー大林組



2 階 茶 の 間 6 帖 湯 沸 室 5 帖

2  階 稽 古 場 (2ケ腕の内1 ) 72帖
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阪急終端紳戸騨工事概要
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三宮口建物工事
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子席 ヲ設 タ
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三線 = 針 シ巾員三米 五乃至五米、 長 一0 0米 ノ

中島式乗降ホーム 四本ヲ設ケ三宮 口、生 国口二

夫 々凶 ヶ所ノ ;乗降階 段 位 =二基 ノヱスカレ ー タ

ー ヲ設置 ス

生図ロ建物工事
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高サ 地上一八 ・四O米く六一尺〉塔最高部 二三 ・八O米

く七 八・五尺〉
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l 緒 言 5  住宅の配置及び建築方法

6. 不良住宅地 隔の改良

7. 住宅政策さ 土地政策

2.  住活問題の内容

3.  住宅の最低標準

4. 住宅地の設計

1 ・緒 言

住宅問題は都市計金上極めτ 重要な事現である。住宅は吾人生活の本械であり、L l 常生

活の大部分はこの内に過ごされる 、殊に婦人 、児童等は殆ど終1 : - 1 この中に暮してゐる有械

である。住宅並に共の lijH丘地の普惑が市民の保健衛生に精示'11-ト. 道徳上 JrCl 削孟す影響は甚大

で、車に経清衛生問題に Il らすー重大なJIi上合問題となるのである。

各人の居口: ずる住宅を衛生的J r Cilt 宜快適に且安全ならしめることがIHdさなくては哲II"fli の

健全な後遥は不可能である 。住居問題を閑却しては都市計おはイ{ { f しなし、。

会保同の昔Ilrli 計金は住民問題を重要視しイ主将問題より同護世述したものである 。 慨に道路

守新設嫡築し 、 橋梁を架設し 、 電車餓辺 地 ＱＧ Ｎ 館近等の交通機 ｉｾ 対 必敷設して交泌の似令脂 ｼる

のみでは不充分である 。公1..:I lme念物の設置による昔日r! i の美化を以て重大 IJ 的とするもイミJ IJ 

である 。各人に23良なる家庭と 1:1:みよ き場所と ぞ供給し、その生活 と活動と そ健全に能率

的ならしめることを μ 的とせねばならぬ。我図書1I"i 計義にてはこの重要な住NII¥1庖1fe重裂

統 せＭｴＮｊＡ Ｎｸ［ Ｑ 主主 ｬｾ 閥 ＱＨ ， ｜ であるカ、の 如く比 ゆる ことは ｩｩｩ 憾至極である 。

1t 宅問題は従d己批合撃者K より論究され叉建築家の i主立を' ギき不良住宅地|話の改良 、イ上

宅の改 善等高 ＱＱ 昌され或は 一 部 貫現を凡 ｦ こが 未 だ者 ＱＱ ｔ ｨ 計輩の重大要素として 一 般の注意 ｦＶｩｾ

くに 至らす。市営住宅の経営位に考へ られてゐることは認識不足の甚だしきものにて郁子li

計輩附係者の i-t立を喚起せねばな らぬ。

2 ・住居問題の内容

住居問題は衛生的で安全 、 官ｾＧｦＭ ｌ でを ＱＺ 心地よい快過な住居を ｔ ｬｩ 民 ｋ 供給す る 事である。 而

して量と質とのこ問題がある。

盆の問題は住宅の不足である。住宅不足は好j去気の時代に最も著しく 一Il t界大w比中 、或は

1  v  
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戦後に主主だしく排 Jg ; ，した。住宅の不足には種々原因があるが都市の急激なる護達人口の集

中と建築敷地 、建築材料努力託金等の不足K より住宅建築が詰要 l乞臨すること不可能なる

こと に起因 す る。然ればーｾ干に都市人口が増 加 し好景気となり 、 一家ぞ 持 つもの多 く、結

婚するもの多くなる時代然も住宅供給者にありては牧盆上依り商白からぬ住宅建築そ差支

る時機にー居甚だしく不足伝来fこすこととなる 。

質の問題は住宅の素質ぞ向上せしめ衛生、保安道徳美観J-.よりも遺憾なきもの? こらしめ

ん とす るもので経慣と文化の程度により 相症する。好景気には家賃は騰貴する、然も小1t

宅では共の程度は大 であり不:丘気附探しては容易に下落しな い、従って下宿人を入 れ或は

低級の J出い住宅に移ることとなる 。 ここに吾々文明間人として要求する枇曾的: 1 & 低標準を

設け質の低1、ーを巡り盆々向上することを闘らねばならぬこととなる。

住居問題と しては 1) 住宅教の不足と、 2) 通話なる住宅の不足と になる。

住宅にはJ j 欠入多 き富豪高級者の大住宅より 牧入少き峨工或は貧者の小住宅まで種々あり 。

住宅の建築・者供給者は各個人の場合あれども大多数は家賃金とりて貸す家主である。家賃

並びに住居費は各人の生活牧入に重大附係をもつもので休日l / '1. IL1!邸11¥: I' L多く t.(:' 常てること

は出来ない、各人の生活J j f C 態、住居に刻する| 銅心0) 程度により家賃の牧入に刻する割合は

柑遣する 。一般に智剥 i皆放の ものは肉韓持働者よりも多くの割合を支出してゐる 。大l E 9

年大阪市・I- r . 於ける調査では智識階扱 ( 主に小星雲校数員〉にありては7"-'25%害事働者にあ りて

は6" ， 14併であった。

濁逸 問に於ける調査も同様で Ｇｬ ｪｦｾＱ ま務 働 者より多くぞ支妙 Ｑ｜ っ てゐる 。

所得と家賃との胸係に就ては 1867年伯林市統計品長 シワーペ氏 (Schwabe) Iこより て殺

去 されたシ ワーベ氏の法WJがある 。所得のよかきもの程住居抵の割合が大であると謂ふので

ある。一般には17"' 18%位であるが大正11年来ぶjむの住宅湖査では

家 賃

ω凶

80凶

J OO脳

12()凶

150副

2∞回

2回国

筏氾困

を示し 、我園 でも 同様である。

』投入に封する割合

20. 89% 

20. 08"  

17. 95" 

17.41 "  

16. 02 "  

15. 95 

13.74' 1 

J 2. 53 "  

斯 くして所謂少きも のほど多くの如l合伝文 /1¥せねばならぬカ、ら生活はー屠困難で重大な

杜合問題 となる 。然も 1)  非常に貧|姐.!!.誌は* 入少くして経憤的家賃I ' Lf: J しては文例能 ) 1



なきもの。2) 支 帥能力はあれ ども支燐ふ立占 ｊｮｾ きもの 3)  支捌 Ｚ能力並に支妙 ｉＺ ｾ 、意志は

あれ ど も ｪ 白常 ＰＩ 大いさの住宅密 ｩ 直前の位置に見 ＯＭＱＧ， し ｾｴ｜ ない場合 。 等 ー がある 。 而し τ 斯る場

合に於ける住居問題は特K 重要となる。 1) に謝しては紅合上公共闘鰭慈善 闇慌にて管利

を超越して建設せねば ならぬこと L なる 。2) 並に 3)  の場合にますしては過賞なる住宅

の建築供給と借家人の指導により佐官の改善そ岡る要がある 。放任す る場合には経憤的側

係より不良住宅に居住すること L なり都市の一大弊害である符佐々居 K 陥り衛生上道徳J て

! 成政J て懸念すぺき駅態と なる。所謂細民E誌を生するのであ る。 而して之等不良住宅地匿の

はた苔には英大 なる経費と困難とを1*ふ。

依って都市計聾上よりする住肘問題としては手伝佐不衛生なる; 伏態に陥れるこれ等不良佐

官地隠の改善 I'L Jl らす ィ〉住宅の故低標準を定め ロ) 住宅地の設計 ハ) 住宅の配置

ぷび建築方法を考究しこれが建五立自主管 IZ: 就て l主将憤的且.合理的で・健全な住宅攻策、土地玖

3誌のー|ずに遂行されねばならぬ。

5 ・佳宅の最低標準

住宅は IA¥.l: I:j本暑等外!fi. 気候の縫化 、外部より の侵害符よ 1; 詩人を保護し 、安全に衛生的

に 気 持よく使利 ｅ 愉快 に 生活々動 ｈｾＪ るものであらねばならぬ 。 その標準は文 化 の程度経

積的事情土地の駅i兄IA ¥. 士. により非常の相違がある 。然し文明園人の生活 には一定の限度即

ち最低限度があ る。

住宅I ' L 到す る要求として は、衛生、保安 、治徳敢に美観 k よりこれが標準を示す 2 とが

H' ，3k る。

衛生 1- j栄光 ｩｪｾ Ｚ Ｑｉ ￭ ｴ＠ うl重If¥¥. lめ暑 お度 11伝来

ノI'<. m IVJiM 下水道

保炎上 ( 材料と才能迂uてよ りして 〉

耐火 耐朽 耐震 防盗 耐 ｉｾｌ l幼勉

道徳J-. 家嵯の五必淀i性伝有すること

営業的使用と分離するこ と

美観上 建築の様式と周囲の環境

内部装飾

家 具

空母J が主義けられ る。

向住宅として要求される傑件に就て説明する に住宅は家庭生活を充分亨受し得る 必要が

ある。一家族のものが別 々の家に居住し各戸には英図の住宅標準の如く 三室主義で雨親男

児女ー見と寝室が別れ居間宝所ぞ備へるが理想である 。各室は上じ較的l功音壁で・隔たれ主主は直

接隣家の途; を見透さ ない様にあることが肝要である 。

3  v  
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衛生上よりしては

採光 : 窓の面積が充分あり道路中庭共の他港地に市し各室に日光光線を投入出来ること

通風 : 換気がよく行われる様奥行二室以上のものには注意し通風窓を設け空地を充分に

とる。向附近空気の不潔とならぬ様有害瓦新 、粉塵を費散する工場交通頻繁なる街路に直

接商しないこと。反 1: 1 蒸暑い 1: 1微風をよくとり入れること 。

清掃: 水質よく水道下水道の設あり掃除も容易且清潔に出来ること 。浴室佼所も設りあり

衛生的であること 。

保安上よりしては

材料は不燃賃不何で構造は堅牢耐火市憾で殊に階段廓下等はこれ等の要求κ 遁臆する棋

にする。児童が附近の遊戯場へ交通頻繁の遁路を横断することなく安全に行りること。

使用上の便宜よりしては

間取り部屋の配置仕事、帰除、に使利で電気 、]j[J 折、水道ー当事公共的施設のあること 、仕

事先 、 ｾ校 、 市場 、 郵佼局、市土交場等に近く使利であること

美観快適の上よりしては

建物の外観、家屋の周問 、庭民1¥、植樹得; 外観の美 しきこと。 1

1付近が閑静であること等で

ある。

4 ・住宅地の設計

住肘問題のi必宙なる解決を凶るには就に出来てゐる株当即ち
j位以住民不良地Il ii

l

; の i次予; の

みではイミ光分である 。新に遁蛍なる住宅地を設けて人々を移住さぜ li'L Iてしに1lJ 元紙態に導

くことが肝要である。住宅地の計設が之である 。う ど通機関の似ある ニ 卜Ｎ地に分散させ過ｾｩￍＧｩ Ｑｴ

Ｉえの弊Ｇさよりす ｅ れ地域制公 ｬ 主 ｬ 遊説場の設世 、 街路のｾ官［なる配位によって住宅地として援

然と 1: 1 : : 心地よく且使利に愉快に生活出来る械にする 。 これには必? 水道、下水道、}{J折 、

活気等公共的施設の本易に叉! 長{ 置に設りられることが肝要である 。

我同各都市にては者11市の周間部分に土地区割整理事業が行はれ矧型街路が設り られ鐙然

fこる都市の輩肢に貢献する ことが大であるが、躍なる匝割古IJ のみでは不充分である。住宅

地として必要なる各要素を具備する様充分な用意が必要である。 ｦ 告ｽ土地ｼ 孟 ｬＱ ｾ ｊ 整理事業は建

築の要求 iこ一致せねばな らぬω 不必要に JJ長大 なる地域に E り匝剖整理ーを行ひ街路ぞ設り然

も建築地として長年月1' Lf ! . り夏κ 矛IJf1i せらる L ことなく荒地として放置するが如きは経憤

的に もJ社合的にも大なる損失である 。要は務め計主任ぞ樹て置きて 、建築の要求に総じて 1m

費するにある。斯くしてこそ初めて充分なる施設を行ひ従て 、住居の使宜と快適とな亨受

出来る 。

住宅地として必要な傑件は

ＱＮ 交通の使利なること 。 鎖道軌道采合自動車等 の 尖ＺｩＮＡ昼機側 、 道路交通のもｾあり。就業



地、照楽休養地ｾ￞Ｎ ｉｃ 市場に接近して便利であること 。

2 ・衛生 九 水質よく 、給水排水の安易自椛病的に設けれJ ること 。 l' 付近に衛生上有害な

る恵瓦斯粉塵恐央等守護散する工場の存イf せ宇土場のj瓜下に位せぬ こと。束 、南叉は束 i，}，i

に傾斜する士地 で日 常 1) よく 寒風守 より 遮偏 されてゐる ιι J 低 iZ1地叉は態芥等有機物に

て ｊ ｾｉｪＡＮＮ ¥1.さ u tこご1 - : 地でないこと 。

3 ・保安上附近に火薬l本爆稜物の製造 、貯賦場等危険物のj尽きこと 。地権i¥i J ，弱叉は断.佳

の底上 i直下の如く崩壊の危険無きこと 。鋪道軌道交通余りに頗繁なる遁路に接して危険で

ない こと 。表雨洪水等によりて浸水の危険なきこと 。

4 ・使利快適上、閑静、高燥な性宅地となって附近陀. T 場、向動車庫、感り場等右手イピせで歩

! 騒々 しくなく 、叉料理! 犀待合パ一等なく風紀ー1-，:了州教養_I-，忠影響なきこと 。製枝市場K 近

くトl 常必需品の f共給、n常生活に使利なること 。小公Wl 特に児1E- 公除|は附近K 設けられ児

市は女王そに 、雨親は安心して外出逝岐せしめら れること 。性宅地として休心地よく充分な

る木地を有し糠の杭樹多く | 射近環境の気持ちよきこと 。水道ド水道瓦斯電気守; 公共的施設

光分にして n常生活に使利であること。

5 ・純情上、 二j 地 家犀 n常生活品 、交通運輸費低廉にして生活費を軒減1-1

'

，*ること 。

以上. の如き傑件守備ふるためには作宅地の、選定設計ーには多大の考 J.. 1 とi t 意とを必要と す

る。 JP，I"C生n形の l応$J'，f;' I]、之 lて住宅を配置す る丈ではこ の 目的を充分蓬jえすることは| 村難で

ある 。

女H 、Jt ) 境とi IiI :合とを作ること ぞ目的とせねばな らぬ。 これには交通機関、地域制公|刻、

街路 の 配世 公共的施設の計義と ｾＺ Ａｈｴｬ まねばならぬのである 。

米関ボ・ J レチモア - i li の ローラ ン ド、パー ク( Rohl and Par k) ギ J レフ才 一 ド、パー ク ( Gu-

i l ford Park) ニュ ーヨー クi li のフ 才ν ス トヒJ レ ( Forest Hi l l ) カンサス市 ( Kl l nsasCi t y )

の カン トリー クラプディス トリ ク ト ( Count ry Cl ub Di stri ct ) クリープラ ン ド市 ( Cl e- v

eland) のシ エーカ一 、ハイツ ( Shaker H ei ghts) ロスア ンヂヱルス 市 ( Los A ngeles)  

のパ ロスグエ J レデス ( Palos Verdes) 最近ニュー ヨーク i ll 附 近 ニュ ージャ ージ ( New

J ersey) 洲のサンニーサイ ド、ガーデ ンス ( Sunnysi de Gar dens) や向動車時 代 新 都 市

計煮にするバターソ ン市 ( Pat terson) 附近のラ ードパーン ( R adburn) ｉ ｾｲ の 住宅地共同

のハ ムステツ ド ( Hampst ead) ν ツチク才一 ス ( Let chwar t h) クエ J レヰ ン ( ¥月"elwyn)

川|車l都市の設計等は上iiffi 各般の考慮を梯ったもので住宅地の模範 となる。我岡にては不幸

［Ｑ ＨｴＺＧｊ 析 る好 例 を多く見なし 、 。間信， Ｑ 都市 と名付 けたものが各地に放 ｊ ｐ ， してゐるが ｾ ｉＺ地 摂符ＱＧ￭Ｇ

のj災先的主1' i 1C使mされ土地分譲の好餌となるに過ぎないも の多 きは遺憾である。

5 ・住宅配置友び建築方法

1'1:'むの配置 & ひ建築h

5  v  
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富の程度により 相遣する。

1"" 濁立家屋

2. ｾ ド濁 すＮ家屋 Ｈ 二戸建イ干宅 Ｑ

3. 長 屋

4. 濁立二階建家屋( 上下二家政用)

5. ｾ三 濁 立 二階 建家Ｈ上下左右四戸建住宅 〉

6 ・貸長屋共同住宅等となる 。

険制ＧＱＧＱ大ｼ時にては Ｔ 階カ、ら ＶｾＷＱｬ 皆 の 貸 長屋共 同住宅が多く ー 建築 中 に多数家族が居住して

ゐる。然るに英閤和蘭白耳議等; にては濁立家屋長屋建のものが多い 、我聞及び米閣にても

同様の傾向であるがニコーヨー ク、シカコ等の大都市にありては市内にては地債の関係上

濁す. 家屋の建築は岡離となり高居貸長屋が一般である。東京、犬阪、系都市にても少数で

はあるが貸長屋、共同住宅( アパートメ ン ト〉が建てられ便利、 竪字、外観の見士大等そ以て

新住吉様式理想、住宅として 一 部人士に数迎せられ叉 ｾ Ｚ ｎ 首 大 きな建築となるを以て一部建築

家の好んで唱導する所のものである。然し住居問題ぞ具ままに研究するものは斯る説K j直ち

に同意することは向来なし、。本来住宅の目 的とする月li vc. 合致するカ、否カ¥枇舎に及怯す影

響如何を充分考へねばならぬ。その結論より rl
l せば貸長屋共同住宅は理想的のものではな

い。者lii li の一部地債の高債な所では経情上己む そ得すー建てる様式のもの 、少数濁身者 、少人

数家肢の もの、青年、老年者 l亡使利好都合であるが一般岡民家庭用 としては歎迎すぺ きも

のでな し、。濁立家屋、"1三濁立家屋等の 小住宅こそ理想的の もの として建築すぺ きである。

集合住宅と 濁立住宅と 何れが立しきや、高居住宅と低い住宅と何れが可なるや等は種々

論議される事であるが濁立住宅が宜しい 、低い住宅の j ]が女子b、と云ふ結論K なってゐる。

その最大珂 fll は生活ー冶家庭的に健全に愉快に途けるにめに 1必要となる。殊に児草ーのこと

は考へねばならぬ。児童の鵠育運動 U 怠育教化と を閑却してはならぬ。

高層集合住宅にて は過薪住居の搾 K I宿るもの多く衛生上、} ga_ 紀上、枇令上' I:i : ろしくなし、。

死亡率、躍病卒、殊に結核死亡者の卒が増加する等は巴虫、維剤r11'の統計に示 す 所 で あ

る。 向公除|縁地は不足し 、f背家伎の人々は増加す る。交通の混雑、交通事故をwって児童

には殊 に危険となる 。地償は昂騰し地代家賃は向く なる 、従って平年j往生活の穣度が盆々 日

くなる 。共の結果甚だしb、不良、不衛生朕態の高! 日民地|高を護生するに至 るのである 。

Ｚｩ ￪ 符住 居 、不衛 生 駅態 の ｈ Ｍ ｾ 現を防 Ｑ Ｑ Ｍ Ｍ するには建築符 度 、人口手 前度を 制限し 自 ｆｉ Ｚ ｲ 奈地を 充

分に保留することが肝要である。建物の配置と建築) i 法とが大切となる 。

高居集合住宅&す、しも不衛生的ではな b、。保光通IAR_交通等K 必要な充分なる空地維地を

存すればよい 、然し斯くす るには本地而符わた となり土地を欄Wi K利用出来なくなる。依っ

て特に高居集合住宅と す るより も濁 ゴ ｴ 家屋ぞ建築する ［ ゐ がｾｻＮろ好都合有 利と謂 へるので あ

る。土 耐震低廉 でイセ 心地 よ い 場所には 濁す Ｎ家屋 、 ｾ ｉ ミ濁 ｊｴ 家屋生存の 小住宅 を建て周問 ｋ は充分



な ｾ 地締地ぞ存して気持よい環境としたがよい 。

然し都市の中心商業地附近にて地慣高慣で斯る方法が到底賀行出来ぬ場合アパー トメ ン

Ｑ 建築ぞ余儀 なく拐さねばな らぬ 朕態となるので特 ｉ Ｇｌ ｾ毒劇 ｪ すぺきものではない 。

三久:tc建築 JJ 怯として大規模に行へば絞情的能不的 lζ 外観も 美 しく作以上けることが出来

る。 濁逸 、:喚太利、 ソ聯邦、和i捕の諸都市に行ってゐる。然しこれは高層集合住宅K/綬る

ことではなし、。 濁立家屋共の他 にτ も同様の結果ぞ1ｾ Ｚ Ｎられること である 。 大規模ー園地の

イー/: 宅粁管の場合合理的 K 紅情的に目的 そ達成出来る。

6 ・不夏住宅地匿の改夏

都 I/ J 殊 に大都i /! ・lこ於ける 不良住宅地 席 、所謂細民痛の /:H現の経慣組 織、枇舎組織にては必

然的に起る 。然も共の及以す1謀者? は大でみるから放任t.e許さぬ。 個々 の住宅に て不衛生の

J伏態手干 しきも のにあって はこれが使用禁止、改造そ命歩、る等の;方法が講ぜら れたが、こu の

みでは不充分で一 問地としての地問改良事業は岡民の保健衛生ート.縞品lト増進上一 円も忽がせ

にし引ないのであるが、莫大な経費を要するが放に都市計書施設としても本易 K 貰行出来

ない 。 こｾ I亡玖! 州立昭和 2 年 7 月15円より不良住宅地問改良法ぞ貫施した。先つ六大都市

ぷび共の隣接II IT村 中の代表的地応より漸次改良事業ぞ行ってゐる。玖府の補助を得て東京

j仏 大 阪l/ i 、品111戸市、 愛知販制合事業協台、 同潤合等の手K よって行はれ従来の低淑排* - 不

良、不良住宅 l亡代って餓筋コ ンクリ ート 或は木造の衛生的住宅ぞ供給し問問ぞ改め大に改

?号レてゐる 。

然し之 当 事事 業は す準高 の 甚だ しきものに 付 ｾ［ｦｴＺの 一 部分 の改良が ， Ｇ ｐ ， Ｊｴこに Ｑ ＱＭＮ まる。公共問

問 、公盆 岡韓、慈善間関の執行のみによって改良在期するこ とは至難である。法 律 ぞ 制

定して不良住宅の使月1祭止 、家屋の改造破壊ぞ命令し得。 他 ん新住宅の建築を助長: するプ1・

法 、:英岡 t亡於ける住宅法の如き t.e制定し住宅検査のWi b行等によって禍根を除カ、ねば事業の

/1的を達成することは不可能である。

7 ・住宅政策巴土地政叢

lt 席問題の解決には住宅攻策を確立せねばなら ぬ。

イt 官i攻策は都市計輩 、土地攻策色相聞聯す る万I f が大であ る。交通機闘の普及による 人 口

及び工業の分散と 相候って行 lまねばならぬ。地域情IJ の確定 lてより整然fこる哲展をな し衛生

的、住心地 よき住居地とす る要がある。公除i締地の保存、児 iE運動場の設置 、公共的施設

を' 終桝的合理的 ならしめる こと必要する。

イ/:'古攻策は土地 i攻策 とjL:推しではならぬ 、: r:地の1古格在高くする ことを 目的 とす るのでは

ない。反針に 廉恨 なる土 地 生 ｊ ＺｾＮｾ Ｇ， Ｎ［ｩ［ Iこ供給することを目 的と せねばならぬ。交通機闘の護主主

ＱＱＧ 及に よって 供給 ぞ ｊＧ ｾｊ 伴ならし め然 も ｾ ｲ ｜ Ｊｎ る ｬ￭ｊｾ り侭 Ａｩ ｦｴ ならしめる 。

7  v  



v  8  

地↑震が高いと道路、 ｾ 地、娘 ｩ 也を充分に用意することは困難となり家 屋 人口 の 胴 Ｓ 容 を来

fこし高居住宅 、交通の混雑、不衛生地稜生の原岡となる等利金とする所は更になし、。軍に

少数土地所有者の不労所得となるのみである。百害あって一利も無しと邸.言せられる 。

f也f震は投機手t vこよ りて釣り上けられる。攻問符宅地の償格は何等公共的施設ぞ行ふこ と

無く償格のみ昂騰する傾がある 。1t 宅朕態をE-; ィヒせしめると謂ってよし 、。

住宅建築は摂i関_I-.の問題が重大要素となる 。之れは土地 と建築賓が主である 。土地 は低

成 lて寓岐に供給す ることぬ努むぺきは前vc; 主ぺfこ。建築費としては建築材料の濯 棒 、多量

生産と 購 λ と により ｪ 京慣に求め 、構 造殺は合理 的 に 低廉 ならしめる政赤 ＱＱ 織 的大規殺 ｾ ｊＺ 事を

布 利 とし工費軽減の方策を講歩る要がある。

向家屋建築に賞り i盟過す る困難は資金の調達金融の問題である 、銀行合融業者、玖府警;

が低利資金を貸wするプj ・法等相蛍の便宜t . e9i!-へ・る要がある。

都市民の大部分は借家人でー自 己所有の住宅を建築する ものは少数である。 然も 大 都市 ほ

どこの傾向は著しい、性宅供給者は公共間開、岡2家反公盆聞鱒 ( 建築車紅紺[目!合) 干合守崩枇t個 人P等寄

まあ) るが大部分は符符. 禾和利lリj均4ぞ旨日的とする私人、合品 l である。摂慨にプ1:11され ることが大で性宅の

披も 不足掛底 の時機に建築を余り行はぬ事となる。依 っ てイＱＺ 宅攻策 としては建築奨 ｈｲｾ ｊ 冶鴻

さねばなら ぬ。提Vii J J);"法としては補助攻策による 。阿川fの補助、 公 共同械の補助、税令の

誠亮 、 Ｚ 卜ー地 の 廉償供給、 ｮ 令 の 融通 ｾｲ である 。

同家公共間関ｾｖＮ ｦ 乞 ｊ� 営利 Ｑ ＧＺＧ 誌 の 住宅建築そ保護 助 長 す ると共に営利 子 ｅ 誌の住宅建築ぞも

排斥出来ぬ、監'J手取締りに よっ て弊害 t.e除きつ L 供給を充分な らしめねばならぬ。

作 宅 法の制定による性宅の舵 併、最低限度の要 求は必要である。 猫 i呈にては1919年人口

100，000 人以上の都市 民は11: セ同ぞ設け竹 宅の検査院 lij子、i !l 民 教 育 に よ る 不衛生牧府の H¥

現|坊11 に努力 しつ L ある 。



日 本 の 都 市 計 董 乞

1 ・我園の住宅政策の特質

I=l  

fi'i] 橋

住 居

寄 男

J 脳 If L 於りるイセ居問題一一従って作'セ玖策は仙の先進文明諸問K 較べて問題にならない

低い段階に有ることは周知のことであるが、その中でも最近数年間 といふも のは、概めて

t，!i けない y状態に iHI Jって了った。元来住宅玖策といふも のは今日のiI i i 舎に於て、さう徹底

的に取 Ｑ Ｍ けられるものではないが 、 その玖策の ｾｊ 栴となる人民居の攻治的続柄拘 ＱＮＩ 腰［ Ｉに 仏ー

って、前進 もし後退もするも のであって見れば 「今日の情りないy状態」 も愈々非常時色冶

濃く反映して* たわりで 、2長のf! 引、ものは穴でも掘って寝て居れとでも 云はんばかりであ

る。それがイヤナごなんて宅張しようものなら「ナニ ! 非常時を知らんカ、」と ばカ、り一喝さ

れきうである 。 これで1ま住宅玖策の展ひa る筈がなし、。

岡家財攻、地んー財政の赤字化は、もともと貧弱であった住宅攻策の資金ぞ直接間接他の

より非常時K 重f I j な部門へふり -zt てられることは官; 然であらうし、従って下府階親目官;て

の住宅玖策等は今 ｦｬ 問題 の 待外 ｋ 放り ｈｾ された感があり 、 今日の住宅攻策に 去 へば僅カ、管

利ぞ目的とした住宅経営か、( 之は我図に於ては土地合祉、規道合品lt匂;の土地分譲の形で

行はれる 〉叉は f ド公営的な住宅組合の下κ 、気息焔々 fこる中産階訟を目安として行はれ る

獄態である 。少 し古いが 、現不「我図住宅組合数の大約ほ1064、組合員綿数 30.61. 4入 、住宅

建設-f 'l 67.906.336凶であり 、こ の住宅建設費金額は大艦玖月¥1 ' の低利資金融遡額と認め得る

が、之は組合に於て利子48%、三|ミク年賦を以って20ク年以内に償還の ことに定められてあ

るが 、貫l際を凡るに「二 の中滞納 K 陥っ てゐる組合923、滞納金額元金 1. 2495.23闘利子1. 159.2

80闘にふt ひ設内終易なら 5 るの献をターしてゐる 」 とfl 木都市年鑑は報特 して ゐる 。不良住

宮地U"I; 改良に宅つては従来が既に且似事であり 、同年鑑をして 、j L牛のー毛と嘆ぜ しめた

粍であるが 、今 f-Iは1愈々微々たる蹴態にあり、? 来良住宅改良法制定の? ? ; 初企悶さ *i j こ10

ク Ｇ Ｑ ＢＧ が ＺＩ ＱＳＮＰＰＰ 戸 の改良住宅建設の計設に 批 ぺてもｾ Ｚ ｉｪ 距る遠きものがあり 」 之に反して不良
ClJ:ZJ  

Ｑ ＱＺＧ包は Ｇ Ｑ ＢＧ ノ 守利ｹ， Ｇｊ 的に金主 ｾｩ しく 、 新しい都市に質生しつ ｌ ある 。 これに依 っ て 見 るも日本 に

侠官攻策ありとするならば、高々小額 ｾ Ｇ ｫ 入者 Ｈ ｾ ｉ ｾ ｩ ｬｪＧ ｝皆 殺 〉 のためのものであれ更に下組

担J努者のためのものではないことを知るのである 。品昆が従来我問の住宅玖策に際lする 書物

は、みな貧弱な住宅施設朕況は辿ぺてあるが 、何故にそれが貧弱であるカ、K 就ては沈黙が

守られてゐる故、此! 怠で少し許り分析して見ょう 。

9  v  



0 1: 1. 2)  幸島南吉氏 “不良住宅地医改良に就て川市政事件々報

大正 Ｑ Ｔｾ スラムの内 務省調査の際には掲上ぜられざりし市 ｬ こして現在不良住宅 地 区の寄在た

見るもの ( 但し 5 ｾｉ 筑以下の都市らし含 む Ｉ l: t凶富市、字部市 、郡山市、 一宮市、松江市、

上岡市、 川越市、ljS-家市、三{ 鷹市、沼田市、高田市 、釜石l町等多鍛えp数ふる状視である。

元来勤務，者に住宅ぞー狭 ｢ ゾ ｉｾ らも楽しし、抜 Ｒ 辰之旨 ｷ へることは、勤労者の所謂忠惣 のＺ ｾイヒ
• • • • • • • 

t，e 防ぎ、彼等; ぞ土地 に禁縛し、彼等のft 銀低下ぞ来 さしめ、以て工業企業の可書普賢本部分を

納少させ得るものであるに拘らす ( ナチス 濁逸のジ ート J レダ玖策を見よ、 大地及事i j I 土 t，e失11

らぬ人々 は 、再・び大地K 復 師 せ し め な け ればならぬと去ってゐ る。濁逸のジードング事

業 、都i li 公論所載) 手足岡に於てはヨーロツパの先進工業: 問の 如く、 ヵ、 L る思惑すら輿へら

れる時期は来な カ、ったのである。遅れた封建問から資本主義岡への卜l 本の輩肢の索11市し

いテンポの陰には 、4nJ!十'lJJ えども本放せぬ努ひでひたすら に低賃銀を追求し、所謂杭民地以一1"

の債銀を作 り/'1¥し、iJiM子手) ' I ' L住宅ぞ9i[へるよりも 、 もっと 苛酬なん・法で、彼等ぞよ 1) 貧|ホ!

へ と 遁 ひや ったのであった 。 我同人 ＱＱ の ｾ ｊｬ ｉ 生本と柄 ｉｊｉｉ 本は ｉｉｴ 界 ｋ 有名なものであったが 、

この学問忘れてはならぬことは 、死亡や: に於ても叉ヨーロツパ諸問以上であることであ

り、之は主とし♂: 児の死亡付帯しく高いた めであって日以な大衆の洲本! と、従ってm

恐な住居を物語るものである 。

o主〉 日本に於げる人口死亡率 l:t 1000人前 v)

188 1- 1890年 1911ー 19 13 1926- 1928  1930ー 1932

19・2 200{) 19.6 18・3

であって 、1930ー1932年の英閣の死亡率l:t l0∞人常り12・1、ドイツ( : t 11・0でわる 。

以上を我同住宅攻策不振の基本的原閃とするならば 、安のことは 、 こu カ、ら紙生する開

[人! とも考へられる。 即 ち我間人口の約半分は 、雌準的 n木工業化過秤ごに すIIJ らす 、米すごに農

村摂慣に従事してゐることであって 、結局はj て; 主の低賃銀と結びついて来るのであるが、

此 こと が ｮ 本資本主義の依って以て存立しれｽる黙であり 、 同時に「都市 �ｾ 農村の過剰人 円

を吸牧し得な; もといふ外見を呈するものである 。我問に於ては人口の60%が 1高対抗議の

iIl' 1I 1T村 K イt んでゐるが 、 ドイツに於ては53% 、20;( 高以J -，の大都市ーに は 日本では 11% 、 ドイ

ツにあっては 2 仰の22%住んでゐるといふ ことは 、都市に於りる住宅玖策が後れさ' るぞ符

ないわけ である 。更にカnへて工業生産の妖態 を比るに 、lN，躍進とは云ヘキキ部門 の不均一 な護

j長は 、ーん・I ' L ! ま高度な技術を擁するものがある カ、と 思へば ( 紡績工場、種電所、セメ ン ト

工場等〉一方に は数千の概めて未だ に小さい手工業ー的 、TIX;は壬i三手工業的工場と企業、それ

に結びつく幾百品ものミf 工業者がれイ" し、彼等; は未fごK 原始的生l査に従事 し従って原始的

な生活様式の中にあり 、住居1m題 の如きは 「未ナご造力、」 といふ 駅 態 を 弧 ひられるのであ

る。 これが先進ヨーロ ツパ諮問に兇して、nコト; の住宅玖策を沈滞させ る出 2 0)  JJi i  I刈であ

り、更に土地の分; 刷所有の極端なことは 、こ れに劣らぬ重要な原閃であ らうコ ( l 己の土地

ｺ ｲ 持 ｦ こないか 、 持 って も経管して行き刊ない幾百 ｢ｾ の小作は 別と しても 、 ｦ ｬ 本 の土地所有
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者の半数以主はまことに一握り の土地所有者であ ることは 、行:セ玖策、殊 にジ ー !-'J レン グ

の如き炭汎な地域ぞ得るに 岡'Yi1l ーを衆 きしめるのである。そ して叉始めに決るカ1最後には膨

大 な軍事像算は愈 々住居 問題 を不臓の 中に置くのであ るc 綿じて我岡の作' 右玖策不振の! Xl

は第一義的にはこ の抄な蕗にあり 、我閥の気候fごの風土だのがヨーロツパ K 批ぺて凌ぎ易

い といふ如き自然的原! X11 ' L 持って来る論者には賛成しかねるものである 。

斯くして我問に於ては 、 カ、 ｌ る俄り ｋ も ｪｾＱ 村な犬家 ｴ ，ｴＧ 1=1 ｪＮ どに す るよりか 、 Ｑ Ｑ ｾ ｧ｟ 表情級 小 額
( 佐)

牧入者ぞ目常にして住宅経営の行はれる珂 rll がlりjJ'， になる 。中村花氏は r-l 本の住宅組合と

ドイツの建築*11合 とぞ出較 して次のように云はれる。 即 「ドイツに 於りる匙築組合は純然

fこる建築悶憾であって寧ろ住宅伶JIi t: と吉ふを通 常とすぺく 、11 木の住宅紺合が住宅の取i与

を円的と す るキ Ｑ ＱＺ 合員のみに依って車 ｦｗｾ せられると全然趣そ共にしてゐる 」 と 云ふ こ との裏

lこは 、11 本の下級勤労・者は貧| 刺の放に住宅カ、 ら除外され、只すご住宅を買ひi!; るもの L みが

冗ふ といふ ことが諮られてゐるのである 。

( 詮〉 中村寛氏 “住宅経鈴Ｂ高等建築 事会集 Ｒ Ｕ ｾ

下級勤労・者の上Aの様な y状態は中産階級にも 云ひ得る ことであって 、これは又一般の住

宅経営を輩展させないカ、さしでも貧弱な建築技術的装置 しか持ち仰ないのである。日本κ

於りる唯一とも云ふ可き公金法人fこる同潤舎は闘東大震災ぞ契機としてJl 良質ま しし、活躍 ぞ

な したが、 これとて3537戸の普遁住宅 、2525のアパー ト、 323戸の分譲住宅を建設 した に

過ぎす 、未すごに試験的域をj此せ今 、更に最近間来_I-. った向舎の iI.戸)1 1アノマ ート は、我閤最

初の中央J援房設備 を持つと は云ひ乍ら 、諸

との話を考考Ｍへれぱ 、 東京 ｉｌｾ ぞけ る 模範的アパー ト が 如 何に貧弱であるカ、ピ伺はれる では な

いか。向潤舎と並立 して他の一つは東京府の 「住宅協合」であり 、之は大正 9 年に 5 商圏、

事業資金と して預金部より 1，852，000園を借入れて組織され大正11年迄I ' L 512 の住宅を建設

し て 分 譲 してゐる が、 これも建築訴時に出べてその後の建築費の著 しく 下落せる ことを

珂rll として 、その月賦 '1ft・還令ぞ協伶K 納附せさ' るもの続出し 、その間法律的係争ぞ生じて

既に数年1 ' L ，. l 立ぴ今倫解決されるに至ってゐない」き うである。

Gi ) 吉川末次郎氏 「再び来京市住宅政策の 改革た論ず J '都市J j II1Hi 第2 1袋 、第 5 務

抽象論者は言ふであら う。 それは住居問題のみぞ捉へ る故で、住居問題は更に硯野のJ foi

U、積IITI1計霊祭的観勲カ、ら 取上けね ばな らぬ と。住宅問題の解決は都市計聾カ、らと。 まさに然

様である。 それでこれは次の項で考へ ることにし よ う。

2 ・住居問題から都市計宣へ!

これ は立 波 なスロー ガ ン である 。 ＱＺ が｟ｉ Ｍ Ｎ Ｚ え ｾ し ｦ こ ｮ 本の 大 衆 の 歴 史的 な貧困を見＿ に徒 ら

にこの械な こと在 日にす るの は、ZfJ; 現庄の 口本の都市計王監を知らな いとも 云へ る。例へば

( i:Eり

プルー ・タク ト氏であ るが 、氏は日 本のジ ー ドJ レンク' に就て云は れる。 「現 在 日 本で最 も
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大きな快黙と思はれ るのは本常のジ ー ドノレン クn と云ふものが賓際 に一つもな い といふ こと

であら うと思はれます J ( 建築雑誌603蹴〕市してこ の場合 、何故日本にジ一ドルン クF の

如き高度哨佐宅経営' が? ! れ 、カ、を究明するのが 、やがて如何J1とすれば U 本 K ジード J レンク. を

興し得るカ 、の 指針となる に拘 らす 、 軍に Ｑ ｦｴ ｾｶ 、 から 、 作ら うで はないカ、依 の ことで貫際に ，ｉＭｊ Ｚ ｜

*J-.るも のではなし、。 H本の谷脱獄勢には II R もくれない 、11げよでイf 名な都市計議の大家は 、

如何に してジ ー ド) レン ク' を作られ るかと云ふと 、先づ主聞となるものは大a墜その他の研究

室で、ゼ i ナーノレをやって「控簡の問題J 1: の 「衛生の| 問題」ナごのぞ シックリと研究 して

はF常 に確貰な知識」を似て、そ れから内務省、K 行って絞首守的保静- を貰ひ 、それカ、ら大都市の

近郊に 「岡有の土地 でも提供して貰ってJ ( 才 、なんと虫のい L 使利信: 訴 ではないか! )

「小 さな ジー ドJ レンク. そ先づ試み K 始めて見ては ど うカ、」 とし 、ふ案ぞ持ってゐられるが 、

こんな案なら子供でも 云 へるであらう 。問題は 11 本のジ一ドルン ク"ぞ 可 能 な ら しめる続

開的 、 歴史的根擦の分析が何も ￭ｾ されてゐないこ と なのに 。タク ト氏は都市計委 と いへば

11  本も濁逸も同じよ うな仕事ぞするものすごと観念されてゐるらしb、。氏 は 117ドの都市計需

の歴史的現布の註位を御存知ないら しいのである 。

成程、良き住宅政策は良き建築家の参加!の 1"の郁Tli 計会と結ばれす しては平1: りf l} ない こ

とは蛍然であらうが 、日本の都市計業がド イツ より遅れてゐる ことぞ認識するこ とは主に

緊念なニとである 。 ['1* の都市計会の今 rl の有様は 、j Jミ11: 11本の今 rl の性肘問題一従って

住宅攻策をあらしめたと同ーの原因によっτ 一斉住宅玖策こそ都市計金の未輩達に依って

制縛さ れてゐるのであるが微々 fこるものである 。今 11我々の都市計重機聞の官命IJ 上のrm題

に::t; :!)

はしば ら く措くと しても 、その人的構成は大部分:1: 木技術家によって ，'-; めら れてゐること

を見れば 、n本の郁子IJ計塾は今土木開係の仕事が要求されてゐることが知られるのであっ

て、 事責常に論議 されることは如何にすれば良き作宅を建設しj与るか 、如何にすればrb民

を健康で衛生的な場所に住まはせる カ、 とh、ふことではなくして 、先づill 路網を如何にして

整備するカ、 と云ふ問題 である 。

( 註 J ") Ａｊ ウ ト氏 の日本の都市計ＺＺｴｴ ｬ こ就ての怠見 ｉ Ｚ ｕｾ 岩 ｲ ｷＺ一氏が都市公論 Ｘ Ｎ ＱＰ 月 放 に 「日本の文

化 さ都市計i 1f の諸 Il I I l Hi さして詳細 1:批!J-'1J .されてゐる 欲、一設やおす弘めして 、本文で l:t 省略

する。

( 註2i 中村綱氏 “都市計重さ建築秀{ " 凶際建築 l 月放 19361こl: t 日本の都市計童委員千?の技術

員の織成が示されてゐる。

而して その土木聞係の都市計義の仕事も盆々沼泊する財玖を持って 、土地の複雑な分割

所有 と土地攻策なき者Ilniの歴史の前に質現|ホl縦の駅伝呈 し、 故近には一つの流行語 P ?i 紙

:十叢」又は 「阻 11 計一主主」 なる言葉が斉れつ L ある 。計重要と b、ふ言葉が質現を考l邑せ? と も

い L ものなら兎に 角、 荷も 11 本そ進歩 させようとする計書が地岡上の色精兵遊びに絞 るよ

うでは、 そ して都市計ー禁法第 11阪を忠賀に額縁の中 K 入れて拝んでゐる だ けでは 、| 町界水

準 〈ド イツでは ジ ー ド ｊ レ ン ク Ｇ� ［ 昔 ｾ､ ｪＢ ｾ Ｇ ｉ Ｇ 望をに 於 て 取ＭＧ てけら れ てゐ る の に 〉 に 遁ひっく ｪ 越か 、 ユ ＷＺ
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らl免れを愈々甚し くするのみである。そ れは立ち l免れの招来ど ころ か、都市計垂自身の衰

亡ではな いか。

要之 、 現ドの Ｑ Ｑ 材 ｲ ｮ ｬｩ ｾ Ｍ ｉ 垂は法文の ｟Ｈ Ｍ Ｎでは ｴ ｆｌ 闘地の住宅経営」創刊乍らもそれを空

文化し、 土木的段階に I上ってゐる と云lまねばなら ぬ。 タクト 氏 の 如 し さ う 簡I{i j t [ ジード

J レグの路へ と飛躍するとは考へられな b、。而 も今 " ＱＮｾし ｦｾｊ る住宅玖策は高々 中 産階組 ｉｊ 常

てのもので しカ、ない時に於て。

( 註〉 都市計童施行令第21僚

5 ・匡I ' J盤理巴住宅経営

以上どうやら甚だ悲観的見解そj ! ぺたが、我々は常にかくの如き猷勢の中に立ってゐる

ことぞ知れば、それを如何にして輩Jmの軌道上K 世く かぞ考へねば 、徒 らな運命論者とな

り、不安は増大するぱカ、りであらう。我々は日本の住宅攻策ぞしてこの困難な中 に少しで

もt' ! 1 し上ける路の輩見に努めねばならぬ。而してこ L に先に 言った塗紙・計豊なる 言ー葉はI主

I=I rc値するのである 。

それは この言葉が哲[I i li 計垂内部に於て一つの自己反省と して投け輿へ られ、強力な賀行

を要望 しilFる尉の存伯ごを諮ってゐ るから である。正に「塗紙計畳」は我園者[Ii li 計垂に於り

る故も活滋な部門に於て自己批判として輩せられた。 即 ちそれiiEH|高割劉! 事業の部門

であり、近時 Ｇ 設 ｪ 民膨脹する都市は必然的 ｾＢＢ ｾｾ ｩ ｗ ｊ 盤理の施行脅 迫 ら れ、我 間 者間 ｩ の微力な肢

に気のつい たときにはど うにも仕棋のな い土地投機の前に出せ ざる を仰な カ、った土地攻策

のi伎に 、盆々 1必要の皮を叫 めつ L ある現献である 。rmも今1=1 1孟制整理は大昔Wrll から小者[ii li

へ と持及化する傾向にある。恐らくは " 本の今 " の首Wdi が成長在 11 ｾ めない限り ｼ 温 調 整理は

輩 j反するであらう 。今 " の哲|同1 ? 十査が事業化の官官に u;"Mでゐるとき 、j.Wi 割整理は' その前線に

立って都市計垂の Ｑ ［ｨの路を開舎 、 そ れに つれて計ー輩は質現 化 し、貰現 した 計聾は更に ｼ 品・ ｾ ｾ ｊ

整理を産み 、 ヵ、く して ｊｾ 市計査を推進せし める。 これカ町 ｩ の現献であれ貫に 虚 Ａｂ ｊ 整

理は部ib-計一書のほ」である 。

。J ( H1J 10年 4 月末現花、

L註 1) 内務省土地 l亙剖鐙理統計によ れIf 、笠埋設計認可件蚊及 地恒商政( : 1: 次 の遜りである。

設計認可件数 地 ｬ 直 面 ｦｈ ｾ 整埋後〉

大 正 12年 3  1，018・802坪

大 正 13年 7  941・049

大 正 14年 J7 4，448・962

大 IE15年 25 3，128・023

昭和 2 年 29 4，041・975

昭和 3 年 28 3，788・413

昭和 4 年 42 6，476.563 

U({ 利 5 年 51 6，515・451
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昭和 6 年 58 6，546・843

昭 和 7 年 64 5，186・656

昭 和 8 年 56 5，609.843 

昭和 9 年 71  6.584. 619 

H召和 10四年月末

28 2，174・929

累 言十 479 56，462・135

t 誌 の この言葉( : t 最近印l干Ij 1Je見1: 雑誌「匝宣IJ 盤理 l のスローガ〆さして同誌の表 lこ記載されて

わるもの 、 倫同誌は都市計 ｦｬｩｾ 区別整 理の 関係ルよく設ペてゐる故 、 未設の方にお勧めする。

以上をｼ 亘書 ｾ援理の都市計主主に於りる第 一義 的 意義 とするならば 、 第 Ｒ ｦＧｃＨま ｬ 長 ｩｬｾ ｊ 整王 ｬ ｐＺは立

遅れの都市計垂ぞー- 21なる迅ー路網事業の段階カ、らの前進を促しヨーロツパの如き住宅建

設時期に迄高める役主1J りをも IJ I受りねばならぬ鍵であらう。即ち |厄 制 整 1耳、が lP - に建築敷

地 、宅地造成のみを目的とせ歩 、選んでその整理された土地の_I -_ f ' C 住宅令建設しi昇るよう

になって 、始めて現行部市計童施行令21傑中の 「ー 闘地の住官経営」が貫現化するのでは

ないカ、。

我々は 1: 1 本に住宅玖策らしい玖策の未だ存イf し得ないことの客観性ぞ胃頒に ili ぺたが 、

徒らに手を扶か うとするものではな b、。 この苦難の中f ' C;(Eって少しでも住宅の経営の可能

性の殺見に努めることを止めるものではなし、。 ＱｾＱＱ 剖獲 ｲｪＧＮ 旨通じての住宅経営も刻、 、 全住居

問題カ、ら見れば 、そのfji屯鴫ぞ具にしてゐることを知らぬではないが 、それにも拘らすで・この

路の開 カ、れることを要求するのである 。少くとも現今の日本の都市計垂の中に建築経営そ

持ら込むことに依つで、都市計金自身を高度化 し、暗黒の中の住宅攻策に何らカ、のプラス

ぞ提供し得るものと思ふ 。 それがためには、建築家は徒らにｾｾ想的 Ｑ ＧＱ こ都￱Ｍ ￮ を 考へる こ とを

止 めて 、生 きfこ現賓の都ili e . 都市計査にi t 回 し、附心zrif せ、以て都ili 計主主に参i!il Jするよ

う、要求せねばならぬ。 i l;'il; ｾｾ ｊ 整理事業に於て住宅経営の逢を拓け Ａ Ｎ ｊ といふ鈴は今 ＱＱ 0) 

建築家が積極的 K 動 力、ねときにはよか一つの2注文を日本の都ib計査史に附りが! へるにけに終

るであらう。繰り返して云ふ。盆々無カ化する住宅玖策の路と全) ) を以って闘ふことは今

FJ の 建 築 家 の 官 ; 然 の 仕 事 で は あ る ま い か 。 ( 12.4ハ - 36)
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我園最初の都市計董ー園地の住宅経営

力日 藤
主主

&::1 吉

緒 言

都市の護! 長膨脹につれて住居の問題が盆々 重要性ぞ加へつ L あることは事賞である 。イL:

J; まの問題は j仙台の凡ゆる問題 と寂接な閥係を持ち、共の内質外為与はー園文化 を物質的にも

列、精神的f C も表徴するも ので共の遁不通は 直ちに人類生活の活動能率に大きな影響を9i1ふ

るものである 。

然るに住居費肢の現n;IC(ま 附劣飽くなき資本家の故直によって不愉快にして非衛生な管利

本UJ: の貸住吉の増加l である、家屋は組雑K して敷地は首長的制限の極度K 縮少し、之れがた

めに Ｑｬ 府寝境は著しく Ｚ ｩｬＮｾ 化し つ ｌ ある 。 之れが針策として都市計乗法も既ーにその施行令第

21保 κ 一問地 のイ1:宅経営を者Ilrl 】計主事業として認めて ゐる のであるが 、Mt l. の昔rnl i I ' C於て

も米古賀施ぞ見る le 苧ーらなカ、った。

小限都市計量ー圃地の住宅経醤

然るに今凶大阪府 1" に於りる 小阪 IlI fは率先して之れが賀施す るの運ひ‘ に主つ fこ。即 ち本

年 3 月3111 内務省flt 示 第 145 披ぞ以て f12- 示せられた小阪都市計豊一園地の住宅経営はそれ

であって全凶の時 欠として始めて 決定せられたのである 、それだりに之れが計会K 於て住

宅の設計 le於てJI年文経営K ついては J，';J J! IJなi主誌と慌重な考感を必要とすることは勿論であ

る 。 私が ｉ ｾ ｍ 係 ｩ 合同 の 助Ｉ Ｉ のもとに共 の 計垂設計に官 ［ っ た闘係 Ｎ ＱＭ Ｎ共 の 概要ぞ ￆ ぺ 次 ｋ 討議せ

らる L プ';"而の参与' f C Ｑｊｾ したいと忠ふ の であ る 。

先づ決定 された内務省の告示を掲記する 。

内務省告示第四百四十五競

小阪都市計査一園地ノ住宅経営: . ｾ｛ｩ ｬ ￯ｬ ｊ 事 業及共 ノ執行年度実ｉ｝Ｚ ｴ￪ ノ 通決定シ昭和十 Ｍｩ ｬ ｾ

三月二十八日内閣 ノ認可ア得タリ共 ノ闘係l剖而 ハ大阪出: 胤及小|坂11IT役場ニ備へ置キ縦

曙ニ供ス

昭和十一年三月三十一 日

内務大 臣 湖 恵 之 輔

小l坂者1I市計重一岡地ノ住宅経営並 l司事業JX. 共ノ執行年度実'J

第一 、小l仮者1)111計豊一困地 ノ住宅経営1，ソ i固定ム

一 、匝域

1 5  v  



小阪II ff大宇中小阪及同下小阪 ノ 各一部別紙 闘 表 示 ノ 遁地積約一高凶千三百平方・

「メー トJ レ」

二 、設計方針

イ 経営直域ハ過賞 ニ土地ノ|克剖テ整理ス J レモノ トス

ロ 街路ハ幅員六「メー トル」テ標準 トシ遁蛍ニ共ノ配置テ定ム J レモノ トス

ハ 古IJ 地ノ地積ハ百五十平方下メー トJ レ」以下 ト嬬ササ J レコト

ニ 害IJ地ノ地積ニ釘ス J レ建築物ノ建築両積ノ制合ハ 四書IJ テ建築物ノ床雨積ノ古IJ

合ハ六割ヲー超エサ J レコ ト

第二 、前項ノ百十書事業 トシ共ノ執行年度古IJ テk ノj!li ;之ム

Us和 十 年度 約二言IJ 五分

昭和十一年度 約七割五分

第三 、本計垂ノ些少ノ: 盛夏テ必要トス J レ場合ノ、者JSrh計重大阪地方ー委員合ノ議テ経テ

内務大臣ｼ製リ之テ盤、夏ス ｊ レコトテ ｾｾｊｾ

本計査の訣定に至るまでの小|京IUT長鈴木義仲氏の努力は非常なものであったのである 。

大 阪 府 の 調 査

大阪府都市計崎重課陀於ては之 i亡先 fこち大阪市内外に亘り現在の住宅経営地及)1守* 住宅と

して輩属す るも のに付き詳細な調査をなしつ L あるが共の通話なも のは之れを選んで都市

計童として決定し住居の改善構成を困る )/ s Iであるが 、又一面現イ1 " 住宅経営地は初論)1与来

輩展すぺき経営地に劃しては i-li f主投也建築物法施行令に依る 空地制 限地隔を指定して住民地

の合理的賞展を保護助長せんとするも のである 、;宅地制| 以地l高に |制しては 悦 にi京王寺IIIJ の一

部に共の指定ぞ見てゐる 。

小 限 町 の 扶 況

大11反巾外小! 日立IIIJ は大| 以 dii を隔つる こと点 l..f j伎カ、 4粁でんII!i首誕軌道株式合Ijit .M 良制! 及 k

版采合自動車株式合11止線ぞ泌じてうど遁歪似な土地であ るfこめに小 1l!i l1l J の髭j民K つれてイ t 'ち

の 増加を必要とするは勿論大阪 ￯ｨ の 郊外住宅地として護述し 、 ｾ Ｍ ｩＧ［ｾ蔭高等女 製 松 ｉ ￎ ， ｪ Ｇ ＴＺ 子与門

拳校、日本大与さ専門皐校及城東商業製校等の設置に依って更にこの趨向が著しくなってゐ

る、U{!. 和 5 年国勢調査に於て人口 9.803人であったがl協和 10年の同調査に依れば13.518人 κ

倣唱してゐる 。即ち 5 年間に約 3 害IJ 8 分の増加を示しτ ゐる 。殊に昭和 9 年 9 月の風水省

後小阪IUf VC来庄する者カ、急激に士脅して * 1こが住宅の建築は之 vc 1'joはない 、現イt : 約 250 戸の

不足を告けてゐる 。

主互に於てー園地の住宅経営を都市計- 垂として貫施すること L し之れが需要に! 伝歩ると共

l乞住宅の改善 と不良住宅地の費生防止に資せんとするも のである。
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小 限 町 の 経 営 規 模

よれがIlll; 域は Il:'J llfln長示のM り14.3りか|、: ん・米( 4. 3201' 1' ) ，，) 地績でイ1: '芭は50株50戸分である 。

佐官 の続棋は Ｓ ＱＧ主 ｬ と分知し般 地も従 って 之 ｖ｣Ｚ ｬ 也じて共の大さ摂 ｗ｟Ｚｾ Ｓ 種とし ｦ こ ＱＩＩ で あ

る。

住宅は木浩 Ｒ 階企 ｾｦ として ＵＰ 械線、建坪 ＱＮ ＰＴＳ 均 Ｘ Ｐ である 。

之れを種Hi>}IJ ｾと すれ ば

第 1 蹴住宅 10Ni  ll t往昨合計 243j キ70

第 2 蹴住宅 151来 1[ 1- 建珂: 合計 308:同ろ3

zn  3 蹴住 宅 25十点 此挫月合計 491坪 17

である 。( 以上ーのl : 'Hま) i 6) くを 1 :lZFとす 〉

其の設計瓶要& ' ，肱地 l伺fAと建築1市J22t の'，t;'・IJ合を示せば次の遁りである 。

設 計 甑 要

Z

張

リ

3

見

張

下

リ

見

京

透

下

リ

南

屋

京

リ

リ

烈

階

母

南

透

造

屋

一

入

腹

形

妻

母

妻

形

形

妻

妻

方

切

入

切

方

方

切

切

使

根

形

様

様

様

根

桟

口

屋

方

屋

屋

屋

属

屋

風

風

風

風

風

風

風

間

胤

摘

一

概

洋

利

洋

和

洋

子

浮

外

向

同

問

問

問

同

問

坪

一

白

日

山

仰

心

初

日

出

M

h

王

一

6

1

5

9

9

5

6

B

J

一
6

3

3

5

4

8

4

8

割

削

一

1

数

一

2

4

4

2

5

3

5

7

棟

-

正

r

-

6

2

6

1

A

4

1

3

2

E
炉

4

9

7

7

8

5

3

9

会

A

一

一
3

2

3

9

9

8

9

6

型

一
延

一

3

3

3

2

2

2

2

2

坪

一社

叫

州

司

パ

バ

リ

バ

川

日

間

1

7

1

1

'

9

2

8

0

宛

一

一

9

8

9

9

8

8

8

7

一
一
一

一

械

工

l

i

l

-

-
乞
正

一

3

3

3

4

1

0

8

1

白

一
仙

川

一

q

u

・
-

A

u

k

u

。
J

q

u

バ

噌

O

J

一

一

一

4

4

4

0

0

0

0

9

一
一

一
2

2

2

2

2

2

2

1

別

一

め

吋

心

付

吋

川

り

の

'm
J
-

f

k

r

l

、
f

¥

f

k

f

l

、
f

k

f

、

「

、

王
r

k

一

ノ

ノ

/

/

ノ

ノ

ノ

ノ

?

I

-

h

g

九

む

地

む

"

も

診

凡

L

は

む

佃

唱

し

E

U

Z

〉

E

一

自

身

仙

川

以

叫

d

u

m

u

u

q

白

川

町

附

田

内

盟

内

司

E

一

一

一

一

一

一

二

二

二

二

一

佐

一

第

第

第

第

第

第

第

第

第 三 ｾＩｒ ノ Ｈ ロ Ｉ

第三被 ノ( ノ、〉

第三被 J ( ニ〕

合 計

19. 90 5.42 1  25_32 1  5 1  126 ω | 同 上

19ω  6.19 1  25，79 1  8  ¥ 206_32 ! 同 和 風 屋 根 切 妻迭リ

19.10 7. 08 1  26_18 1  5  130. 90 1 向 洋風属根切妻透リ

1
50

11. 426 刀 l

敷地面積 ト建築面積トノ比表

住 宅 種 }JIJ 敷地図b't 建築面 fU 住 宅 経 営 地 の 基 準

第一波ノ「イ〉
0・30

1

1t 宅 経 営地 の閥横ーとし

第一 ｾｊｊｾ ノ Ｈ イ 〕 80.57 24. 33 

第一蹴ノ( ロ〉 84. 54 24.13 0・28
て は 者firli 計去 に 於 て は

第一就ノ( ロ) 82. 92  24. 13 
10. 000 昨以ート.の ものを lJ

第一説ノ くロ〕 81. 10 24.13 0・29 '

第一披ノ( ロ 〕 82. 02  24. 13  0・29

1

楳としてゐると稿せら u

第 Ｍｾ Ｉｘ ノ 〈 ノ、 〕 81. 34 24. 13 0・30 るが11I [ 村に於ても 郡山一計

第一蹴 J ( ノ、〉 82. 26 24. 63 029 

霊法の ｾｮ ｊ をＺ受くるに至
第一放ノ 〈ノ、〉 83.83 24. 63 0・29

第一波 ノい、〉 8 1. 24 24.63 0・29
っ た今日 K 於ては IUT村の

第 二 ｾ， ｴ ノ Ｈ イ 〕 66.54 24.63 0・30

特 質 、人口 の多 少に依つ

1- 7  v  



第二放ノくイ 〉 66.
21

1  
20.54  0. 31 

て 共の標 準 も 自 ら 兵 な る

第二放ノ 〈ロ〉 67. 65 20. 54 0.30  

ぺ きは tE然 で あ る 。

第二放 / ( ロ〉 64. 14 20.91  0・32

第二批ノ ( ロ〉 63.91 20.91 0・32 敷 地の 僕定 に 於 て も 地

ｾｴ 二批Ｏ 仁 ロ 〉 65. 33 20.91  0・32 4棟

i必の種 1l i'i 、地 f賞、附帯 施

第二披ノ ( ノ、〕 95. 80 20.91 C・30

第二就ノ 〈ノ、〉 65. 57 20.30 0.30  
設 即 ち_I-.Y 水 道 、道伶: 、瓦

第二放ノ〈ニ 〉 56. 24 20. 30 0・30
新 生年の 設 備 あ る 位 置 な る

第二第ノ ( =. )  63. 91  20.48 0・32

第二税/ ( =. ) 65.45  20.48  0・31

ことが必要である 。 此 の

第二放 ノ( =. ) 65. 27  20.48  0・31 要おに於てノl、阪l町は共のjι

第三盟主/ (_ イ〉 51. 24  20.48  0・38

て の施 設 そ有 して ゐ る。

第三自主 ノ( イ〉 51. 59 19.91 0・38

第三披 ノくイ〉 5 1. 12 19.91  0・38
叉 道 路 幅員 、街 廓 及 割 地

第三披ノ ( イコ 51. 24 19.91  0・38 4棟

の ｊ ｾｍ 犬 、 ＱＺｊＧ 位 、 大きさ等
第三自主ノ( ロ〉 51. 96 19.91 0・38

第 三百 ｾ ｖ ｃ ロ 〉 5 1. 84 19. 90 0・38
に就ても池? ; ; ; に考慮すぺ

第 三 ｾ Ｑｘ ノ〈ノ、 〉 52.52  19.90 0.37 4練
きで あ るが 之 れ に 閉 し て

第三批ノ ( ノ、〉 51. 85  19. 60 0・37

第三O ノレ、〉 51. 33 19. 60 038 2線

は 小 阪1111 の経 営 地 は 整 地

第三批 ノ( =. ) 50.63 0・37 5線{ の上哲II;n計 ー豊法 ICi1¥: る:1:

ぷ口入 言十 3. 085. 86 19. 10 0・34 50棟

地 ｉ ｾｾ 却 装 ｲｱ｜ と ど な す の 必要

がある 、 共 の 整地設討に 到 しては内務省に於て決定した土地 ｩ ｲｬ ｬｾ Ｉ Ａｂ ｊ 鐙 ｬ ｪ｝ Ｎ 設 計標準に依 っ た の

で あ る か ら 次 に 共の規 定 を 掲 け る。

v  1 8  

土 地匡 劃 整理 設 計 標 準

第一、設 計

一 、 総 説

ィ、道路、水 路、小公園 、2え小!p-: 佼ノ敷地 ニ依 Jレ民有地ノ減) . . 17$ ハ二五「パ ーセ y ト」以内 ヲ以テ凶

途ト スル コト従 テ民布地 ノ減歩率ヲ 過ノミ ナラシ ムル事情ア ル毛 / =. 付テノ、特 ニ設計 ノ品目音1: ニ宇l

考慮 スJ レコ 1. 0  

ｉ ｊ 、 設 計ハ待 エ 支 ｼ僚 ナキ ｼ 浪 リ 花外 ｅ ノ地庁長 、 地物 ｾ Ｎ ｾ ノ 他 Ｏ _L作物ノ 現況 ニ順隠 シ待 ニ樹木 ノtld宋7 泣

ｾ＠ J レコ ト。

ノ、 、 設計ノ趣旨ヲ Ｑ Ｚ ｛ 現 λ ノ レｾ必必ア ル 場合 ユノ、 Ｉｾ ｾ 致 地ｼ 雇 、 空 地地 ｬ 盛、高度 地阪、 Ｒ え 後退建築線ノ市 ＱＩ

度ヲJ l l f ! H λ J レ外路線的商業地域ノ設定ニ付考l慈λ Pレコト。

ニ、住居地域内

1. IJ、接校( 児童公園 ヲ含ム〕、商 If ，街幼年公園及幼児 公園ノ配置ノ計遊 ヲ樹ツル コ 1. 0  

2. 必要= 際 グデ官公街、市場等ノ 言十輩 ヲ樹ツルノ外各種撃校共ノイ也待殊建築物建設ノ 百十叢ア ル劫

合= ノ、議メ共/ 用地 = 付考慮 スJレコ ト

Ｓ Ｎ 地 ｬ 孟Ｏ位置 地貌 尖 Ｏ他ノ状況ｾＮￎｬＮニ 土 地所有者叉ノ、関係人ノ希望 ヲ参 酌シテ造成 λ イ キ割 地 ノ等

級 ヲ議定 スJ レコ ト但シ昔s市 ノ外線= 於ケル各種革lj 地 ノ割合ハ機 4・左= 掲 1)' Jレ程度 ト看倣シテ蛍

該地域内ニ 於ケ Jレ宅地ノ供給計ilr ヲ案メ Jレ毛ノトス 。



一 級 帥 以 上 !二 れj 屯 | 三 級 到 地 | 四 級 制 地

5  %  !  15 %  I  20 %  I ω %  

4. 幹線ヲ除 )J /  IJ ト溢lI'&ノ、通過交逝用= 供セザノレヨウ共ノ配置形状等 7 考慮シ各宅地ヨリ交遜楽街

くf字留場停車場等〉、小事校( 児 童公園 ヲ含ム 〉及 商業街= 到 Pレili 絡 ヲ倒的 シテ尖ノ O 統ヲ定ムル

コ ト、著名 ナル批寺、 btEt 地 / ｾ ｻ アル場 合 亦悶少。

5. 道路幅員ノ、大「メー トルJ Ｈ三 間 〉 以上トｾスコト但シ主要道路ヨリ分岐 λｐ レ遁路］シテ 三 街廓

以上 = 亘ラザ J レモノノ、幅員四「メ ートル J ( ニ間〉迄ト匁 λ コ トヲ妨 グ7: 。

6. 公園、 iiil:寺、史蹟地、水主昼、眺望地叉ノ、著名 ナル燭立木 、政木、樹林等= 針シテノ、首該地 = 商

シ叉ノ、之ヲ包容シテ観賞康場ヲ設ケ且之等ノ土 地 ヲ Ｎ ｾ絡スル遊 ￟ｩ 逝ヲ計ｬＡｉ λｊ レコ ト 。

7 袋遜ヲ設 )J )レノ、空地 = 岱メル住宅地= 限 Jレコト 此 ノ場合ニ在リ テノ、終端部ニ相常ノ康場ヲ設ケ

且別 ニ避難通路 ヲ設タルモノ トλ 。

二 、街廓及宮IJ地

イ 、 餓 遜

1. 餓遜新設軌遁、堤 防ノ類ニ直接セシ メザル コト。

2. 著シキ斜角部ノ、之 '7!jJ 除シ道路叉ノ、 被樹地トス J レコ ト。

3. 長塗 ノ、左ノ ;標準 =-fjルレコト 。

r----- -. 地 士官官 I .. _.  .. .  h  _  ， 

叫 | 伎 局 地 域 内 |

算 級 ----------I U :  J t!l ｾ＠ "'2:!J4 ｴＧｾ＠ I  

長逸「メ ートル」

l ω - 2∞ 

140ー 160

120ー 140

ω 0- 120 

80- 100 

二

三

四

級

級

級

級

級

商 業 地 域 内 |

長塗「メー トル」

1

1

」

及

内

一

ル

域

地

一
川

地

定

一
メ

業

指

一塗

工

未

一長

4幸

130- 140 

120ー 130

1∞- 120 

80- 100 

120 - 2∞ 

80- 120 

口、 車IJ 地

1. 配列 ノ、友ノ方針= 依ルコ ト

( 1) 裏界線 ノ、世t廓内 = イナl直通叉ノ、辿縦セ シム ノレ屯ノ トシJ .<iJ悶/ 溢路ノ性質ヲ 参酌シ テ共ノ {ft; 柁

ヲ定 ムルコ ト。

( 2) 側外線ハ道路境界線 二i直交セシムルコト。

2. 奥行及関口ノ、左ノ標準 = 依 J レコ ト。

( 1) 住宅地

一一一 Ｍ ｩ 竺 ｦ 二Ｚ と と 恒 三二 ど と とｼ一 日旦 ソ ｾ ｾＭ ｊ
特 一 級 30 - 40 30- 40 1225. 0 

級 25- 30 ， 均 一 30 687.5 

- 級 20 - 25 :  12- 20 360.0 

一 級 15  - 20 I  6一一 12 157. 5 

凶 級 10- 15 4 - 6  62.5 

( イ〉三級以上ノ主IJ地 ノ、 尚北 / 方 向 = 奥行 7 1恥レコト
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( ロ〉端木多キ上地 = 花 リテノ、卒槍ナノレ場合 = 於デ毛待ニ奥行大ナル形 7 j R7・コト

心 、〉二階建ヲ普通 ト7，/レ地方= 在リ テハ四級重IJ地ノ、奥行 12，51メー トルj 未満ト銭サザルコ ト

( ェ〉採園地其ノ他待別ノ; 汁遊アル土地 = 付テノ、別= 考慮スルコト。

叉住宅設計t L : t すする設計標準とも云ふものはないが今回の小阪都市計叢一間地の伎宅経

営 l亡於て共の設計標準として定められた劃地の大き 、建築而積及床間積との宵IJ 合は示され

た課である 。

j将来地方計章の準) 員と共に住宅の合理的護展を企闘する の除! 係上盆々住宅経管の盛なる

ぺｾｴＮｴＭ後想せられるから設計標準の大綱ぞ定める必要が生今るであらう 。

今凶小阪l町に於りるー闘地の住宅経営地の撲定に封しては問問の環境に十・分の任意そ排

ふことは勿論であるが就中地域の開係に就ては之れを務想のj てに決めたので- ある。

用 途 地 域

川i全地域は小阪凶frc於ては米fご指定そ凡さるも住村地域の徐定であって地1院は F付近地J'I ・

常20凶よ り25固と 云はれて ゐる。

経営の方法及方針

経営の); ，法は_ 'J三の依件に J必きて希望者 lとjJ 賦にて分譲するのであるが、共の大悼のん・

針としては光づ首初に土地及建築指の約 1主IJ ぞ前納せしめ 、共の残額 、特rfUi 、公和、 公

ぷ' #，{ の合計額そ住宅中;1として 15年以内 l乙H月分納せしめ完納した時に於て所有t1/[ の説il .主を

するも のである 。 その財源は IUf1uであって之に土地 j{1:; 制按叫に釣する大阪府の補助全会加l

へる ものであってこ の11IT債及利了・は住宅料を以て償還する 。

住 宅 設 計 方 針

イt 宅の設計 iと常って之れがj " ; ' 試合の円摂は一般俸給生活者l亡治するものとなし共の種類は

前記 .; )j 虚り 3種 l乙分ちたので' ある 、之れは建築I雨続と敷地 l伺械の A: /] l 1乙1: J i ' る分類であって

イ ＱＺ 宅の ＱＱＧＺＩＧ 令官十制は合 ｲ ｦｪ｜イ ｼ こ の芯 ｾ ｾｾｉ ｣ ｢ きて Ｕ Ｐ 戸を所謂 ｩｦ ＧｊＹｩ ｴ 利 Ｑ Ｙｩ ｖ Ｇ Ａ ｲｉ Ｑ 種 Ｇｌｉｍｾ 月 ｉｊ し ｉ ，ｾＺ［ｊ I  (fjの)Ll I り配出

したので あゐが更 に ＱＱ 種をも叉ｾＺ ， ｴ ｭＢ ｩＺ の色合、毘相 ｖ ｦＮの色合 ＴＵ ・Ｚに ｨＧｾ っても外観の雌を具にせ

しめるよ京 りであ る。

間取に就ては時代ｽｊＺＮ ｾｩｾｾｬ 仕 掛酌し利似快 ｪｾｉ こ、構造 ｬ 阜県本 を 行 と し外観は徒 らに Ｎ ｴＮ ￬ を ｾｾ ｩ ふ

ことそ避け温憾なるものとし技附の気候 IC泌するものとしたのである 。

敷地の埴阻ま道路 IC而ずる部分はl阪市Lィ1積生11 ' ( とし隣地境界は板塀とし底| 取lは共の11宅

の内本外観IcJ 腕色して調和 ぞl品| る積りである。

住 宅 股 計 圃

以上は都市計壷として決定された小阪ー園地住宅経営の概要であるが次に共の住宅設計

闘を掲け・て参考に貸する。

J制定の住宅設計闘の「トレ一 九J (ま合員寺岡員計ぞ煩( ました悲に謝意を表する 。

v  2 0  



Fき誕業母子本側 l窃号ミ4 》咲か悩' ぜも結 傍受唱〕

¥

 

¥

 

¥

 

¥

 

，，' ノ.

、， .、

今( _ __.- - .- - -

4ト ー 一 二三二で=--

ーー'ーーー

ーーーーー，ー_.

ト

f 、 .1

"1 <  a  

ｾ＠

ノ
、 E

明l ' "  

ーー¥一一ト

<i 、

2 1  v  



山

町

伏

併

す

計
4

予見

亨

業

一

胡

団

山

山

/

律

、必

径

一

彦

綿

入

'
-

一

τ

十

一

氏

五

一

/一一-
f  

¥ 

て1 ;  

1、

一ーーーーーーー一一一ーー一ーJ

也J Z : 理 益 吟 ! 1 舟 持 僧L

|  一一一一プ 一一一一一一

ー イ ー

重晴11< 下

寸

リ

リ
1

1

1

1

1

一、i

_ J  

喬

' .1-込

N

M

W

〉

， 
， 

， 

' 一
， 、

i，f - 一一一一一一ー一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「、

U  

i  ¥ 

、
、

t

1

1

i

l

-

-

1

1

1

1

1

1

j

'

¥

1

1

1

1

1

「

〆

「

一

し

I

1

一
ト

レ

l

!
し



N  

ω  

〈

L  

3・T

第一号阜イ主宅J /  ( イ)

叶

一

寸

一

凶

.2. 4 . 3 3  

S 斗 2

3 .3. 4 b  



- f智 之 4 . 13

= r皆 沢 マ q

i 生依ネ J  2. .  q  2  

2存「芳年比毛ノ ( 0 )

寸

N

〉



茎こタ帝イ主も ，(ハ)

J

d

M『

'斗，

.2 ＴＮ Ｎ ＶＮｾ＠

笠斗_ l

.J..l.J金

「一上二一一一 ι  

2 5  v  



狗干

+十
第ニ罰事イ主毛 ノf イj

J

J

d

一日

ゐ
一
…
一
辺

ω
吋

〉



. -ーー一ー一一ーー・

司者7干

2主r z，Z稀イ主もノ( ロ)

La }  

- F守 之ぷ l

z  pぜ B. Q3

I: l  zヰ 2(. ). 8 4

ニ Fザ ぷ 面

2 7  v  



第ニヲ符イ主 乞 / (ノ 、)

八

¥

l

u

-
-J

 

一 一一 一一 一一

v  2 8  



サ一

辺

町

ニ ｲ ｲ ｾ よ 主亘ｩ｟
'干

2 色乏笠

ｾＮ宮 ＵＢ

之.9..:_l_3

2 9  v  



-γ 

v  3 0  



時

比

4

此

房三持イ主そごノ( 円

3 1  v  



- 1' 喧

ニ=- ｾ喧

' - 戸 E 一一- 1
r ーーー寸 止rT

14!60 

6.1 ヨ

25. マヲ

一 字 体 ♀ 面

第 三 号jあイ主屯ノ( ハノノー

付

的

〉



茅 三 強 イ 主 名 .1 (.1 -V 1== 

3 3  v  



.. ーーーーーーーー-

v  3 4  

第三郷イ主吃ノ( : : : )  

o

-

8

一
g

一

!

1

i

 

!

:

:

 

e

a

.

-

F

7

μ

r

@

一

ピ

t

一
ユ
一

主

主

ヒ

L

F
』

川

出

h

-

h

回

-

場

'

?

!

i

i

 

二

三

ほ

一



工 業 大 都 市 の都 市 構 築 法 乞 経 済

一一 D O R T MU N D の地域制 一 一

E R I C H  K A B E L  

元 吉 勇 太 郎 誇

最近数年の聞にド J レトムンドの都市区域に劉ーす る建築等放案が作ら れた。それはルー J レ

炭雛匝ジ ー ドJ レンク則組合の統ーした建築警察法を地方ー的に都市構築法 として完成した もの

である 。

ドJ レトム ン ドは経隣地理製J 二 R hein- W estfael en の工業 地 匡に属 してゐて 、1920年に

地方計量の目的を以て J レー J レ炭鉱匝ジ一ドルン ク組合に合併せられた。( 第 1回参照)

この統一的 な経i街地区はその多数の鑑山ぷ工業施設 と欄符なる人口 とえを以て 、幣くぺき

短期間に J レー J レ1"Tカ、らヱムシ工 J レ1
'
;[ を越へてリツペ何に至る聞の80年前迄は質に農耕地に

過ぎなカ、ったジード J レンク1志域の中へ護燥して行つ fこ。常時者IITli 的ジ ード J レングとして特

殊な意義ぞ持ってゐたのは Dui sburg，Muehl hei m， Essen， Bochum と Dor t mund の

諸地ノケのみで、それらの都市はその位置がラインとクエーゼ J レの間の歴史的交通路てe あ る

Hell weg  fC沿ふてゐた潟てe ある 。経憤的鞘換は前世紀の中頃炭鎖と鍛工業の好況に始つ

?、。

全 J レー J レ抜錨匝に捕ってゐ る石炭居は南部では J レーノレ河に沿って粗質の石炭居として現

lまれ 、北に行くに従って良質の石炭居が段々厚くなって行く地居の |ずに埋離されてゐる。

石炭の掠捌は山カソレー ｊ レ河の柄岸で露天 ｴｾ 注文は簡 Ｒ Ｑ Ｑ な ｴ 花道で始って探鉱技術の準歩と共 ｋ

ｪ 折次北 コ ケへ進んで行 っ た 。 組合地匝 の石炭 探品 Ｑ｜ は掠ｴｦＮｩ｜錨の認可に従って 三つ の掠錨地 ｾｾｉ ，ｾ二

分れる 。 ￯ｊｾ ｪ 部地帯に於ては既 Ｑ ＼Ｚ 少し前カ、ら多数 の鉱 山 が休業するに至つ τ 工業の準少もそ

の峠ぞ越した。夫? ご慶坑lとならない所も紋近十年間の合理化の、或は現イ1: の経由危機の犠

牲となった。現布最重要な探錨地域は 中部地帯で特に Hell weg ，乙沿ふ者1I，Ii は工主ー的大者11

，liVて賞展して農耕地は多かれよかなカ、れ賛金されて行った。 ( 第 1闘参照) 北部地帯は新 し

い鑑 山 施設に絶へぎる進 ｾＮｖ の跡を見せつつここでも ｉＲ 耕地は漸次夫はれて行きつつある 。

こ の 地帯の 石炭 保 ｴￆ｜ 量は常に増加を示し、中部地 ｾｉｉｾｽ の多数敏 山 は既に衰亡の過程を辿り始

めてゐる 。

Hel l weg 1<: 沿ふ工業都市，i¥"の点端 1<: 1ft する小地) J ・者11ib ドルトムンドは人 口50高以_H 旨

携するクエス トフエ ー レン最- ) ( の者11rli f<: 笹)1えした。人口の増加は太閤 Koel n・M indener

鍛道の敷設と共に始った。世界大戦中軍隊への召集と 外国人の移動の潟凡そ 32000 の人口

減少 を示 したが、 戦後の著 しい増加は戦宇中表へ た石炭需要そ再び卒和妖態のそれに 、或

3 5  v  
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ノレ ー ル炭鍍医，; / 一 ド ル Y ? l " 組合地 図第 1 圏

5， Boc hum 4， Mu el hei m 3， Dui sbur g 2. Es s en 1. Dor t mund 

は向夫れ以 1-_VC高 め ん と す る 統制 の 努 ) ) .を示すものである 。 この目的は又1920年 の J レー J レ

炭鉱h')-&のジ一ドルン ク‘ 組合の設立にも役立った。 1923&j 三カ、ら 1924年 K カ、りてフランス'阜 の

占領期間キポーランドの持働者が彼警のtOc tl 1 [ へ、ザ- ) レ地方へ或はフランスヘ移動した

fこめHYかばかり人口減少を示した。 イン フ レーシ ヨ ンが終ってカ、ら餓山の合理化 は務働 Ili

場Ａと 叫く ｩ ［ 与響した 。 人口 ｛ｉｬｬｾｾｾ は合併による増加を考応しないでも ｊ Ｍ ｟ｦＡ Ｍ したけれども、その

'，f: "J合はイ主力、てe光 年 の 移 動 の 筋の減少によって降 |ずした。

地所 の極端な経情 的利 ｦｬｈ まＧ，Ｇ Ｍ く カ、ら背而及ひ世 ＡＧｊ 而Ｈ Ｇｌ ｾ￟ｾ 甘有する曜 の Ｓ 如、建築｝彰式を ｊｉ 守､ｩＺ

して、不健康な居住駅態と地ん五日目の汚損を招いた。

1905
1
[三から 1929年 l乙至る合併 は者liili 匝域を27，000へクター J レに蹴えしてド J レトムンドは

ト・ Ｔ ツ ｬ と於てはベソレリンに次いで大面積ぞ占むる者 ｲ￭ｩ ｬ ￭ と なった 。Ｈ 第 Ｒ 悩 ｼ 参 ｬｪ ｦｾ Ｉ

新 しし、建築等級系によれば建築地域と凡倣されたのはその整地計査か既 K 質現されたカ、

ｾ誌は泣き ｊｉ 与ＳｫＮ ｋ 於て質現 の 見込ある地域である 。 建築士也域と外部地域とのこの様な分類は

，Ｂ ｫＱ 家の新しし、者 ｬ 川 ｩ ＱＧｾｾ 築法案に於ても規定されてゐる 。 民ｻＩＡｩ ｊ として者 ｲ ｳｲｬｩ Ｎｦ，ＱＧｪ築法としての建築

全 奇Ｚ放案 ｬ ま輩 ｋ 住居士也と作業地 との ｬｩｬｬｾ 別を考 ｬ 邑する丈で交ｩＡ基地帯と休養地 Ｑ Ｑｦｴ［ VC就てはやl等 の

規定がないのは 、後者が既にf封筒線法rc 於 て 特 殊 な 法 律 的 取t肢を規定されてゐる潟であ

る。建築地域の建築等扱は土地の建築的利f I j の等級的、立 艦 的制 | 混と住居保護の嬬の組織

的な作業地の分離とを結合したものである 。建築地域は純粋住居地域( 建築等融 B) 混 合

地 域 ( 建築等組C) 商 業地 域 ( 建築等級D) 工 業地 域 〈建築当事組E) I ' C分れる 。建 築 地 域 の

外に外部地域 Ｈ建築等 級 ａ Ｉ に劃 する規定がある 。 街衝線法Ａｬ誌は純民法 ｖｃ ｲｾ 闘し ない限り 、

3 6  
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市域抜大の経過か示す、圏中 →

級学( 1 . 合併の年度か示す 。

& 品料μ仲

キ Ｔ ・ ｍ 争Ｎ｣ＮＮＮｴｩＮＮｾゑも』ゐＮＱ＾ Ｎ

抑 却 制 宇 品4

.....，_ ・#骨、 ‘ ｾ＠ 許.，._._ ，.・・・‘』

ふ，，｟ＮＮｾｴＺＺＮど言 ｾ ］

第 2 圏

a  • - ol  2 .f!m.，. ｾ＠ _ j  [  i  

勾h 吋4 ・4

盤麹温 ｰｶ ・ ｆ ・ ｃ ・ ｾｚｊ 討つい ｾ｢ ｴＮ，Ｎｾ＠ ｾＮＮＮＴ，・ ｊ
. . . . "' "岨ト. ｴｵ Ｈｾ 九 Oo. / >o. i d l 岨・トい肝イ町

ｾ凶 ｰ 叫、Ｎ

ｚ ⑤ヂー 品物品加川沿屋ヨ ｴｇＺｺ ｊｬｩＲＷＹＱＱＷｴ［ｲ ヰ［手 ｴｾ ナ Ｇ � ｾ ，

｡ 叫制 ｾ 恥 ｨ 四球日立に279 L11t M:常 ふた !

1 10 '2. 7. ' 1' " 咋ぜ 0 ・・'‘ '"

&か，. . . . . . . . 品拘州仙 沼ｾｾ高官 ＺＺＷ Ｙ Ｒ＿ とと ＲＱ えと 合 Ｚｴ Ｑ

2ら 伊 ぬ 拘 州 側 亡コ Ｒ 協にＺ［円ＧｾＱｬたはな Ｚ虫色 ， ， 

' --f:ll ・

軍コ

・こコ l .. 図 包

・口

レ. . f f盟 ・

」ぷ沼 惜

し 昂 恰

I  " 一号 ー

も ? ロ ー

一、

J 出 溜 晶

tvj f y，L ; 〈J f t (いかf btF¥

Y?をL13??; 景1247 f 怠
， λ 号 、［ ｾＺ， Ｎｾ長 ｲＮ i  Ｎｾ ［＠ 1. - - .... 

Ｈ ｜Ｏ ｾＢ＠ Ｇ会 ＱＱ 得 点 ｜ 均二ｾＭｴ A .  ，.. 

国II::' Jl告書 J 7.
J

ｾゐＧＺＮＱＭＧＰＮゐ φ 争制閉

↑  

ドノレ トムンド市建築形態規定

園 ( 1930.8.1)

/1.，.1 ;  J. 

m ム....1...

1I . f ' ，t! Ut l O 

ふ， 、，..J:

t・' r I ' " 切や f

也、時. - - &官制匂d

＾＾ｾ含，ｾＮＮＮ嗣仇 ｢ 尽ゐゐ句Ｎ

‘ 場晶吟

一一

t  

1  

'  ・・ 品 ａ 強恥 ｾ 争直
，.1 周回 向 Ｍ ｾ晶可Ｎ，Ｎ｟Ｎ‘ ﾭ

j 3 2 W P哨 4・

4
f 司、ーー ト争・

1  

‘ー

第 3 圏

1) 外部地域 2) 建築地域

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓  

A  B  C  D  E ド G

A. ・・・・・建築等級

日・ー|替 数

C. 一建物の 高さ

D. . ・ー土地利用率

R ・h ・..空地割合針比圃

F … … 同面積の土地に到する建築許

容面続釣比闘

G … .. 利用指盟主

↑  

第 4 園 ドノレトム Y ド市のき見況悶

1  住居地 3  休養地

2 工業地 4  未建築地

ドルト ムンド市の建築等級案、

第 3 園の各建築等級施行医域た

示す。
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外部地域K 到する建築規定は間間風の分 散した空地の多い建築形式ぞ認める 。'2(D 固は r

J レトムンド市の建築等級を示すも のであ る。建築可能而積の敷地問原ーに針する兆10分の 1

/ j _ <>一軍位とし、階敷地ヤ同じく - ER依にとれば、建宅し仰る而積に階教を乗じf こものがゴ7

鴨川建築 ｪｾ ｉ ｊ ｾ ￭ｎｏＩ Ｑ ・票前としてその処築等級の純情的利月 ｪ 十日数となる ｣ ・ 去の 桁数は外部地 ｩ 点 ｕＩ

2 カ、らもっとも利川今: の大なる 11干j業地域の37，5に走る 。

既 ｬ と間賞された匝域 ｉｃＡＯ［｜ すする建築規定の念 ｩ￭ｸ な艶更は経験｟ｉ Ｍ Ｎ大なる絞情的 ｼ 苅離をｦｉＧ ｾ￧ 、も

のである 。現況がtHしし、建築等殺案の日的 l亡一致しない場合にのみ街街の11: 親捜損を防 11-.

せんとする建築警須規定が礎部j する 。都市捕獲| 高域の未建築地は隣接地域に於けるイ主席の

衛生的快陥を補ふ逝を開くぺき必然的向 山を持つものである 。

労) ) 供給問題の結論と して大都市の人口は現代の危機を克服 しに後でも戦前と同じ常IJ 合

では増加l しない事が I去ひ仰る 。近き !I存PIミの建築事業はノ!とは'Inl判的な祈¥rli外廓の ジ - ｲＩｾ ン

クー/ j _ < > 除りば既存建築物の完成、蹴渡或は改良以上J とは1-1'， でないであらう 。公共闘惜の経桝

駅態も1 ) ; 負憶し禁ffi い事業強 を必要とす るものに手をつけるよ りは'像想し得る近き賂* のが11p'

めて小なる要求 l乞建築地域を制限する事を要求する 。 それにも 拘 らす建築地域の務想され

る繍大は建築絞慌の膨脹ぞ愈々大きくする事は存在カ、である 。

儲 業、工業、及び交通施設と地) f 的な既1'( 係件がドノレトム ン ドの者sr1i 構築ぞ決定する ο

放射朕の交通路線網の中で束丙 l亡走る H ell weg がもっとも重要である 。放射路線系の交

黙にドルトム ン ドの詩rnは18505'1ミの市城を以1 現杭の都市阿域のささやカ、なる核として存

イf してゐる 。工業化 される迄は建物も精々 l 階乃至 2 階 l亡過ぎ今中世期的都市カ、ら近代的

産業都市への改造は尚長く完成されなカ、った。i $ c 遣は建築プロックの形態及び大きさと同

時に道路のiJ1 X 設、改良 tても及んすご。

周到な計ー査による部分的な市街地整理を除りば、多数の月fr :1J 者ーのある小開設lJ の改迂iはイ"J

十年 かの長年月を杭て ｩ 斬く完成する 。 高崎建築物右手 ｔ する刷業地域としての哲 ｲｾｩ の 内部に

建築等級案は 5 階建の;本質的な都心部を設定しすよ。 ( '2(0 同参照〉それは Hel l weg と中

央停車場との間の部分で ｉｦｾｩ 業地域の中心は北 ｶ｣ '!，): っ て鶴市の地内的中心に治る 。之は停車

場と人口捌符な北部休日地域のi; 間半である 。

工業地域の配置Jxひ大きさは鱗111 と餓ー1' =某とによって決定され、 この黙では著名な間造

工業の如きは都市中出来; 的見地カ、らは問題にならな b、。鋪山はほほ・等間隔に嘗て農耕地とし

て利 月 ｪ せ ら れ七都市 ｬ 厄域の全般に亘って工業のわとなって散布してゐる。 ＨｕｾＶ 同参照 〉

既vcAぺfこ如く錨山の衰滅過程は |千iカ、 ら部分的に既 l乙 Hel l weg の綿迄進んでゐてそ の

地方では工業的復活ーは最 '，L期待すべくも なb、。

この地I J 特有の鉱山業 l亡劃して製鎖及び鍛工業はわづカ、数ク所で行はれるに過ぎな b、。

筒 diに到して放射献になった二つの巨大な工業地域は北部 lりそりる者1I市構築そ決定する 。

ここには巨大な高浦、限延工場の他 民建築或は橋梁J : I J の餓材そf共給する大企業があり 、
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む干
‘  

ー教高の歩手働者が働いてゐる 。西部

‘ ー" ｾ＠ ':. 

工業地域はド J レトムンドとヱムシ 必ル似4・ゅ (q・餅的判め
ｾ ＮＭＢＢ，ｯＺｔ＠

二r ;1.. ｾ旨結ぶ 運河 の終黙に ｹ［ｴ り 次予

tJ_ ｊￇｉ ＮｬＩ白 ｉｍ［ｴ Ａｬ ｸｴ ｊ｟ＭＧ 十干 ってゐる わ ｾｉｩ dJ の

I'(，j んにある二つの隣筏した 1: 定地

1或は郊外伝ヱムシエ J レ1' iTニlヒんーの付:

日常度の小なる部分カ、ら分離して

その中間 iζ 只一つの狭い湾 i! i 1<: li ，J  

ふ門戸 を聞いてゐる。

th-:ゴタ建ヂf 霊重警詳F ' “  

ｌ Ｎ ･ｊ ベ 議 ｊ ぬな ，［Ｍ ｾ ｾ、 - Ｎ｟Ｍ ｾＮ＠

府内の主要風 Irl J を? 考慮した場合

の従来の工業地 域の移特は泣憾乍

ら経情的 ｊｬｦｬ 山 の ￭ｾ ｾ 筒 ｾｈｾ ( ' ( 解決日'，.*
第 i 圏 ドルトム Y ド市の商業地域 ( 建築等級D)

ない。特 l乞茜i !l 北カーのを1 : 居地域は
D Vg.. ....5建階 DlVg.. ... .4建階

蒋るしく工業: の・喜棄に悩まされる 。詫 市北んーの狭い住居地域K は二つの大きな北 部工業地

域の事事働 者が全く慰楽施設のない貸長屋l亡過度の居住3何度t.e以て作ってゐる 。 4 階或は 5

階建の近郊建物 lて於ては建物プロックの内部の傑カ、な京地にさへ 、統制も なく 小賀商、物

苫或は ｪｾＮｻＮ ろイ ｬ 出ー の 月 ｩ Iこ供される裏家がぎっ しり建てられてゐるも のが多』、。建築等級案は

この部分 伝一般に只混合作付地域として 4 階建の閉鎖: r¥; ;辿 築 形 式 ぞ とらしめたに過ぎな

し、。 これを整叫する1 : &I'C北部位府地 域に於ては建物の分散 とJ必のある低 j骨ジー ドJ レンクの

'於 持--明
l  e4":; ，: -- t' と戸ヲ

ー神 ｾ ﾭ
...， .  Wf - - ' _ ;  

-ー ・4陣a ・- ，川 市 胆. .  

ｾ＠ 叫 守 山

}J jlJ' .  6 " ←予』

一 一一-7<<" ，" ‘ d ι '  

.I (cr旬 畑

.q.'  StaJ ， 

nf'''' 引 M 一一一ーーー一ーー

2民 L

・:-- <( 

- " ' " 仇物品4

守・+- ゐJ ヤザ格?

司副仲・・

.  .  .  .  .  ..ー

一

第 6 圏 ドルトム y ドの鍛山 及ぴ高悠の位置か示す 。

1  就業中の鎖111

2. 休止ぜる鍍山さ休， J I-. rl ろ年

3. 就業中の 高燈

4. i本J I-_ぜ る高骨量

5. 外部地域

6田建築地域

建設が務定されてゐる。

Hel l weg の 交通 輸 送 ) ) は都 市

在来四の;ケ向 lて協大せ しめた。西

の方はやが て逼塞した了. 業と錨道

によって阻 I! 'せられたりれども、

東の) J ' ，ま明ら力、に等級付け られた

Ｑｪｾ 肘 地域 ｦｃＩ 民間す る事ｴｊＮ ［Ｇｹ｜ *t.: 。

替市の砕i ) r では敏山 の移動 と 共

に殆んと 商工業冶認めない住居地

域が大 住宅ぞ以て醤市中 心に接し

てエムシエ J レl' 引と至る迄の問 K 分

散した 111凶作居形式をと って護 民

した。 この部分は既K 前 カ、ら建築;

幹築規定K よっ て住居地域 として

保護されてd UこF広域で快適な街路、
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1' 8 国 ドノレトムン ドの昔日，1i 幽式炎示

"向、
「句、仏糊M

J ，.、;.1.11

/1，.，・"."州t

前庭地有" と街路樹は民i悶 さと管JlJ¥

のu 屈し、仁好印象を強 くす る。建

築等級案はこ の ｦ 主席地域 の 稜 ｊｬ ｕ ｾ

促進し に。

大 ドJ レトムン ドの郊外は多カ、れ

よかなかれ民間地によっ て者1I心σノ狭

、建築地域カ、ら分離 されてゐる 。

錨 山 が 北 に 移動す る と ｾ ｾ ｉ こ Ｍ ， Ｇ ￮ し 、村

の問問 IL 同一形式;の労・働者のイt 民

地 が ｉ Ｍｉ｜ ｾ計二がそれ ら は鑑 山 施 設の

一部 として鏑111 ジー ドJ レン ク. なる

孤立 しfこ小経憤EE位そなす もので

ある 。それ らの一部は膨脹しつつ ある者fldi l高城氏主'J 込み、一部 は向今 n も都心カ、 ら抱縁して

ゐる 。沼地 Ji 中小地はj長業カ、 ら一r業生産への特換後全く j!1tt十義的に建て来って しまったo

rl' 小尚業の存不，: が必要 で- あ る|浪り 、郊外の龍中心地にますしては既 K 存作する建築 K 迎合し

て2 階建或は 3 階建の混合住民地域の建築千存親が桁定せら れた。他)) 個 々の擁張限域は 2

階建の純粋住居地域として指定せ られた。依り費肢の見込のない 、い くらカ、地方的な郊外

部分に剥し ては建築地域の指定のない場合が あるのはカ、カ、る場所 に就 ては外部地域に 閲す

る建築密集規定を以て しても 地 ) i 的要求 l亡事l しては充分である錦であ る。

都市|芯域の耐部一帯 に亘っ て鍛山はジ一ド ルンク♂にそ の雨影を残 してゐ る。数年前迄 lま

探 鍬塔や煙 突 の 林 立 した 匡 域 ｬ と は 、 今は鏡石屑 の ＱＱＱ が 雛山 手ｾ 働 者 の 建込んす ご Ａ ｰＺ家建ジ ード

J レン クF の中l亡残つ で匙ての錨 山の活況ぞ想起せ しめる 。 この地は雛山の移動と共に念、主sI ' L

農 緋 地 と イヒし て し ま っ た 。 庭に作 つ ｦ こ野菜 畑 は革 ｾｲ L. I i 、生活のよVJ けと成 り、 或は寧ろそ の一

部 となっ た。 その他艶化 に富ん7ご自然の美 しb、森林はへ ンク.ステイ湖を有する J レー J レj ll fl 亡

至 るi"，j部省11市匝域に於りるも っ とも重要な休養地匝となった。 この南部線地は分れてヱム

シ エ J レ平野カ、ら更に狭い都市|甚域の 中迄仲び Lt4，jプJ ーの休養地隠の中にあっ て快適な散歩道ー

をな してゐ る。 ドノレトムン ドの届刷、北部は現在倫錨IUの探tJ iI ¥地帯と なっ てゐ るので鋪 111 ジ

ード J レンク' が ここ では特殊 な意義を持っ てゐる 。併し工業的重要さは漸次西へ移っ て行っ

て東部 は最後に残った錨山 の休止後著るしく 農業的色彩を増して，31Uこ。

Hel l weg I'L沿ってそ の交通上の重要さにつれて起i li の東西に狭 く長 く延 び7こ郊 外 地は

特に この印象を輿へ る。併し乍 ら一般的 I' L H el l weg は都市|高域の中央にあっ て、岱業地

として利用せらるる景色の よいiH部 と錨 111業の盛な工業地北部 との境界線ぞな してゐる 。

都i li の構 成が経関的要素一一 位業、鏑紫、工業或は商業によ っ て時と共に移っ て行 く駅況

は明瞭に、もっ とも 軍純化 された蚊型岡一一昔日Hi 固式表示によ っ て示される 。( 第8同参照〉
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部i li i¥十重 の .rI組 は政身H伏の交通路線組織によって形成される 。 それは部分的に話回せる

餓辺線路と碕: 交し 、H el l weg は束 ｬ 引の主 ｪ ｬｾ Ｑｊ となって全都 市ｼ 高城そ ｬｈ ＮＱｬす る ｯ ｬ ｫ ｾ ［ おとして

はH D or t mund- Ems cher  ｾ河があるのみで 、 都心部 の ｭ ｪ 問 を流れるヱムシエノレ ｍ は剰 水

の排除 lと快く べからさ' るも のである 。

卜トi部の者IS"i ll 宮城はホー エンス プノレ クーの へンクスアイ初jを有する J レー J レi"f によって景色の

よい 地んー と ｊｊｬ されてゐる。 Ｑｉｬ築等故援 の 口Ｈｾりは 、 交通 ｼ 持 ｬ 係と休養地問に刻する細心 の 仕立

の |、 l亡、住居地と作業地に岱l する: i @1 ＧｉｾＺｾ ［ な地域の 配置と制 限とによっ て者 ｉｓ ｔ ｬｩ 張 万五 の 鰹 ￬Ｑ 守的要

来 即 ち Ｉｾ 業 、 鉱業 、 工業及 ｉｦｦｪ Ｚ ｾｾ￯ 亡診 ｬ ーする都市計査が ｊￏｉＧＭｱｦ ｦ［ ￭ 朕態ぞ者 ｦｾ ､ｩ ｾ 域 内 Ｑ Ｐ 見 ＯＱ｜ し 、 公共

の踊利を i [ し く確保せんと するにあ る。カ、く して経椀) ) ;を(:J山 1<:: 護部せしめて建築的E 紅

白的世肢を可能ならしむるのが建築笥殻案 Ic : J ) f 、せられた使命である。
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ア パ ー ト 経 営 に 封 す 3 経 済 的 考 察

香 坂 茂

1 ・ ま へ を き

住宅の設計叉は計書 l'CfJai J 、ては己にあらゆる機合lりそて斯界の椛j京者が研究し悲して屑

る所であるが其の経営に関する純情的方市の研究は今1' - 1に至るまで師、めて少く住宅に l民ら

す日長く一般建築物に閲する新しい分野として今後開拓に待つぺき多分 の僻地を持って居る

と云って良いであらう 。

特陀最近河野増の傾向にある貸ピ J レディング又は アパート メン トの如き貸策専: fIJ として符

業化された建築物I ' CtF . りでは建物の構造様式が如何1<:: 完備して肘つで も建梨終世・に於 ける

牧支上 の 保［ｬＱｾ が 取れな カ、つにならば 此れを維持 経管 す る事が 不可能となる事は明である カ、

ら建築設計者はタJ論経営者も之れに1討す る認識を深め i1t み良 くして純情的な」家庭の設

計に高全ぞ期する事が必要 と忠われ るので 、伎 にアパ ート 経営に釘 し終慣がJ ｨＢ Ｈｾｩ カ、ら具閥

的に考察した結果そ渇け読者の批判ぞ仰ぎナこいο

2 ・7 バ- 1 - 経営上の諸要件

建物の経営は建物より奉る綿牧盆 ( 賃貸料 ) と 経営二 1-. の諸経1
1

1とが均衡創作て初めて成

立す るものであるカ、ら其の均衡傑件ぞ: 1 ，11 る事に依って経営J-. の採算冶 -I'/: てる事がt- fl，31ミる。

向経営上の要素に 附す る調査事項と して大関失の如きも のがある。

1. 地償及土地の賃貸償格

2. 一般住宅の標準的家賃

3. 俸給生活者の所得額f f i . 通勤費

4. 金融情勢及標準的建築費

5. 建物の維持費及管f1n費

O. 公課及火災保険料

7. 給水排水及電気 、瓦斯に聞す る調査

( I) 建物に依る牧盆( 貰貸料〉

使宜上建物の賃料 金絶をI賃料、標準一般賃料及賓! 際賃料の 3 種陀阿別す る絶針賃料は建

物の賃貸に依る牧盆と共経営二k の諸経費とが均衡を保つ場合 l乙於ける経樹上の最少|浪質米lー

であり、標準一般賃料は遁常如何なる経営者と 雌も 之れぞ取引し得ぺきも の として第 3 者
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が客観的 lζ 評{ 質しf'!_I' : る標準的告が|を謂ひ大鰐市街地恨栴に依って客観的! l : 標準化し得るも

のである 。

賀 ｬ 際貢Ｊ・ｼは貸手 、 ｦ 片手 の 主観的 評 恨の合成Ａ ｬＺ 依 っ て決定せらるぺき具閥的 ｴ ｾ ｲ ｬ を謂ふ の

であるが、之れは交通 、地勢、周問の環境、百需要の多少 、物僚の降騰笥; 及貸手 、f??手間の

個人的意志の合入 1l: 11 t り支配さ る L 事多く之れを一般的に標準化する事は槻め て| 禍礁であ

る カ、 ら 本丈 ｬ ζ 於 し 、 ては 建物 Ａ ￪ 依 る 牧 盆と経 常費との上じ較 を 簡軍 に する Ｑ ｾ めに ＱＺ と し て 絶釘

貨がHてやれ、て説明し、摂取一般賃料tl' 以て之れぞ満足す る。

( 2)  アパートの貰料の算定に考慮すべき依件

(ィ 〉 アパー トの種531] 11: 依る釘料の相違

アパート の種別はよじ較的市街地償桁の高慣なる土地に建てられる特殊アパート、 「ホア

ルに類 似し主として短期間の賃貸契約そ目的とす る もの 、地方の事業主が才 フイス粂用 K

月j ひ叉は比較的牧入の多 い人が勤務上の開係 、共他 lてより好んで居住す る もの」 と地債の

低廉な土地 lて建て られる 犬家向アパート lて匡別す る事が出来る 。

前者の特種アパート の賃料は共土地の市街地i買絡に依って許償された標準一般貨がI-vc 協

る事が出来るが大衆向アパート の賃料は一般大衆の取得額を標準として定むぺきものであ

る。

( ロ〉 建物の高度に依る賃料の低下

高j否建築物の上居は災害K 依る危険性の増加と日常利便の低下に依り共の賃料( 輩位面

積) は 1 階まり上居へ階を増す毎に iilfr次遁若年するぞ3iii 例とするが上居は日光と新鮮な空気

に喜ままれ嘘音 と塵域とより解放せられ居住 l乞遁 するを以って アパートは他の用途の建物よ

り高度に依る賃料 のi底落率はよかな し、。

最近調査した東京市内アパート の高度に依る賃料の低下不在参考K 示すと 。

階殺に依る賃貸料 の平均涯減本

第 1 I i 皆 第 2階 部 3 1i 背 第 4階 第5 階

1. 0  0.935 0.930 0.900 

( 調査棟敷20械の平均〉

註 、出 較的繁奇も な る街に ［Ｈ ｉ ｃ る ア パート の ｚＨｾ 1階は庇舗として使用されて居 る。

( 3) 絶 望 せ 賃 料

今絶筆J賀来| を- …・……・・… ........E

建物の経常費Z甘い……・… … … .. . K

借地料ーごと. . . .......... .. . . . …………・・ーG とすれば建物経営上の均衡は

E = K + G ・. ...・ H ・.. ..…・ ・...…・… ・…( 1)

なるを要す。供i ;(i の各項を細分すれば経常設 ( K ) 中 I'L含 まる L ものとしては

1. 公課( 家屋税) 2. 火災保険料 3. 貨が|損失 4. 維持費及管理費
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Ｕ Ｎ 建物資 本舗却 ＧｉｾＮ ｉｊ ';:'i瀬及米鋪却建物TI 本 fr:;f :tす る利 下で

借地料 (Gi K 含まる L もの

1. 地代 2.借地権利金に針す る利下であ る。

( ィ〉 建物の経常3li

建物の経常45の諸羽目は地ん' K1i'"って呉な るので一般的となす事は不可能で ある が共 の

故|貨が主とって も経主HH: I の算1-1¥法は鐙らないカ、ら絶;M告が| の算出式と建牧主主: 営上の摂情的

要件の求め ＱＯ をＵＦぺて参考 ー に ｖ ｾ す る。

( ロ〉 賃料損失

賃料損失には常宗家及告が1. 米酬を包含せしむべきものであるが アパートの' ぷ室率の多少

は共のこf'地 fr: 5直したアパートの経憤的要件を備ふるカ、否力、 lこ依って支配さる L ものであ

る。 ｦ 古 ｽ 本型自に就いては杭営者は貨が ｼ 損失見込額ぞ標準拙牧盆に ｾ｜ ｎ す る Ｇｘ ｉｊ 合を以て推定 し

像め之れを時除して経営'_f -_の見積を する 事が肝要である。

( ハ) 建築資4訟の償選

建築資令の償還には大別 して均匂ー式償還法と遁減式的選法と K Ji，，';5} ljす る事がH' ，?:tミる よ勺匂:

式償還法は建物資本償却宵IJ  Ｇ ｩｾ Ｚ ［ 額ぞ毎年均等とし且 つ米償 却建物資本に Ｑ 討 す る利子の綿額を

復利法に依り算出 し之を各年句に均等に配分 したるものである。此の方法は民間令融合j f， l:

等に多く行はれて居るが自家月1建物又は管業用建物の場合は建物より怒る牧盆を目的と し

ないカ、り 均等式償還法で も良いが貸家叉は貸宝を専用と し建物の牧盆のみを目的とする場

合は不合理で-ある 。

即 ち建物の 維 持 費 は経過年数と共に漸増 し 賓Ａ際 官 料 も 建物の古くなるに 従ひ ｩｾ 再 三 欠 低 Ｗ 存す

るも のであるカ、ら均等式償還法に依れば新築?;t時κ は純牧盆が多 U、ヵ ｜ ｪ ・ ｉ ｉ Ｇ￬ ｾ ［ の年 Ｑ ｉ 艮経過と共

に共負婚に耐へる事がH¥来な くなる ものである。

之れに反 して涯減式償還法は建物T l ・本償却; めl常額及米償却建物資本に劃す る利率を年怖

に漸次j虚滅す る) / 法であるカ、ら貸家紋管上カ、ら考へたならば建物の維持殺の増加1:&賃料の

低落を考慮 したjlE減式償還法は合! _ l I l :的であると忠ふ。 而して共の遁滅容を髭イIIJ となすカ、は

建物の経営J -_重大な事柄で、あるが理論としては建物の経過jl : o : 数と共に漸増す る維持抱の精

力H率と賓際賃料の低吉年率との合計ーに均衡せ しむべきである 。

此維持費の増加水と貫際賃料の低落率は品 1:合の終穂1 I !i勢に特別の慶化あ る場合以外は建

物の構造 、用途及建物所イF地の環境に依って異なるものであ る。

即 ち建物の維持費の精加苦手は共の構造的耐f I ] ::I""I 岐に j支出例 し貫際賃料の低落率は建物の

構造的耐用年限及市街地恨格の高低 l亡反比例す る ものである。

以上 の 如く 考へれば ｍ 減不のｾＱ］ ｉＭｉ ｉ ， は非常に六クリ如 、 ものとなり共限定線を見 川 す事は 第

百問難てあ るが貫l際上 に於b、ては以上の如 き係件 と次に; 主ぺる要件 とぞ斜酌 して建物の純

情的耐用年限を定め共: 年数に舷じた e涯減量や: を算H' ，しすこ))・が便利に忠われる。
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土処 ｩ 東砂げ パ Ｍｾ ｾｉ 普サ庭的限度圃
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大駅向 1"' - "" 標準貰符 l

1  1 縄 身 向

園表の説明

園線 l 鋭乃至 8 続線 (: t 構造及建築授の異なるアバートの絶

針賃料た土地 tn絡毎に求め1: 線であり 、A B 線 (: t 特殊アパ

ート 1 : U : 線( : t 大衆向アパートの夫々 標準一般賃料であるが

此の絶針賃料線さ標準一般賃料線さの交叉効力事上地似格 lこ

依るアパー トの経済的極限である。

例 へ If 第 H武闘線の建物( : t 土地償格 710 園以下の土地で( : t

経管出来t t . い事与示す。

1. 建築設. 金を1JT入れた場合 lて

於りる共1m選年|民

2. 借地契約制限

3. 建物Jの柿造的耐川年| 以

( ニ〉 借 地 料

地代及借地権も地 プ ｾ､ こ依 つ τ

共の標準利率が呉るものである

か ら地方別に標準化すべきにも

のであるが借地権利金の附帯す

る場合は借地確利金 ｋｴｴｾ する利

廻りを準地代として借地料中に

包含するのが至首 と思われる。

( ホ) 絶封賃料の算出式

先にｾベナこ絶 Ａ ｩ 貨 ｾｱ の算出 式

を再鈍すると

E = K + G  ・・ ・...・・・・ …  { 1)  

前式に究の費目 t，e 代 入 し て 組

立ら n

l. ( K ) に含まる L もの

家屋説( 延坪蛍り) ..・・ ..........z

火災保険料( 延咋背; り}. ・ H ・. . H

賃料損失…- ……. . . . . ・ H ・......r

維持費管理費( 延坪蛍り〉・・ K

建物資本舗却害IJ 賞卒及 l

未舗却建物資本K 封す} … . B

る利率 Y  

2.  Ｈ ｇ Ｉ Ｇ Ｇ｛ ｉ ｾｾ ｬ するもの

敷地坪蛍り借地ｾ ， Ｋ，，，，，，，， ＢＢＢＧｧ

建問ミ蛍り借地料…. . . . . . ・ H ・..… .G

地i或1Mｾｌ 依る建築面積と敷地面積との院を ｈ ・ ｈ ・ ＮＮＮＮ ・ ｈ ・Ｍ…・… ｭ とすれば

G = す となる

5 ・ 其 他 関 係 項 目

建築費( 延坪賞り〉…・・…… …. . ..... ・H ・..…… H ・H ・- …. . …… ... .. ..q

4 5  v  



階数……・・・・ ………. . . ......・・… … -..・ H ・- ・・ H ・H ・-…... .・H ・--…-… -- N

以上より 延坪蛍り 絶封賃料 ( E ) は

G  

E = ( Z  +  H  +  K  +  q(3 +  Nー) ( 1+  r) ・・- …  …… - …  --( 2)  

註 、前式中の家屋税(Z )は家屋説が建物の賃貸債格を標準として賦課さる L 時は其の標準

課税率を参照して前式より求む るぞ至富と考へる。

( 4) 標 準 一 般 貰 料

先に述べた如く特殊アパートの標準一般賃料は其の土地の市街地債格を参照として調査

した建物の賃料より客観的に標準化 し得るが大衆向アパー トの標準一般賃料はア 〆ート掃

要者の個人的標準取得 と共の所要面積、遁出]費等を参照して推定すぺきものである。

4 ・土地慣格巴建物慣格巴の針慮的限度

市街地債格K 割目撃して依存する標準一般質料と建秒4経 営上の諸経費の合計である絶封賃

料とは必歩しも卒衡するも のでなく絶封賃料が標準一般賃料より大となる時は建物の経営

不能となり反封K 小 となる時には共差が大となるにつれて経営上の利盆が増進するもので

ある。依って標準一般賃料と絶封賃料と の 合致する黙を共 ｾ ｈ ｦｦＮ主的ｼ限度と云ひ得ると忠ふ。

而 して標準一般賃料は動す事が出来ないが絶封賃料は経営上の諸経費ぞ増減する事に依

って共債を盤へ得るものであるから建物の構造 、li皆数、敷地の空地卒、建築費等の定めプ'i

K 依って12-J躍的限度を嬰へる事が出来る。

参考に東京 I'C1i N 、て調査した資料より土地債格とアパートと のtt i f . 主的限度を求めた一例

を示すと前固の如くである。

5 ・高層アパートの経・漬的高度

先にj A ベナニ如く高厨建築物の質! 望書賃料は H 常利便の低|、ーに4絞り1 i i 皆より土居に階を増す

特 にi折次涯落するも のである カ、ら絶針賃料低ドの 目的で建物の階数増加 を計る場合には悦

重な考慮を必要とする 。即 ち利似の低""" 1 乙依る賃料の遁落率が階数増加1 I c : 11i ' る絶釘賃料 の

低下卒より大なる時は建物経営上の経情的効率が減少す るカ、ら 共の平衡黙を見出す事に依

って建物の経・密的高度が定まるも のである。

筆者が求めたアパート の経憤的高度を参考lζ 示すと 。

土地償格( 坪蛍り〕 アパー トの経涜的高度

100園 4 階

150困

200幽

300園

帰

国

出

官

協

官

，

b

r

O

『

J
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350闘以上 8 階

註 、 ｾｴ ｬ Ｍｈ の道程は省略 す る

6 ・7 パート の轟高限度建築費の求め方

前 ｾの 如 く標準一般賃料と 絶 封賃料 と の合致した場合 ば 建物経営上の柑 ｬ￭｢ｬ であるカ、ら 絶

釘賃料算出式ぞ臨刑 して アパ ー ト経 営上の最高限度建築設 ( 之れ以上建築殺を増加すれば

経営不能 となる〉ぞ求むる事が出来る。

絶釘賃料の算出式は

G  

E = ( Z +  H  +  K +  ｱ ￟ Ｋ 下 ｾ ＭＩＨ ＱＫｲ ＩＭ ーーー - …ー・ ・- くわ

建築費ｾ 求む る式は

J 7一( Z + H  +  K  +  9-) 

q- o - …・… - …・…. .. ...・ H ・.( 3)

前 3 式の E の数債に標準一般賃料ぞ代 入して建築費 q ぞ求む るの である 。

向高居建築物を新築する場合に於て共の附近の木造建物の標準賃料を 3式vc1t 入ず る場

合は高! 骨建築物K 附随 する利便の低 下κ 依る賃料の遁落率ぞ考慮すぺきである。

例 標準一般貸手' / 40凶( 延坪常り年額〕にして土地位格 坪 200 闘の商業地域内に建てる銑筋

コンクリ ート 造 5 階建ア パート の最高限度建築費を求む るに。

建伊首り借地料 G ・ ・・・ 17弘

家 屋税 ( 延昨 7it り)Z ..... ..... ...... .... .... .... .... ....... ..... ... ...・…... .・H ・....... …. . ... ..... … 1. 68

火災保険料( 同J :) H ・H ・・・・・..... ... ..…・・ ・・ ・-… … …・・・ .......・ M ・- …… H ・H ・-…・ 0.50

維持費及管開設( 延坪常り ) K .... ・H ・・・・・・・ H ・H ・… .. ・・… … ... ..... .. … - … .. 7. 00 

賃料損失 r ..... ・H ・- …………・ー……. . . . . . .. .. ... ..... ..・H ・... ・……・・…. . . . . ... ......… 0.13

階 数Vc.{交る平均賃数卒 α ・ー・・ ・・・… ー ・・…・・・・ .. ...... ... ......... .・ H ・... . 0.955 

建物資本 舗 ｬ［ ｊｬ 合 ｉｊ Ｇｾ［ ｩ 卒と氷鋪占 ＱＱ 建物資本に到 す る 利 率との Ｐ ・……・… ＮＰ Ｎ Ｐ Ｅ Ｗ

とf限定す れば

40 x O.955 '- ' / 0  "' n  ｾ ～～＠ 17.25 

q一 一一1.13 一 一( 1. 68+ .50 +  7.00 + ー- 5一 〉

一 一

0.0967 

21.17  

0.0克7

. ・. q= 218. 92 …H ・H ・・・ ・・H ・a ・..... . ・"!J. 豆均i 蛍り建築費

(1主意〉 本計算に代入 す る家屋税は標準一般賃料より 求むぺきであ る新桜花して 求めたア

パー トの最高限度建築費悶表を参考に示す と。

以 上 はア パート 経営 ｶ｣ｾ 討する 必 須要 件 の概念に 付 いて簡翠 ｶ｣ｾ ぺ ｦ このであ る が筆者 も此

の@f先 に 1: 1; が浅 く読者K 満足を輿へる事が出来ない と忠われるが此の黙は御 i主意 と御鞭踏

とを望んで止ま なし、。

向筆者の調査 した資料の内容共他の詳細は弐の機舎でA ぺて見 ナこし 、L 官、ぷ、。
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アバート の最高限度建 築費国表
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同
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同
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同

4
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f色 30o
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ネｾ

1手

唱ｾ
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5 0 0 同

ア ペ ー ト m 最 高 限 度 違 築 費 ( 註 士 手 首 リ)

4 00同300同2 0 0 同

一 般 向 世 格 宕 T" マー トtlo. l .  

ー ー 一 木 造 二 階 走凡

一般 向j号身者ア ，，. ー ト
ハ/0. 2.

ＭＭＱ 校 向 Ｔ 萄身者ァ ， ｾ ー ト
{ 泊 3

イデIJ

竿t J ネ ァ，マー 卜

圃表の説明

大衆向アパー ト{t ; J t の標準賃料く第 1図表に示す) {t 市街地fU;絡に依って異な る事なく大H豊一

定 さ看( 放すべきもの であるからよ地似絡の高似なる敷地で は借地料が家賃の大部分た占める

事さなり建築食 lこ多額の資本島投ずる事{t 経倍上不利であり 特殊 アパ ート の標準賃料 lt 市街

地問絡の上騰に依て i新次増加 し得るた以て土地f:i H各の高似なる土地に {t 単位面積笛 りの借地

料ら低減する高居建築物が経後上有利である事た示す 。

No.4  

一 一 敬 筋コシ7リート 盆
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今 日 の 都 市 - 明 日 の 住 宅

南
告会

三r: >; 義 治

( 奮 姓 大熊〉

1 ・都市の室気の汚染拡態

lりj lJ の古市の住宅は如何に計葺すぺきであるカ、。現イEの者1I市が如何に非衛生的であるカ、

は次の事貫が明 カ、 ｋ 之を示すものであ ら。 屋 外の調 査に ｉ ｾ ト Ａ して市衛生試 験所の 報特に依る

し 本気 中lて浮遊してゐ る煤館、鹿域等及細菌量 、炭酸ガス盆、共の他の判仕を12ク月 0)

各季節句 l亡詳細 なる分析宜験を遜けにその結果、全市内の空気 1m
3

中の飛島並は平均

2.39mg である。傑川 、三 111、li' J 島、平井等の工場地|逼が飛座主l 2. 43mgr なるに J3i. して 、

浅草 、 大森Ｈ 一部 〉等の ｉｭ Ｉｾ｟［ 街が Ｒ ＮＴ Ｖ ｭ ｧ ｲ を示せるは 、 交 通 の頻繁が 如何に 空気ケ 汚濁す

るカ、そjメl映する rm!' 1  ｾ 、 事貫である。細菌数は名 Ｑ 年平均で Ｑｭ Ｓ の本気中 ｬ 乙日黒 ＸＶＰ Ｐ Ｈ 故大 〉 、

池 袋5900(故小〉であると云ふ。夏 lモー酸化!，R素がA11首並合まれてゐる ことも事責で、調査

せる 102ク所の純平均は0，011 /1，000である。この一酸化炭素は 血 液内 K 入っ て、ヘモグ ロ

ピンと 結合する 。0. 3/ 1，000の本気 中では人は30分間で死亡す るとされてゐ る。賞験Ic 11E る

と中市ーを起さない限度は0.1 /1，000である 。

扶 ｾ ｉｃ ｾｕｪ￼ｬ ｩ 各地 ｉ ｾｴｾ ，｛ 於りる昭和 Ｙ 年よ り Ｑｉ ｦＱ和 ＱＰ 年の Ｑ ク ｻ ｉ ｾ 平 均 Ｑ クｦＭ ｊ 1m
2  

IC* 獄ーする本

集 中 ＰＩ Ｑ Ｇ 条 ＱＧ Ｍ 煙座 主 目立第 Ｒ Ｑ 国 ｉ ｃ 示せる 如くであ っ て 、 岳々は ｪ 析の如く多ＺｾＺお［脱出 、 鹿域 、 ， ｉ ｬｬＮ Ｇ ｾ

性ヵ ース 或Ｈ主主ｬａ ｬ 星 ｩ の中 ｬζ 生活し 、 Ｔ Ｐ ｾＷ Ｐ デシベ ｊ レＨ deci bell ) と云ふ悌音の 中iζ 話ー到してゐる

のであって 、市民の保健維持 と云ふ ことに針 しては充分 に考一応の必要カ、あ る。

.  ｟ＮＮＮｬｲＮｬｾ‘ が 昨 ､ す宇Ｍ イ

ピ聖霊園‘ ｾ＠ ( . ."' V>..  _ _  .  r  "， 

品 沼 聴 時総; ¥' ; ｟ｾＮＢ，Ｇ＠ r: 内 I

ｾ諜魁翠ｾｾ出 ｩＡｾ ｻ 込＾Ｎ ， ，ｾｄｴｬ ｟ｾ＠ ，ｾＧ～ｾｾｾム ｾ，ｊＮ ふ仕事 ｴ｡ ・ｾＺＮｾｽ M ｾ ｊ ，＠ ｾＧＡＮＮＮ ｉ ｾ ［ ，ＮＮ， Ｍ ｾ Ｇ Ｎ ｟ ｾＢ，＠ . .  も ｾｴＮＮｾ Ｚ

- - ・ !!'!t::... '!'OIIII・・・・・園田 『司周回園 田 Ｑｾ 園ー ー ーーＭｲｮｊｉｉｉｉｉｉｉｉ・ ・・・・・
第 1[図 工業地域 |二於げる煤煙 ( 円暮里方i f I i より千住か望む〉
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s=γ2 0 0 0 0。

場れヨ ミZ克中 了寺下 ヌ重隆t - - (1 >r ｾ＠ 11'1'. 1  1- $ 持 h γ 武)

2 ・見懸けに俵ら品緑地の陪たらき

人↑HJの排気 中tζ は4.3%の炭ー般が含ま れてゐる。 I 人が 1時間IC約 121(40gr )  0) 炭酸を

吐 き出すと云ふ ことである 。 これによると l 'J f 夜 tC ＹＶＰ ｧ ｲ の炭酸を 吐 き ＱＱ｜ す計 ｾ となり 、

替市15匿の人 口約250何人では qJj・112，400，000，000gr の炭酸を吐き出 してゐる 。

共の他 自動車の消費する ガ ソリンの燃焼によれ或は石炭 、共の他の燃料の燃焼によ っ

て費生する炭酸の盆は大きい。 爾来の自 fI:J ささ地理論によると 『都市の周囲を締地帯 で囲む

ことも 、今 11 の者11市の建築の系統では 、者IIi1i の内部 に住む人 に々充分 なる新鮮な空気のme

れを送る ことは不可能である。 者Ili!-i衛生上 よいきさ気を供給す るにめに は 白山空地 ぞ模y状に

配置す るぺ き で ある 』 とｾＢＧＢてゐる 。

風力 Ic 1;衣り空気持化 さu るのも事買である。風は常 tL J )'<. 孟lil 亡3" ， 10度の斜角 をな し、者11

Ｍ ､ｩ 冶 通じて汚 気を 脳 ｪ 遂 せ し める手 ↓ Ｚ 止 に はな っ てゐ るのである が 、 そ の目 的 を達 す る ￭ｾ ｴｌ Ｇ志 、

v  5 0  



Ｑ Ｚ ｊｾ 卜 Ｑ 20m/sec 以上の lA'.¥. )J で都市 の本気を H欠き排lまねばならぬが 、之は自然に J:i する事宜

であり 、.tI1って鹿; 院を全i li 1[. 撒き散らすことになる 。

公悶地及繰地而は一般に想像されてゐる如くに 、質l際に者[1市衛生上意義あのるものでは

ない 。 公共 Ｑ 余地 は哲 ＱＱ 市の機構的に必要性を帯びてゐるものであ っ て 、 者 ＱＱ ￯Ｇ ｬｩ 全開Ｎの汚染ｾｾ気

のi司王化、 都市民全般の術生 、メ〈全と云ふ こと に聞しては到底その目 的を蓬す ることは州米

ない。

1m
2

の縁地( ま平均 1時間賞 1) 0. 8gr の炭酸を吸牧し得るものであって 、樹磁而は夫れ

の10儲の面積に同化 )) がみtび、卜1ｾ Ｑ Ｍ ＱＱ Ｒ 時 間 に捗るものと ＱＱ ｾ 定すれば 、 締地の 炭酸の Ｑ 11 の

同化 )) 計算式は次の如 くである。

0. 8A  x  12  x  10  A (ま純地の商積 ( 21位m
2

)

点ボＱ￯ ｈｬ ､Ｕ 匝 に於 りるー人ソ ｪ 、 公 ｉｾｉ 、出 城 、 同外苑 、端 阿品 ＱＱ 防 止 、 明治神宮外苑の而舗の合計は

5，394，220m
2

にして 、この内約 '1三分が樹磁部分 を{限定すれば 、前式によって

5，394，220 

Ｂ ｾ，＠ i'- _v  x  0.8  x  12 x  10=お8，922，560gr

の炭酸ぞー査夜に同化するも のであって 、之は茜 il i 250南市民のー査夜に吐き出す炭酸it

のか としカ怯らない。

5 ・汚染室気の浮{ 名作用

公|組及1!f'.¥. ) ) Ｈま昔 ｉ ｬｲｬｩ 全般カ 、ら大北経生 す る 不浮 空気全 部在底分し ｾＡ ｽるものではないと 云ふ

ことは 、前の計算例 lζ 依っても IlJ j カ、なことであるが 、然 し都市の不i手本気は日 Hi 乎化 され

つつある こ とも事貫である。 都 ￯ｬｩ の汚 ｾ ｾ気全 ｦｴ 豊ぞ島理するものは本気の 上 ｬ￭Ｇ ｊ ブ ｪ である 。

物間接的 lζ 本気が 1mの_I-. :f {- を起す に必要な温度差は0.03-- でトあるカ、ら 100m上舛ずる潟

町立 Ｓ
Ｐ
の差ぞ Ｑ 必要 とすると云ふ計算 にな るが Ｎ 賞際 上 ＱＰＰｭ はに ｾｾ ｊ し ＳＮＴ Ｐ

である ｑ 凶 季を

通じて、 11 中地 聞は本気 より ｬ 毘であり 、 夏は冬より ＲｾＳ 偵 の Ｑ ・ Ａｾ 遣がある 。是 等の事質によ

っ て本気持化の根本lfrt [1¥1とお; ゐ空気_r.li ，] )) の必要要件 となる i昆度差は常時充分に向然のy状

態 iζ 於て備はっ てゐるものであることが分る。 "/'l lli !J はj E村より保温がj であゐ 。

4  . 室 地 の 保 留

以上の事笠K 鑑みて 、最も健康であるぺき都市はささ地 を住宅地0) 間 f[. li:iJ じ様に分布せ し

めることであ る。公園は向 山本地の一部門 として都市il-l 査の機能 を巣すも のである 。

住居平年度は者[Irl i が護達するに辿れ、人 口が増大するに件ふて叉増加することは 論を候すこ

ない こと であって 、都市の全般に 系統的に小公| 京!さ与を設りることに就ては' ，' 急にはその向

的伝達する ことは 1-1¥* ないが、然し弘有地のfljlJ 限即 ち建築敷地内に保留せしむぺきささ地主ー

を現在以上に保留せ しめ取締 ることは本易 にして 、この空地制限 を しfこな らば 、高さの制

限は是れ程重要ではないことも額かれる。然るときは休養、運動 、j栄光及通風のため の綿
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ての種頒の自 由 主 主 地 の ｾ 常なる古 ｉｊ 合の而積を得ることは非常に 思純 なる問題となってくる 。

v  5 2  

6 ・室地幅の基本問題

a， 太陽陰影曲線

キ古

11 ｾ＠ 4  ム

+  てド

11 - 4h I 1  Ib 

+ J zv  o  

... 
θ  

l '  

うF ヲ閉 末 時主線局長及 月刊欧守降、

/  

d  

ト一一一一一---.l

{畢 tul l

1---一一一一一 l'・1一一一----.l

あ

平 面

備 j史

4.5  

斗" 59 ]4- '  

38'  39.  35 

3 +  15'. 31 

30'  57'  50  

26'  3 3  !>6 

1 8'  2 G  5  

1斗・ 2  
10 '  

J  J ・ 18' 3 G 

1>' 4 .2 38'  

2・ 5 1" H  

ィ、東京冬至正午の太陽

陰影光線沿基準に し

た屋根勾配制限。

東京市 (35
0

40' N) に

於 ては夏至正午に於

け る 太 陽 光 線 角 度

78
0

、同本秋分に於

ては 54
0

20' 、冬至i E

11二は 30
0

20' で、屋根

の傾斜は冬至正午の

太陽光線角度 30

0

20'

以1、なれば常に( l E

午ぞ刻糾K して〉太

陽光線K 無関係であ

る。 }.5勾配屋根は 、

この ｦｬ ｪｬ ｊｉｉ 民 ｬ とや ｾ /ri J じ

である 。( 抗3Ii: ，il 参照〉

居主正 南 通 今場 合

¥ 

ト一一一- d 一一寸

r-一一一2 M- - . J .

前 面 i

第 4 闘 東京 i二於げ る時刻>;IJ に依ろ日射のjj[uJ



打、東京 iて於ける昨ゑIJ 別 に依る n 射の JJ "j i'l o ( 筑 4 同参l ! 日1

ハ 、 ｾ ｾｾ i江冬至 lζ 於ける前而他物にi{(る I1 身'f の影 響。第 ( 5 岡み! ! の

ノミP宅E

f f //匂

iノ今、

ぞ「ノA

ヲ 今

与( 9)

を

② 童 向 2 時 間 臼 射 線

⑤ 主 内 今 時 間 四 射 株

T  2 問

ト一一一 ＭＴａ ｾ 一一一寸
ト一一一一 5.5" ' - -一寸

ｾＧｩ＠ 5 幽 ｾｦ 京宅号室に於げる前面建物 ｬ こ依る ｈ 射の影響

本! 品|に依っ て月1[' 要のシ災地中高は

主タ

|室内 2 時間日射| 室内 4 時間日射

f tsl1l建物、卒家、屋根 6 寸勾配の場合 | 4.4m I  5. 5m 

11 

2  If皆
11 

のI易会 1 9.7m I ロO m

を必要とすることになる 。 犀根 6 -，j- 勾 配 ( 35勾 配〉は- * 京冬至A ' Iニの太陽光線角度と

略一致する 。

ニ、前l問時前: 物と木地l隔H

持活の* 芯 !I' :家建J J <. 2 1i 荷主I! ; イ: 1: ' ぢ相互間 IC於て、こ の前市建築物による自然保出思表謀

総右太略求めて見るとおinr剖及第 8 闘の如きこととなり、必要とする三宅地幅員は

前 ｬｩｬￎ 建築物 〈 屋根 Ｖ 寸 勾菌ｾ Ｉ 卒家の場合

11 11 

)  21稽の場合

己主

t.d与る。析し l 階床高1' 5" 、居宗の2恋色主，_卜

標t冷1供宅としf仁こものでで. ある。 この Ｑ必広必、要とするシ伐主 ν 全地也柄 ｬはまｽ来ｪｻ ω 五京ｾ Iκ乞於りる冬至の太l陽場光t料線A泉{に依依- ゐ

控物陰t妓彬i与Z長よ lり) も小さい(値直である 。
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6 . 防火より考慮 した

側庭の幅員

火焔雨の) . . : . . きさを偲定し 、火

焔 而i且度ぞ 700

0

C として 、 これ

に封|付す る木活家屋の 向然稜火

栓起さない距 離 ｬ ￭ｬｾ 度を輯射熱 Ｚ Ｑ ＱＱ Ｚ

から ［ｩ ｬ Ｇｾ ｾ ー し て 求 め に Ｑ 例が出 Ｙ

|品| である。

7 ・結論紀代へて

a. 某官管工場ぞ中心 とし

fこ特宅計重要案

?ぜ r H聖域 と粉庫、 l果音の 中に

活動する工場の従業員 の性 宅 を

統 制し健 康なる住宅をｾＨＡＮ へ ると

云ふ ニとは、間接に工場の生産

能不を土台大することになる 。

第 1 案

束 阿 l亡走る 鍛 迫 i添ひ l乞奥 行

100m 内 外の敷地を来月に細長

第 6 園 そ 至 正 午 の太陽光線 ( 東京〉

¥

 

¥

 

¥

 

¥

 

¥

 

¥

 

Ij 可J

1  ｾＩ＠ .. 一一....:

第 7 闘 2 階建の場合

く ｭ ｾ まし 、 Ｕ ， ＰＰＰ 昨より ＱＰ ， ＰＰＰ ｮ

内外の. . T喝の! 敷地そ目途として 、引込線等のご像定地を考慮に入れて配置計量そをなす。瞬 前

!災場 の1M問に郵使 1，，'，、 嬰 校、i li 場 、役 場JfFの公共f I j 建築物群、J.*J 先場を中心とする放射・線

沿 VL ｊ ，Ｑｩ ｾ ｬｬ￬ とアパートを配置す 。

都持土也綿両積 約49，6ha ( 約150，000t l )

牧寝室象定人員

が ｾＵ ， ＰＰＰ 人 Ｈ Ｑ 人常 り ＹＹ ＮＲ ｭ
Ｒ
Ｉ

ｾｬｩｴ￯ｴ 作宅 ＨＱ Ｑ ＧＭ 家 〉

562棟 ( 1家 族5人 として2，810人〉

集合性宅 ( 3階〉

20t来主として濁 身 者2，306人

建時と敷地との割合

19%  布 地割合 Ｘ Ｑ ｾ合

F J i tし→一一( 12')ー→

第 8 園 卒 家 建 の 場 合
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Ｑｴｾ Ｎ ｉｙＯ 火山 ， ＱＱ 't' 1旬、{??

認 1

iii I  

第 9 国保光防火か考慮し 1: 住宅配置 く1符IJ )

会同及 I当山:烹地、 餓 退添の工場ー敷

地と住宅地の聞 に 介 布 し て 奥行

100m 内外 の線地帯を東商に細長

く務定し、注目J 施設及川主|施設会

行ふ。

第 2 案

杭 f宅地従{ 而積

が:] 57.6ha ( 約174，000昨〉

牧宗像定人員

約 10，000人 ( 1人汗; り 57. 6m
2

)

ノ，.:濁IJ: 性宅 ( 2階建) 1. 1陳 4家政牧' 千五のもの 2901来 5，800人

2. /1 6家 路 。 60Ni  1，800人

介 計 Ｗ ， ＶＰＰ 人 Ｈ イ ｮＮ し Ｑ ｾ 初 矢 Ｕ 人 と 恨定す 〉

プ パ ー ト メ ン ト

Ｈ ＳｾＴ 階建 〉
1. 1fMO人牧告のもの

2. /1 60A 1/ 

3. /1 80A 1/ 

合 百 l' 1，480人

共 の他第 1 ;長と略同様である。

14制i

101ヰi

4州

560A 

600A 

320ノL

第 Ｑ 案、 ｭ Ｒ 奈は工場一単位の計書 ｋ して餓遁に沿ひ雨 Ｑ ｾｉ Ｇｋ 之 の 繰返しに依 っ て ｂ｡ｮ､

Stadt の形成を同り料る 。佐官地の外;んーは所謂生産練地であっτ 、農|立! と1t 't; の布機的結

合を岡る 。( 第 12岡参照〉

b. 都心地に於け る住宅改良計書

現杭の統制のな b、昔rS，( ，住宅を#effllJ し、 1人? ?; り住居岡崎 、本地内l合性 をせしめナニ改良百|

発案である。現献と改良案とを j七較すると次の如くである。 f 第13回参 !tの

A  部分、. 敷地而騎 2，785珂:

主tt J'] ;の敷3地現8 %に状到する官改IJ 合良案

22%  

線地の敷地K 劃する割合

6 2 % 78 % 

1人常りイt 属商積

4. 34珂! 4.5門・

備数及居住者数

5o干iIi ｾ￳Ｙ 人 Ｓｦｾｩ 410人 第 10圃
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B  部分、敷地面積 1，398坪

建問: の敷地 に到する; りl合

現状 改良案

59%  24%  

締地の敷地に払i・す る割合

41%  76%  

1人?; : ;住府而積

3.3問i 4.5珂1

4点数ぷ居住者数

55陳 370人 1棟377人

以上の Ｓ ｾ 長 は何れも者 ＱＱ 市計蓑東

京地方・委員合の試案であるが 、騒

音 、牒煙、 震動警: 、都i'!i の綿て の

|暗: さカ、ら作宅を市民の健康の嬬に

lH.j欣しようとする試みである 。斯

ふし7ニ)杉A が 、fニとへ部分的にな

され仁としτ もj将来の都'di tL よき

効ｾｾ を塀け似ることは疑ふ ｦ 余地も

み 、E ‘

1' ;、" .。

C  イ1:'むの配位似l

第 14""171品l参 照

筑181，:.¥)参照

司民刷・川・.  

.  ‘'・ .
Ｎ ｾ ＮＮｾ ＭＭ・ ｬ ・ ・ .. 

" ・. . . ‘ ・・“‘ '  ..u 白・・.. .  

.. ....・.. '. .・. ..頃

ｾａＮＮＮＮ，［｟＠

a  

炉 内 噌

炉一 …
… …  
_...... ).... ..  

" ‘『‘ . ._ 日制与

第 13園 都心地に於げる住宅改良計立正案
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法 規 に 現 は れ た る 住 居 標 準

一 一 住 宅 問 題 研 究 の た め に 一 一

荒 木 正 巳

い 住 居 標 準 の 琵 展

孜岡に於 て は古来 「 家はプ Ｑ ・丈にして足る」とカ、「起きて ｉ Ｑ と ｉ ｾ ￙ ｾ 寝て一時 」 と去ふやうな附

犀に 甘じる俄約の思想が 、 一つの美 ＱＮＱＡ［Ａｾ と考へられ近時非常時に 言 借り問民的 美 ｉ ｧｾ 止さ へ栴

掲する人もあるが 、 カ、 ｌ る呪ふべき ＭＧ 定風は永ｾ封建 ｉ 自 ｼ 合の住府攻策を通じて築ｾ上けら ｨ

Tこものである 。他 )11300年を通じて 、岡民大衆のさtf百・ *NH' Cは殆、イ白]等のーI-. .r / ーも認められ

歩、封建的な身分命1I によって伎に共開制をキ:IHW' し *ったのであるが、カ、 L る踊 1:台駅勢の 1"

ｬ 乙幕府の取ｾさ っ た住居攻策は、住居に針する蹴杉 ｩ な格式と ｾｾｩ 約 の 強要であ つ に の である 。

即住居標準には武士 と町人 、百姓 との間 l'Cf厳然fこる階級的| 高別が設け られ、然カ、も被支配

階級の住居水準はj敢に共上昇が禁止せられてゐ fこのであ る。例へば百姓 K 於ては 、身分不

ｾ Ｚ ｉ ｉ ｾｕ ｻ の 家 Ｑ ＧＱ，を士号じ、梁間の命 Ｑｉ Ｑ 股を設け、 Ｊｊｩ に家作そ起 すことさ へ禁 ＱＱ Ｇ し てゐるやうに純返

し費令せられた家作 の 制限は、般 に岡民大衆の住ｊ［ｩｩ Ｗ Ｑ ､ＮＨＡ ，の ｊ ＭＮ Ｎｦ Ａ ・ Ｔ 旨 抑 ｊ ｾ せんが震の標 準 を示

したも のであったので・ある。共結果は宿命的に 、|柄屋 l亡It じる倹約の芙 l!i i が築き ートーけられ

不幸我々の時代にまで腰史的遺産し L て停承せられたのである 。

封建時代の末期すでに近代的持働者の前身ぞなすＱＧＢ級職人 、 小商人匂 ［の有 ｾ｜ ｲ ￱ 居作者の Ｑ ，Ｂ， Ｇ

家住ひが1・1I'{.f; の数 lζ ト. りつ L あっすこと云はれてゐるが、近代的工業の義肢にともなう人 n

の者l¥i l1集 中の結果は 、光施代々の家業とイt ひを十台てた白 rl1なる都市居住者の大群 を現1-1¥す

るに至って、f行家イセひ lまi比一般的な者11，¥1イ土日ーの型となったので・ある 。あらゆる償値が 1Ｇ￭Ｚ ｬｾ ｩ｜Ｇ＠

l乙換算せられ 、あらゆる祈引が利潤の追求 IL向けられるに至って、人間の佐ひも亦利潤ill

求の封象 となり 、人々 の府イ1_卜の要求カ、らでなく 、最高利潤の見地カ、ら賃貸を日的として

生産せられるに至ったのである 。 即封週当社合 ｉ ｾ こ於るが如き身分による家作 の 制 ｼ授は撤駿せ

られ、家賃i ' L 1 . 怒じて任意に住居を見1 - 1¥す自 [11を9;{ へられにのであるが 、一方叉住居は人を

住はすことが第一義の目的ではなく 、自111 なる営利事業の針象となっfこのであり 、共料; 巣

は我々が n常見るやうに多数の「人の11:ひ l亡遁しない家」を作 るの自 rl1 C多司教の人々に「人

の住むに過しない家J i ' L 住むの向 111を、時』ては甚しばしば住居ぞ見rP，すことを断念する の

臼 ＱＱＱ をさへｊＹ￮Ａへるに五つにのである 。 家作の 刊 ｝ Ｑ 日岐に代るに 、 負 ｪｦ ｦ ｾ ｴｌ 耐 へｾ Ｎ ＡｽＭる家 ＱＳ の重Ａ穫

は、多数の人 々ぞして笠む、 笠< I ぎるとにカ、けまらすで 、附屋に甘じる の巳むなきにI [ J IJ ら
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しめたのである 。 スラムの千( - ，{ i : は近代都市必然の疾病とさ へ考へら れるに至り 、自111 なる

￱ 本 Ｎ ｉ ｾ 義的住宅経営 の 矛周 Ｑ ま途 ｉｌ 重大なる品 Ｑ Ｚ 令問題を悲起するに宅ったのである 。 住居の

問題は岡民生活と符接な ｉｾｭ 係 ｬ て 有り 、 岡民保健の上に 、 泣いてはー岡努働 ｊ Ｉ の 上に 重大な

る ｩ ［ 三替を及惜し 、 重要なる玖策 的 ｾｾ訟を持つものと考へられるに至り 、 ｬｬ Ｚｴ島民 間民住居の

ＱＺ 日臨 を営利的 個人 経営 ｬ こ任すことより 、 必然 ｬ 亡笹生する矛盾の是正の錦に 、 ｾＮｸＺ Ｑ 家に依る 俳 Ｑ

人的 自 ＱＱＱ の ｦｵｬｗ ｬｾ の ｊｾ で伊 ｩ ｊ Ｏｾ ト・かの住ｲＮ ｲ［ _1-_の摂準か提示せられるに至つ仁のである 。夫は多く

最底住居水準を回去に置いた 、許しi昇る最底限度の住府照準と云ふ) 杉で提示せられた質に

消械的な標準ではあるが 、少くとも住居水準の下|保 守1lj lJ 限する意味で 、家作の11; IJ 限 1 0じぶ

れば一歩前進である 。近時間肱諸問の住宅攻策の設展 lζ ともなひ、 一定の務芥の範園内に

おいて「小さくとも住み心持 よく 、 然かも家 ＱＱ が負ｖｬＮｾに耐へ料る」やうな住宅を多数供給

必要土生活最少限住居の標準が提示せられるに烹り 、共貰| 際上の成否はとにカ、くとして、

始め て閤民住居水準の土井ぞ目ざして 、積極的な住居標準設定の気j A がうカ、がはれるに至

っ たのである 。 夫 ｋ ｉ ｾｾ ｬ 連して人間の住 む には少なくとも 、 どれ位の住居が必要とせられる

かと云ふ佐居標準の問 題が、部分的 にではあるが ｾＢｉ 理的論議の釣象となり 、 問民 ｋ は如何

なる住居ぞJ ) i ! ふぺきかと云ふ計主的住居玖策への殻展を暗示しつ L あることは 、興味ある

ことである 。

住居に闘する法規の中l亡、提示せられた住居標準は 、概ね次の如く 分類することが出来る。

官〉 不良住宅地匝改良 ｲｌｉｾ 討する法令に現れた 、 市民枇合に脅威を奥へるものにし て一 掃

ぞ要する不良住宅地 ｉ ｾ の 標準

b)  小住宅監将制度 、又は住居法に現れた人間 の住むに過しない住居の標準

c)  一般建築物i法令に現れた建築せられる場合に許し似る、最底限度の住家の標準

d)  図家又は公共同般に依る 、住宅供給に閲する法令に現れに 、建設せらるぐき住居の

標準

2 ・不良住宅地匿の標準

大衆住府の問題が市民枇舎の it 誌を換起するに至ったのは 、先づスラムの居住駅態が悲

惨であると云ふ人道主義的な考 ヘカ、らばかりでなく 、共生長が現宜に 、市民枇舎の脅威と

なると考へられるに至ったからである 。最も早く産業革命を経験した英国は 、最も早く此

問題に逢着し、1830年皮スラムよりコ ν ヨが笹生し忽ち一般に傍染 し非常な怯y状を呈 した

ことが、大い fLJItt舎の注意ぞ換起し、1851年最初J の住宅 法の護布となるに至った事責によ

る も、 不良住宅 l乞附する法令は住居 l亡sMする法令の先駒をなしたのである 。

長闘の住宅法 tて依れは 、不良住宅地図とは道路及家屋狭く 、雑然として探光通風悪く 、共

他衛生設もii i不完全にしてーjぽ改善を要する地匝とせられてゐる 。

我問に於ては 、昭和 2 年 ( 市街地建築物法K 'I;妥る L こと 8 年〉不良住宅地| 亙改良法が輩
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布せられ、此1/ 聞に於ても 、後れ馳せながら文明間として の法制的整備を途けたのである

が 、 同法第 Ｑ 傑 によれば 「 不良住宅街集し衛生 、 ｪ 瓜紀 、 Ｑｾ Ｚ 火匂 ｱ こ 闘し有害 、 ｸ は危険の氏

れあるー園地に付き 、本法に依る事業ミ並行ふ こと と凶品」と ある 。 如何なるものぞ不良住宅

と栴す るカ、は 、 主 として品 土台 ｩｬｬｬ 念に よ るものと 思はれ るが 、 こ ｾ I'ci t 意す べきことは 、住

宅の不良駅態の 、居住者に及倍、す衛生J --，布害の長 J.i.tzよりも 、共 不良な る生活)j )C態のI1立合に

みH.f す街生 上、J_4;.l 紀J て、保安上の有害、危険の虞れのプj が屯現せら れて ゐる黙である 。大

阪市民於てはドもi' llIT、J -I 点 l町、J111. IJ I  IIrf ＱＧ｛ 不良住宅地 ｉｉｅｾ 改良法に依る事業が進めら れてゐる

のであるが 、 Ｉｾ指定 ｶ｣Ａ 探しての報告 のー符 ｩｦ ￫ 依 れ ば ｊ ｓｬ ｾ紀は筒 ｌ れ浮浪者 、 官存立言［等 ｬ 科技する

のみならす各種犯罪者の地匝 内 に遁入する者多く 、日作者は剛結して犯罪者を隠隠す る等、

保 安 ｊ て 装憂慮す ぺき 献態である 。 と共不良なる生活［伏恐 が ｾｴ 要 なる保件とな っ てゐるので

ある。住宅の献態も初論甚しく不良ではあるが、一般的住居水準の低さの故 IC 、従属的な

徴候として翻取せ られ るのである 。

5 ・人聞の住むに遁しない住宅の標準

スラ ム以外 に於て も、人間 の住む lて過 しな い1t J:I iーのイバlニは 、勝しい数I<: J 二る ものと思は

れるのであるが、之等のスラム への生長を s)j 11 し、甚 しく不良なる個 の々イ土日の撤去p間応 、

修繕等を命じ 、住居の改売を? 計るを目的 として小佐' 包lEt 作部IJX は住居法があるのであるが 、

共貰施に Ｇ ｉ ｾ ＺＺ ｾ つて は人間の住む κ 越しな し、ィ ー ｵ ，［の標準を設けることが必要であり 、 各問は 夫

々共標準を設けてゐるのである。

よく ，] Ｑ ｭ せ ら れ ることではあるが 、 英同の街生 ｴ￬ｬ こ於ては ｡ Ｉ 甚しき ｉ 必 ｾ｜なき こと 。 ｢ Ｉ

mH孔採光良好なること 。 c) 衛 生的使所 の 設 備 あ 1) 11 泌 77;なる tY水島町の設もiHあ ること 。

､ Ｉ 修繕布 ｉｈｾ 良好な る こと 。 ･ Ｉ 充分な る給水設も ｩｉｬあ ること 。 ｦＩＩ必＿おなる ｩ 先擢場 あ ること ｯ

ｧＩ 通常なるｩＧ ｾ ｪ 開設も ｩｩ ｉ あること 。 ｨ Ｉ 食物 保千ＨＭ の時 過 ｬｦｯ Ｎｬ よき ＡＡ＿麗席あること 。 ぞ 以て人間 ＰＩ

住 むに過する家と認定する標準としてゐる 。

過剰住居の標準としては。a) ー京 ICイナ2人 以j てJA1t するも の。 b) 一家肱住居月j として

建築せられたる家に、二家政以上 ｊ 司 ｊ ，Ｇｾ する もの 。 と式ふ摂単を設けてゐる 。

1人常所要気械としては 、大 人1人 にイ寸350i":)j- IYc- 400-，'!: ん1沢 ( 9.9m
3

- 11.06 m
3

剖祭併

と して住居監，! 手伝貫施してゐる 。

濁乙 lて於ては大人 1 人民付 10m
3

- 12 m
3

を摂取と して住居監'停を責施したことが報せ・ら

れてゐゐ 。

フランスに於ては 、居住 le: i i @する宅の大 き さとして成年者のベッド 1つ以 上を入 れ得る

大きさとし 、パリ衛生砕き長令に よオLば T パー トメン トiこイ守て は 1人' 市 14m
3

0) 気 椅が必要

であると してゐ る。

ｪｩｦｾ 聯邦 ｬ モ於ては討
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以上 l乙這せしめんとしてゐる 。以上のやうな住むに過しない住居の標準は 、各閣の現作

の住居水準を日交 l亡泣いて決定せられたもので、火 l亡依って各国の一般的住居水準をイ日jふ

ことが ＱＱ｜ Ｊ るのである 。 此 士 号 ー の標準Ｑ，･ Ｑ ｩＱ ｊ 等カ、のずｼ接的根協の ｊ Ｍ Ｎｖ ｣Ｎ持ｾさそうとの多 Ｑ ＧＱ Ｉ がおさ

れてゐるのであるが、現賓の住居水準との大きな1mきぞ如何 とも鴻しねない朕態である 。

花岡 tりさては嘗って、不良住宅地l孟改良法案要引が枇合事業調査舎に 附議せら れた時、

か L る小住宅監' ぼ制jlt、の確立が11付帯保子|ニt して決議せられたと云はれてゐるが、
t:IiJ dE忘れ

られ た かのやうに共必要の 叫ばれたこともｼ品 ｬ かなし 、 。 故 ｋ 我凶に於 て 出 「 人間の住むにｾ

しない家」に就いては何等・の標準も興へられてゐないのである 。夫は我闘にはか L る家が

イ手作しないカ、らではなく 、 依りにもｾ過ぎるからと見るより 他 ないのである 。

4 ・建築する場合に許さ札る最低限度の住家の標準

不良住宅の ｦｾｲ に建築せられるのぞ 防 ぐ嬬に一般的建築物法に依って 、 建築 制 限が か ｬ へら

れるのであるが 、 夫は共性質上建築せら れる 場合の建築物 の最低限度 の標 Ｚｗｾ が示さ れるの

であって 、前述の住居訟の如き 居住の制 限はともなはないのである 。建築法規の護服に就

いて見るに 、 ｾ閣に於ては 、 最初不良住宅改良の問題 ｬ と出費して 、ｽｬＺ 綜合的なｬＧ ｈ むとして

住宅及都市計霊法として完成せられたのであるが、我閣に於ては、己 K 完成せられた) 修K

於て諸外図の影響を受けた結果、都市計霊法及市街地建築物法の盤備にもカ、けまら歩 、位:

! 沿法を持Tこないのではないかと思はれ る。我1". I g の市街地建築物法は大l E 8 <fJ三 、不良住宅地

It，b故良法に先って昔Ili!i 計畳法と共κ 輩布せられたのであるロ 市街地建築物法に於ては、 建

築協 制 度 、 本地ＧＦ高の 制 限 、 居室の探光換以、天 Ｋ ｉ ｾｩ 布 、 共 他 の構造 制 Ａｬｬｾ Iて依って建築する

場の最低限皮の標準が示されてゐるのであるが 、住居の最低限度の大いさに就いては全く

共標準が典へられてゐないのである。 只法にはj { : 根械が奥へられてゐないにも' カ、けまら

す、l司法輩布前の地ノケ建築取締令、又は現行地ん畑[ ! I J に 1戸の最低限度の大いさを規定し

たt条項の兄られることは 、興味あることである 。例へば滋賀肱家屋建築現WJ( 明治 19年〉に

は「家屋 Ｑ 戸の建問 、 Ｖ 昨未満の時は認可ぞ Ｙ ｩ Ａ へす」とあ り 。 京都府細見 ｉｊ 江 ｮＵ ｾ 燦には 「 佐川

の川に供す る建築物にイ1: りては 、-fi与の建築 l阿武の合計20ZP:ツJ ・米以J -. とし 、柿!t :H' L 炊事場

. &使用74旨設くぺし」と規定せられてゐる 。

一般建築物法 l亡、住居の最低限度の大いさをえlti 主した例は 、諸外閣にも見られる ことで

イ帰国に於ては1922年法に依って、 居室の最少 l市績を 9m
2

と規定し、伊閣に於ては 、居室の

: 1，走少面積そ8m
2

とし 、最少気績を20m
3

と規定してゐる υ

5 ・建設せらるべき住居の標準

大戦後住宅問題はY11なる質の不良の問題より 、1'1:古
0)

大主: : 的不足の問題となり 、凶民1t

ｲＮ ｾｩ の問題 を 個人 経営にゆだねて 制 Ａ￭ｈ するのみではとうてい ｊｬ ｸ 拾し ｩ 日ざる 危 機にまで ， 投 ｍ し
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たので、岡家叉は公共園暗に依る大量的住宅供給は計 る住宅攻策貫施の己むな きに至つfニ

のである 。此盛氏始めて 、園民住居の標準が制|伎による消極的提示の域を脱して、 攻策と

して建設せられる場合の標準としても2示せら れる陀至ったのである。

:英図は住宅攻策に最古い歴史を有する図であるが 、共1呉市陀依れば、住居符度は 1 エー

カー常12戸を望ましきものとし如何なる場合も 20戸を越えざること L してゐる 。室の大い

さに就いては 、2階建の獅立住宅に就いては 、床面積の合計 58m

2

以ート. とし、L j 5 . 家建又は共

他の場合は51m
2

以上としてゐる 。必浴室を設けることが規定せられてゐる 。

和 ｉ 簡に於ては光 、 住居の室教に就いて家政教を標準として 、 必雨親の寝室と少年少女Ｍの Ｉｾ

室を匝別して設りることカ.'fJt 定せられ 、雨親の寝室lモ就いては故少面積15m

2

故少 1113.3m

共他の寝室では最少雨績7 m
2

最少 r!"J 2. 0m共他の居室は故少而原4 m

2

1&少rl11. 9 mを要すると

せられてゐる 。 1戸建の場合は 、1戸の建築而積の合計 25m
2

.I;J、ートーとし、集合住宅の場合は

階段、廊下等を除き 、 Ｑ 戸のほ ｦｦｬｪ 積 Ｔ Ｐｭ Ｒ Ｍ ＴＵｭ Ｒ ぞ標準としてゐる 。 必 、 蛍所 、 も ｾ 所 、 燃料

庫が要求せられてゐる 。

濁乙に於ては小住宅訟に公供財源に依る住居の標準が示されてゐるのであるが、夫に依

れば 1戸首位居面底は32m
2

..0045 m
2

1 ' [ 限定せられ場合に依り 、最大60 m

2

までの増加が記め

られてゐる 。必使所、浴室を設りることが規定せられてゐる。

資本主義的自 rl = J 主義守閣持する米固に於ては住宅玖策の殻肢を見なカ、ったのであるか 、

遂に N. R. A. に仏- って資本主義修正の拐の失業数憤策として 、探月j せられるに至ったので

あるカ、 ら 何等カ、カ 、 ｌ る統一的標準が拠へられ て ゐる こ と ｾ }J: I，はれるが 、筆者非聞にして記

if党し引ない ことは残念である 。

訴聯 J jl K 於ては計主的住居玖策質施のn l'L 、国民住居の標準に就いては詳細な規定が設

りられてゐる 。 1入賞居住面績に就いては9m

2

ぞ以て建設せられる場合の標準としτ ゐ

る 。 ＱＹＳＱ 年以後は浴室 、 ｩＩｕＱｾ 場 、 長所は ｴｉＧ，Ｊ るだり共同胞設 とせられドーム 、 コ ン ムーナ 、

の如き新しき住居の型が創造せられつ L あると報ぜ られてゐる 。

我同 Ic 1i きては 、|可制舎の活動の外例年会佐宅玖策と して 見 る べ き も の な し か L る佳品交せ

らるぺき国民伎居の標準と して、提示せられに1 U I 物も凡川すことは }P!dtfcよいのである 。

6 ・結
圭玄

関ロ

_r_)!sの 如く我図に於ては住居1 ' [ ｾｍ する法規としては不良住宅地ｼ亙改良法 、 及 ｲｬ￮ 特訓包建築

物法の外住居法、及住宅玖策として何等見るぺきものなく 、市街地建築物法に於ても住肘

の最低限度の大いきに就いては何等の標準も9 i 1 へられて ゐないのである 。従って我凶に於

ては住むにｾしない住居の標準も 、少 なくも岡民の住居は斯く建設すぺしと去ふ標準も興

へられてゐないのである 。夫は. f lt 閣の 一般的住居水準の低さを物語るものと見るより外な

いことは 、甚後念である 。事宜「人間 の住むに: . J ! i しない家」が企岡の都市 l乙、j長村に充満

しつ L あ るのである。

例 へば 昭和 Ｖ Ｆｦ 三大阪 府枇合ぷｾ の調査に仏Ｚるに 、 大Ａ日間 ｩ ￮Ｇ Ｑ￯ ｪｩ 部に於て住居 の ｹ 状況現献 を以

v  6 2  



建築物法陀現れた各国天井高の比較

凶

蘇 聯

名 両 九 州 天 井 高

m m 

I  2.80- 3. 20 

イ ダ リ ー 1 I  3. 00  

7-τ 一一、 つ汀 7i i 額 調 膏一「寸 .80一一

- 、 I ¥上 |滋 I 2.fIJ  

一了 - - て 一円 7嘉一亙一 一|ーヲ ラ-0 -

H  〆 - ; r_ IJ.権一室一一 I 2. 笠ーー

チ エ ツ コ l 普遜|嘗 I. fIJ  

スロバーァ 1ア チ ツ グ 2. 10 

ー ス ト リ ァ I Ｈ ｾ戸建 I  ＺＺ Ｎ ｾ＠
， ， 1 ¥7 ラ ッ ト I  2 fIJ  

米 困
2.55 

て)E るもの69.13%に して一部修王11¥と旨要す

るも の23. 12%、増改築ぞ要するも の5.3%

除去りや要するもの2.45%にして 、が:; 3"，f;IHま

現朕に於て不遁首 と報告せられてゐるの

である。

外聞 の標 準ｾｽｴＺ［ｴＮ .1. 我同に遁HJ す るこ

とは 、- 1急l吟日未を要することではあるが 、

今しばらく 出較の嬬に試るに 、例へば英

国の過剰j住居の標 準を以てすれば、大|坂

掲

ア I  Ｈ普通 ｉｦ ぜ 一一 ｉ ｾ 一一 ｼ 市哲市部川きては 1 室2 人以上居住する

て |立 立 と- 1-Z互 い の全戸数の 15例 示 し、伽、も 1室 が1'-

エ ー ヂ : y I  2.50  I  

一 一 一I I一一一一一| 均面積3.9性 (6.45m勺 K 過ぎないのであ

ペ ル ギ ー I I  2. 50 I  

事L 凶

λ 牛ス ( バ - ｾ ＧＩ レ 〉

日 本

ー ト一一一一一| る。同居家脹教に就b、て見るに 、大阪rl i

2. 40 I  

-ート一一一一一一| の調査に依れば、 1戸訴 11["帯数 1・14 であ

I  2.30 I  

一一| 一一一一一一| り、全世帯の 14%即約40.0001肘停は同居ぞ

I  2. 12く7尺) I  

I  J  よぎなくされて ゐる駅態 である 。

1入 賞居住i刷去に就いて見るに 、大阪rll 沓i !J 官官に於ては3.09性 ( 5. 10mりであり 、琳聯邦

の「人! 日! の住むに治する住府」 の衛生接的標準 、8.2 m
2

と比ぺて も非常な開き が見られるの

である 。 1人岱気積l亡就いて見 るに 、天井高 7 J"':'( 2.12 m) として 1 人笹川i 均 10. 8m
3

となり 、

英閣の過剰住居の標準である 。 1入賞9. 9 m
3

.... 11. 06m
s
fと出ぶれば平均において己に過剰住

民朕態K 近いことを示してゐる 。

斯く の如 く、事責J-. I家は方丈にして足る J r起きて牢性慌て 1挫」と 云ふやうな封 建

時代の標準が 、未だに我国の住居水準の現質をi f ，t 如貫 l乞表現するものにして 、{ UJ 等佐府水

準の.1-. Ｎ ｦ ｬ の Ｑｾ の標準が輿へられて ゐ ないことは本心すぺき妖 態と 云 ｬ まなけオ ｌ ばならなし、 。

正しい住居標準の研究と 、全同民vc標準住r . ' ; を拠へる 7J・策そ樹立すること、よかくとも同

比住居［ｽ＼Ｎ準 の 絶 へざる ｟Ａ Ｍ Ｎ Ｂ 外 のｊＮ ｾ のう ＱＩ Ｉ iを純けることは 、本協合に拠へられた重大なる 使命

のーっ と考へ 、敢て拙文を卒す る次第である 。( 完)

重 な る 引 用 書

欄ー 住宅| 問題さ都市計遊

高等建築撃 第25絵 建 築 行 政

東京市政 調主主千平 英凶の住宅政策

大阪府批曾1'* 1i r地 調査の結J誌から見1::)にl仮市内の住宅

大阪市 住宅月報

F ra nz  S c hust er De r  B a u  v on  K 1ci nw ohungc n mi t  t，' agba，'en  Mi じtじn

Di e W ohung  1  ｾＳＵ Ｎ＠

6 3  v  



最 少 限 住 居 に

研 究 乞

於 け る 衛 生 準 的

そ の 批 判

一一 住 宅 問 題 研 究 の た め に一一

来日 田

ヌえ

l i  

い 序

建築皐の科撃的研究は 、他の工業科撃の諸分野 l亡上じ して 、その IH輩の遅れにもカ、 けつら

歩 、 その準歩護ｽ 廷 は 故近殊 ｩ ζ Ｑ ］Ｑ究ま ししそ の研究が似へ質施計豊 Ｑ ＱＺ ｾ そし、て決定的な 地 位

を捷盟てゐない朕態にあるとは云へ 、研究の規野の蹴大と分析の専1: 11化はー肱我々をして

臨回せしめるものがある。従来、仙の建築の分野によじ し、上じ較的観念的に取倣 lまれて*t こ

住宅建築l' c1j れ 、ても 同様の事が云へるであらう。或は却って 、此一世紀の問、JIu: 合; 伏勢の

護展が住宅問題を尖銑 ＱＰ 予起した事ｬＧ ｭ ｌＺよっ て 、 住宅 の利息 的ｾ・究 の方がよ り平く一地 Ｑ 完

成されてゐ 7ことも 考へられるのである。そ こで、我々は 、今 、之さ存の研究の内で特に住居

の 標準 が 如何 陀 して研究 されて 来たかと 云ふ 勲ぞ特 ｋ 取 りあけて検討してみゃうと忠 、 ｾ、。

2 ・最少限佳居標準の問題

イ七肘標準の科撃的設定の問題は、a: . づ第一l乙、 「住宅J が11; 1:令的 l乙問題と なった不良住

宅問題 ｬ ｌＺ ｢ そし 、 て 、 住居の故低 ｉ［ｎ 要 求は如何 なるものであるぺきカ、と云ふ黙に提起き ｾｬｴ ニ 。

そして此の問題は 、II ! i 臥' では大戦後住宅難が量質共に重大問題とイヒし大時代 11: 、此の要求

ぞみたすべき最少| 恨住宅は如{uJ なるものであるか と云ふ|問題に形を盤へて受槽れた。

1929年 、フランクフル トd-jーに 於し、て IJf-l催された第 2 凶除I ! 際建築家合議は我凶 lζ も熱H がj

ｫ ト ピ ックとして ・ 輸入された 如 く此問題ぞ取上 ､ Ｎ Ｇ 、 前年 のｾ 阿部市問題令議官 ｮ 議題 ｲｬｊ

Ｑ とも 此 ｾＰｾ 日本 の 研究事項が提起 きれて ゐ る。

さて 、斯様に問題とされてゐる住居標準は如何K 研・究されたのであったらうカ、。夫は 、

現今まで 、まづ殆んど、衛生・堅的研究然も烹として住居の安気候件の可否より出世してゐ

たと云って過言ではないであらう 。試に之等の衛生製的研・究の所産 I1: URをli ，J けてみやう。

5 ・{ 主屠室聞の衛生畢的研究

住居街生態的研究による 人間必要の最少1; .民集積の研究は人閉そのものを躍般 として分析

研究 す るこ と カ 、 ら 始 める。戸 外にイ ｦ つ ては我々 は 本気の ー 人 Ｚｩｦ ， ｾ、少くとも 気 流 の 内 ｬ 乙イ Ｑ Ｚ る。
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が居室にある時、ある限られた本気輩 、空気の楠の中lとある 。成年月子夫前時 1分間のH子

ｉ 汲恒 ｬ 数 ぞ Ｑ Ｔ ｾ 15l ! i 1とし、H子l汲=-ht 1 凶につ き0.5 立とす ul i 'r :i: 時II 日成人の!呼川する CO
2 の設

は ＲＰ 立小人 ＱＰ Ｍ Ｑ Ｇ｛ は と 言 Ｈまれて ｨｬｾ る 。 宗 気の ｴ 条 例 二の え ｬ ｾ ｩ ｖ ｾ を ｃ ｏ Ｒ にとって 、 ベツ アン コ ー フ

エ J
レ氏は住居術生息上治二容さるべき炭酸ガヌ の上じを 111000 住 居 地 約 iと不??; なら さ' る炭酸

ガス の 比 ｾ ｏ 111000小人は各ノをそ の半量とした。ヵ、 L る街生息的規i. iきにつb 、てｾ・ ｉｊ 市 Ｑ ｭ 題あ

る所は熟知の事責であって 、共後ヒ J レ氏' ! ! j i によ って_a: Iてi日撚 l1t 附係を以て示せる快感情聞

論 の 研究、更 に 故近ではイオン設にまで護展した 。 イ ｉｉ ｊ れにしろ ペ 氏 の 説は現 Ｑ ｆｦ ｾ 於し、て

も向 その使利が放に濯定されて居るも のであって、人Mi カ、ら放射する性'll{ 不IljJ に有害物質

CO2はの地主 IC広例し、 本気を汚染するとなし C O2 の合;(iil 1 : そもって測定標準 と定 めた

のである 。カ、 L るコケ法 Ic l1lピって氏の求 めた結果ーによれば 、持J閉せる室内 Ic hそし 、て成人 1人

常り の本気積は 1時間 32m

2

であ れ 室 内 自 然換気を 1時1m2 凶とすれば 1人前り の必要

紙積は 16m

3

なりと 言ふ。今1室に成人 2 人が居住す るとせば 32m
3

カ、又は天井市 2. 7m

の部屋ではよかく共 12m
2

の而績を要求する 。 しカ、る fC前jIJ!: の如く 最 小限の笠間ぞ考ふる場

合 、更に重要なる諸ー基準がある 。即 ち温度の上昇と 居住人 の輩散す る水蒸気 によるyf . ! : 度の

J ".J .I-である 。 ナイセノL tJ ，l j : 士によれば人鰻より護散する水蒸気設は特: 分約 19r であるが、

ｃＲＰ
Ｐ

で本 気 の 半切滋度が Ｔ Ｐｾ Ｖ Ｐ Ｅｯ の場合は工合が良いが ｩ 必度が ＷＰ Ｅｾ 越え 本 気が静止し

て居ると不快とな る 。 そこで Ｒ 人 の 大人の馬 ｬ 仁 ＱＭ Ｎ［Ｆの ｊｾ ミ 而積 ＱＲｭ Ｒ 天井高 ＲＮＷｭ の 部 屋 を

設け 、夏 lζ 1 時間 1 [!!1の白動的な本気の交代を考応するならば、 2 人 の水蒸気燕笹による

のみでも 2時間内 に C C20

0

，70μ といふ快泊限界ぞ突破す る。 この場合最小限 jぷ而積を 1 / 3

7ごけ増大し、従って寝間金 50m
3

とすれば前ill の 2 時間は 3 時間にまで延長 させ ることが

tI¥! J kるとし 、ふ。此の如 きi品i鈴、度による ?を気候件の概念の之 lL }jれ 、て l 人 官; りの気積ぞ計算

してみ る とう欠の抜 lとなる o ｎ ｉｊ ち 、 必要本集積ｾ V m
3

入室時の符閉室内 i絃度te ω % 、1 時

11¥1後の室内幌、j立を70%、C20

0

ｉｾ 於りる本気 中 の 飽和水蒸 象 ｴｩｬｴ を Ｑ Ｘｧ ｲ Ｏ ｭ Ｓ ， 1時tl ，J fL人間 よ

り賞散する水蒸気盆を 60gr とすれば 、V は 33.3m
3

である 。 この数値にk漣の P 氏の示

せる数 値 に殆んど一致する 。 史 ｉ ｃ ナイセ ｊ レ陣 ｾ ｉ Ｚ に依ーれば壁を居住手 ＿ の近くに泣くと ｢ 、 ふこ

とは壁の温度を人聞 に体へ衛生上有害なりと 言ふ。 この黙も考l邑されて 、氏はJt，( 小JiHJ ，. Hl

本聞は 2 人の成人の居住する場合は少くとも前i!lt の 12m
2 を ＱＵｾＱＶｭＲ まで 高むべ きもの

と言って居る 。

きて 、以上の研究に於b、て 、我々は主として 、人間 の存花によ る室内空気の汚染によ り

室名聞の最低限要求を翻 じPIさったので、あった。だが此の最低限は、 mr ちに明 l司なや うに、

仮定せる 換 気回数 の 盟ー更によって 、 著しい襲イ ヒ をなす ｐ のであ っ て 、 今之 を 、 木立 ｩ 且 ｦ Ｎ ｾ 住

宅和室 、温 度 差 Ｕ
Ｐ
ｃ の時 ＰＮＵｾＳ ｛ｊＮＱ ｊ 、 ＱＰ Ｐ ｃ の 時 Ｒ ＮＵ ｾ ＶＮＵ 回 、 Ｒ Ｑ ＧＭ 均 Ｒ ＮＵ凶に つ いて考へてみるに 、

1人活気晴約天井高を7.5)'( とf限定すれば最少| 仮面積約3.5帖と なる 。

然る に我閣の如き木造住宅 lこ於し、て 、夏K 住宅の質が低 |、すると 、住宅はが夕刊行Jj とな
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って換気回数は更に増し、最小限度面積は更

に少くともよい事になる 。之は まことに調怯

な事であるがill 憾ながら矛盾であると云はね

ばならないであらう 。

何が矛盾であるのカ、 ?

即 ち、夫は 、単3.2カ、 L る純衛生謬的研究) i

法の! 僅刑の矛盾に基くと云 lまねばならな U、。

室長の汚染即 、CO2
によ る量的規準の不正確

さは云ふに及ばす 、僚件による最低限要求は、

必然的に換気 I'C Ｑ Ｖｾ Ｑ 係 す るばカ、りではなく 、 室

不

精

密

は

過

て

の

し

そ

閥

宅

問

佐

C
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が

胞

に

周
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聞

大

良

h

H

内気候の程 b のフア クタ ーー一一即室内気候の外界気候への依存性、室内気候調節のための

技術的施設、室内気候保護のための梢造 、材料保件に一一一依存してゐ るのであって 、此の

一定の範閣内陀於し、ての み、諸保14: の一定の生活技術を前払! としてのみ 、例へば煉瓦造 、

窓面の小 さな 、1燥1J革そも つに1政酬の住宅に於b、てのみ夫は設低限標準の一指標として借月1

し得るにすぎない のである 。 ましてや住居の本質は単なる空気t条件の如きもので悼し去る

事の出来ないも のである 以 i亡、カ、 L るプJ 法は 、現賓の住居j l : J C態を合理化 しゃうとした蛍時

の研究ある ひは盤遠の幼稚な合時の科躍を示す記念品として以外にはfii 他少いものとえは

ねばな らな いであ らう。

4 ・最少限住居の法的制限

我々 は@! E I'C、衛生製的研究が 、勝しい偲定のJ-. I ' C立ち 、夫による最少/IH位 J，':; の研究も亦 、

きわめて限定された範|豆lにのみ遁附するのを見fこ。

しか しながら 、現買に於b、ては 、之等の生理直接的t条件にカ、 L わらす、主として枇合的な

要求カ、ら 、 最少ドｾｾ住宅の法的制限が 、 住宅攻策の進行と共に必要された のであった。Ｈ 荒木

氏 論文参照 〉 即 ち 、 住宅問題 の 笹生と住宅玖策の遂行は上述の如き衛生製上 の ｽｪ Ａｕ ｉ ｾ とも除 Ｎｪｊ 語。

して 、住居最小限空間の法的制限をみるに立ち到った。今 Di e wohnung 誌における リ

ー ゼ博どに 従 ひ 、 その二三の様 ｾ Ｚ ｉｾ 1，旨示し見れば

① 1901年 4 月 W urt ewberg  I ' C於ける住居監督局の法規では最小限数値を成人 l 人 首

りの気積 10m
3

，小人 5 m
3

0
。

① 1908年プロ イセン法規では主として宅の天井高で之を間接に示すの みで、 直接集積

は示して居ない。

① Hambur g 1922年 7月の住居監督法規では 、12歳以下の小供は 10m
3

，成人は 20m
3

の集積を要すと定め 、旦寝室では特に12歳以下の子供は集積 5m
3

，室面積 2mヘ 成人は気

積 10m' ，室面積 4 m
2

。寝室附j品開係諸室は共通と 見倣 して良いとされて居る 。
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① ザクセン法1932年 8 月で1ま集積の直接的表現を放棄して 、居室の天井高は 2.60m，

ＪＧｕ 二 Ｑ ［ 皆、 Ｒ 階建 の天 井高は ＲＮＴＰｭ とし 、 民主の ｊｾ ミ而積は Ｔ Ｎ Ｐｭ
Ｒ 以上 ｦこ るべきこと ｌ して肘

る。 この外寝室、炊事場は 3. 8m
2

以上、室 1室の床面積は 8m

2

を! 峰るぞ禁じて居る。

以上 の 例に よって 、 法的 制 限におりる最少ｼ出 ｾ 間 の数 仙 波その制限の形式を伺ひ知られ

る。即ち 1入賞り の策積のff jlJl IHの1I法から 、更に準んで各室の用途により、必要室而枝、

天井高の 制 ｼ恨の 方法にまで歴史的な 控 濯がみられるが 、 Ｚｽￇ内浴が幾 分上ｾ の 衛 生著書 的 ωｦ 究

の所産K 基つく数値に近っきつ L あるとは云へ 、夫等は殆ん ど過去の枇舎的住居水準 と現

質の要求とぞ如何に調和すべきカ、と云ふ黙カぜら 導 きN¥された 'Wf 定的 、玖策的なも のであっ

た 。 リーゼ ・博士 に依れば 、 最小ｉ￭ｬ Ｎ ＼ｬｾｾ間 の 法的制限は必要であるが 、 その方 法は更に研究 そ

要し住居衛生謬との緊結なる辿繋必要すると云ってゐるが、夫は決して「衛生製」だりで

解決し得るものではなし、。之に到しτ 、我図に於て 、之に類する制限が全く見出 されない事

もdJ ; 、我園の衛生撃の笹遠の遅れカ、らでない事は?; t然である 。ナこ Y 、此種の法規としては

京都府組J ! l J中に住居の J' IJ I " L 供する建築物K ありては建築面積 20m

2

以上たるべき事を規定

せるぞ見るが 、之 とて も住居使mに劃する法的制限の存イE しない以上、何等賞質的には故

よか| 製規定 とはな り仰ないであらう 。

5 ・結
五

日

Z

Z

H

M

 

以上 、 簡 ｊ ｹ ｬ ｾ "乞 ill ぺ七月Ir によ って、衛 生息的研究に よる故少| 浪住居室1mの決定は、一肱可

能の如 くに見えるも何等確貫なる根械に立つものでない事が 1l j 3となった。 ことに之を我図

の木造住居の如き に とるな らば、躍なる 生f9j製的保件のみを考へても 猶 、カ、 L る研究み司法

は狭| 溢なものと云は ねばな らな b、。 まして 、室は 、人間の本器で- あるばカ、りではなく「祉

合的」な人間の綿生活の過程ーの港行 lて釘する諸保件を満足すべき高度の機能ぞも つ本rmで

ある 。衛生息f C カ、ぎらi " あらゆ る建築科書長の基礎をなす科撃は、如イII Jに夫が 右 盆 で あ っ

ても 、その意義と| 以界を把握せす・して漫然と建築 IC連絡づける時は 、すべてカ、L る誤謬ぞ

背負ひ込む事は蛍然である 。建築の科事的研究とは 、問題の狭l喧な専問化 で もなければ、

夫のよせあつめが建築科墜となるものでもなし、。夫は絡に方法のあやまりであり 、「建築

計垂」ぞ未楠的問題へ解消し去 る必ふべき低目前である 。

中村寛氏に依れば 「住宅の最少限 を枇合的経憤的|銅係よ り考察する事は 、生理製，卜.、物

理接的開係より考祭するよりは猶ー屠複雑多岐にして 、その決定は困難である」と o 1: が 、

か L る研究ニそ 、主主行されねばならぬ問題であり 、叉、過 去の歴史は 、カ、 L る要求によっ

てのみ 、住居標準が決定されて dUこ事を示してゐる 。住居に謝する枇合的要求のJ;[/I: 般な認

諦の上に 、「最終の決定」ではなくて 「暫定の決定」 ぞ見出す時にのみJ -.j Aの 科 撃 的諸研

究はその汐路 を見出すのである。

我園に於し 、て も、 資本主義経・憤の賞展は 、移轄の 白IIJ 、家族の半期分散等綿ゆる挫折:的
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現象を件った人口の都市集中を結巣し、住宅問題の護生は1必至の過程となってゐるが 、住

宅問療についても 例を大阪市にと ってみるに 原則合課の住宅調査 (11!J，6- 7) によれば、l A

Ｑ 前 半均ｾ数 Ｓ Ｎ Ｐ Ｙ 帖 、 その 中、中 本署管内平均 ＲＮＵＸ 帖、 戎者 ＲＮＷＸ Ｑ 陥 ｬ Ｚ ｩＩＺ ｊ 日椅岩 ＳＮＰＰ Ｑ 陥 となって 、 過

符の徴候がみられる 。更に最近の新築住宅並アパート メン トハウ スの貫献を翻るに 、住居

の水準下的最少 li艮イヒの現賞的)例 Hは随所に見I:Uしれ} られる。長 屋建築は間口 2 問カ、ら 1 間

竿へ減少し 、連続 2 階建住宅は 2 階、1 階; a JJ IJ戸に使用せんとする重屋( 四山氏 論文節9凶〕

へ移行する 。 アパート の 1 室は盆々縮少し、然も 1 室数人を牧察す るに手IJ った。カ、 くして

住居朕態は次第に低下するばカ、りである。図民文化の諸般の水準に遅れて住居思想は地下

を低廻する 。カ、 L る聞にあって盟に最少限住居空間のみならすあらゆる住居の衛生的傑件

を可及的完全に保設せんとする法的地設の制定による住宅法規の完成は JI与に遂行されるぺ

き必須の事柄でなりればならぬ。積極的な住居法制定 ICよる図民の文化 、結: 育の急進的輩

) 長こ そ非常時日本の住宅建築 l亡謀せられた故大の課題 ではあるまいカ、?

文 献

Di e wohnung 1935 

高 等 建 築 墜 ( 1J j (論編) ( 主I ! 築行政、 住宅政貫主編〉

最 少 l浪 佐 宅 拓槌芳男;普

大阪市の住宅 大阪府 札千f1''*
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標 準 住 居 巴 我 図 の 住 居 水 準

一 一 住 宅 問 題 研 究 の た め に 一一

r. g  h

u

 

，
，
.
r

 

卯

1 ・ 序

作居に針する標準、即標単位居なるものが如何なる歴史的要求に基づいて考へられて来

たか 、そして斯る要求が生み問し fことみるぺきその料製的研究は如何なるものであっfこカ、

一一之守の問題に就ては既 K 荒木、和問雨氏の論8 ! 11: 依て- D悠明にせられfこ事と思ふ。共

結果、一般に標準住居の問題を純粋に生叫接的な立場カ、ら取壊ける事は 、或程度まで住居

の 良・不良 ・ 生活最少ｼ股・標準住居の規定 ・笥 ぞ定め ｾｈ る方捕となり得 て も、 Ｑ 筒般 Ｓｆｪ おＺ意

味ではーの将定的なる研究K 過ぎない事が明になっfこ。何となれば、我々は住居に到して

「之以上ーょくする必要はない」と云ふ絶劉的な限界を強制されるぺき何の到F l l も持つτ ゐ

ないのであるカ、ら。忌仰なく云へば 、斯 る純 ・或は ｾ� 歴史的・ 自然不 ＧＱ 製的研究は、斯の 如

き問題に針 してはプ1・法に於て謬ってゐるものと云 iまねばならぬ。

イ主席に岱lする要求は絶え す按化し、向上しつつあるものである。そして 、夫そ充足すぺ

ｾｩ￯ｩｬ 合的生産力も列、多少の起伏ありとは云へ不断の生長を経つつある 。 従 って 、標準とな

るべ き住居の内俗も亦不断に艶化、向上すべき性質のものである。

然らば如何なるものに肱じて夫は盟・化、向上すぺきものであるカ、。一一即夫は 、基本的

1 1 : ，ま共時代に於ける品 l弁的生産力の 盤底献態一一そして個別的には其時々の玖治的 、主苦情

的諮 ｦｾＱｾ 二 ｬ 亡従って住居水準の領域 ｋ 課せられる課題一ーの如何ｬＧｌＺｪＧ ｩＮｪ はる 。 むが之は計第十 ｦＺ

が経慣を買いてゐる叫想的な粧台に於てである。我々は未fごその位置に達してゐない。

従て我々は、問題を一腹次の如く| 製品したい。

標準住居とは我々が利; 合的生産力の稜展妖態K 剥j@¥して導き、決定する所のイT 居l乞j :J す

る共時々の典型的規準であり、 夫は共限 りに於て理想的なも のであり 、s _不断l 1: i Itl: 合が稜

展レつつある以上常K 過去の水準を超へたより望ましい住居でなくてはならぬ。すごが一方 、

夫は叉、過去の住居文化の遺産を受縫ぎ、之を盛展向上せしめる現貫的な立案でなくては

ならぬ。 従 て標準住居の採求研究は、; 1 ; づ我々が現貫vl::t寺つ住居文化 、住居水準の正確な

把握を川護黙としなければならなし 、。之は計塾経荷下 iこ住宅玖策が略正常に行lまれてゐる

問の責情を見てもすぐ感られる明な事柄である 。そ して、斯る概要占 l亡立って供応標準を検

討する時にのみ 、我々は正しい見透しと 、共 現 質 的 な 解 決 の1・14校を接見ししれトるのであ

る 。 此慮 ｩ と ｅｦ モ手千は、本論 ｬ 亡 於て標準イ ｮｾｈ 亡証 ｜ｊ ・置される現貫の住居水準について 、 之 ｚ 凶 ｜ Ｑ Ｚ 伶

6 9  v  



的水準 として見つつ 、特に我閣の夫につい て検討を加へてみゃうと考へるのである。

2  . 我園住居水準の基本的規定

住宅は簡軍 K 云へば害事働力の再生産される場所であ る。之は太古人聞が樹上生活ぞ管ん

でゐすこと考へられる時からそ うであった。文明祉舎の 向現と高の一部への集中、貧富の懸

隔の漸ヨ史的な深刻化は、夫自身j折る俄*1陪生み得る生産力の護展の結果であったが 、此盤

底は一般に努働力再・生産の水準、即生活水準を決して直接には上け得なカ、った。何故なら

ば 、既に俄剰部分は上居の人達の手に 入るぺき運命にあったカ、ら 。夫以来、生、活水準 ・住

居水準は被支配階級の努力 K 依て』立に徐々に襲化、 向上し科大に過ぎなカ、つfこ。住居水準

は文明利: 舎で・は針抗的な) ) の接楠而であり 、共 の綿ゆる時代を通じての住宅問題の基本的

なー墳であった。

近代資本主義社合に於ては 、之等の下居住民連は質銀事手働者で代表される 。彼等は彼等

の持 働力 の再生産に要するもの一切の生活資料の低位 、即 ちｾＮ働力の似値に 従 って賃銀を

受取る 。此事手賃は 、彼等努働者の生活水準、文化程度が;!ll jー的なものでないカ、ら 、個 々の

問 、個々の地方K 於ては同等のものではなし、。 そして 、此業呉を決定的に規定する傑件は 、

PJrWの岡に於りる資本主義が共下陀護展し 、従て此岡の掠- 働者階級が共 1" 1' 1 : 形成された所

の歴史的諸傑件である 。

過去の住居水準はd J ; 此歴史的保利: のーで、ある。が夫 と同時に現有の住居水準は此歴史的

過程に於て生み 出 される務保干|ーにもうが制約される 。そ して止協患に我岡の住居水準の諸先遣

問に較べての; j ' f 掛i]' 的な低度さ のーの原閃が見附 される 。

即 ち夫は我間資本主義哉 ｊｪｑ の特殊性で、ある 。 明治維新の不徹底な土地改革と ｾ ｉ 三封建的地

和の設定は農村ぞ極度に窮乏に陥れて孜間資本主義登建の基礎を作ったが 、此_I-. I ' L築カ、れ

註の

すこ常時の低い住居水準は夫と州 ｉｾｍ 的な都市住居水準をも制約 し、 都市集中の比較的経漫で

あった護服の特殊性は者IS dil L: )j そりる資本主義的借家経営を迭に大規慨に貫現ず る事なく 、

後 ｬ 亡比る如く農村の半封建 ＨＱＢｊｾＺｾ ｴ｝ 、 作料と樹上じされるぺき ｾ ｉ 三封建的 、 得生的借家企業を特徴

的なものとし、住居設に劃す る1・11符;の支出にも拘らすで住居水準ぞ何度に低位ならしめ仁。

殊に我岡資本主義は共盤以の' 市初カ、ら問内市場のをた臨さ のため に外岡への準阿佐必要とし

たが、常時既に干ii; 問主義段階I ' Lr 1j 達してゐ fこ先準資本主義岡K 射する唯一の武器iは、貧農

小作人の家計補足的な努働ブ) ;及び絶え 十共相会j 的過剰人口 の存;{Eの下 K 形成された低賃銀

であり 、此事は現;{E I'L r 1j る迄特徴的 1' 1 : 付纏って我家政経世のイ11' 紛性と云ふ美風と共 K 住居

水準の上昇ぞ押止めた。大戦後の j品村恐慌と人口の都市集中の漸く穎著なる朕勢は借家企

業の一歩前進を可能としたと云ふも 、夫は遂に営利的展開 lて終始して住居水準はやj等上昇

される ぐ くもなカ、った 。 而も 、 我同士が気候上Ｕ＿熱帯ｉＧｌｽＮ唱し 、 ￭ｾ ｉＧｌ ｊｾ しくとも半うじて凌

'd'H}' ると云ふp状態は干1
0

居水準ぞ盆々過酷な位置に取残した。
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廷靴下寺町
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ト

2  

第 l 圃 ; ; ' i 締住宅で t:t 今で! ，i . 湿り庭のついて

ゐるものが多ャ、。之t: t 古い卒面型た

そのまま{ 事へてゐる 1例

第 3 岡 "OI町家卒面ご売台んど 同形式ら持つ大

正中期以前の住宅

事政:IK信自岡野索

N明

第 2 園 が、その中で L 遜り庭た省略 して 、

もっさ有効 に面積や使 t: t うさする努

カが試みられる 。之はその 1例で土

問が退化 しつつあ る卒面。

仕き区帝縁由

ｾＴ 岡逝り庭たなんさ か して有 効に利用 し

。うさ試みつつある住宅。が 、まだ

過去の形式t: t 清算されてゐない。
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下宿風 lこ芽11mするご云ふ用途の t: め

lこ、呉つ t: 1f : 会え甘さる。前 lこ.I!f，¥¥接室力、

出来 、炊事場t: t 後庭 lこ取浅される。
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負1¥; 8 岡 市I岡同様。 此崎形史的解決t:t 、や

がて 、「霊屋型J 2jS-面 に雪量展する 。



帝政区佐野田島町

事 ｭ Ｚ ｾ 桐 ＱＱ 町

第 10園

最近の市街

型住宅の最

L 普通の卒

面 ( 三室 一

一整型〉

第 12岡 洞穴の絞な貸家住宅の内部 ｃ Ｓｾ 室 ＲＱ 告を型 〕
Ｑｾ Ｇ が 、 「滞日齢、闘の方が夏 ｬ ＱＮ i)1- しく 、そ

l: t 咳くて よν 」さ云ふ人 L わる。佐居技

術 低皮な率 、此言より推して知 ろべし。

J住吉区位舌町

も、

= 泉石田柳町

N明8s

ti$ 9 闘

jjii 固に見出

される要求

l U主によ F

|潜ら 全然 樹

立して使用

す ろ重属現

卒面 lこ務 展

す る。本問

ｬ ＺｴｊＧ、一 Ｑ ｾＱ Ｑ 。

第 111)

新l闘同*; 皇、

階段 L廻り

階段が卒面

の要求の1:

め利用 され

てゐる。

jfi l 3困 貸 長 屋 の l 例。 各戸の 出張り l1. 肇所。

( 大正院泉尾〉
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斯様 l之、純情制度の矛盾は現存の仲居技術の刊達が可能とする仲居水準を桓否する のみ

ならす 、更に我岡の特殊な照史的保1'1:は、例へば諸外岡 l亡干下校する 住居 I' C 針する法的施設

に於ても、 或は不良住宅改良に於りる改良住宅単位 、*制圧|烹準の設定、住宅監督制度 によ

る不良住吉の積何的改修依持、等に於ても表はれ、之等に| 発l してさへも 何等のノケ策なく唯

ＱｮｈｾＱ 乞 放置す る結果となってゐる事は ｊｊｌ ｉ ｛ 寒 心 ｦ ｌｾ 其へぬ ［伏態 で あると 云はねばならぬ。

5 ・我園の生活様式巴住居水準

住居7l ' <-W!は3むIIi t 1 守護展のmBu: の段階に於り る生活技術( 同校に件居技術) 、 生活様式、

及家族形態に閥聯してゐる。

生活ー技術とは 、歩手働力 の品 1:合的な再生産即生活一般に針する種々の物質的手段の韓系及

共結合械式・であると考へん夫は生活様式の護肢をヰ本的に規定L てゐる 秒J質的な基礎 で

ある。家族形態も亦生活 に 於ける Ｈ 狭く は住居 内 の〉 科員 Ｑ ・ ｉｾ 互の結合様式 、従て 生活過理 、

生活様式を規定する基本要囚である。 一定の生活7I'<-NH[ 於りる 雨者の結合較式は生活株式

ぞ生み 、地ーに完成された生活様式は生活技術の輩j誕 ・生活過程の改良襲革応、ーの拡抗と

なる 。

建築の前資本主義的生産様式は 、共f足度ーな技術的手段に依て 、我問では多量K 干HEする

木材を 利用する木 造建築ぞ蛮逮せ し めた。 而 も我列 ，ｲＺれ ま Ｕ ｾ 熱 ｦ ｦｆ に ｊｬｬ し、 戸 外生活ー の段階カ、

ら戸内生活の様式が確立される一定の住居水市 l乞速するにふtんで 、「家屋」の主要な課題は 、

まづ冬季の防寒よりも夏期の防暑 ｬ 坊漁をヨリ ｩｴ 口す べ きも の とした 。 此結果 、 開放的な ｾｱ ｬｩ
設 掛〉

部構造より成る木造建築様式を生1+¥し、13 此建築材産:1 と去 j別多茸の|降雨とは来上 に立つ床

上住居を最後に決定的なも のたら しめた。然乍ら n本の冬はUとして住み易い寒さを持つ も

のではな b、。此勲此木志建築様式の生れる前K 存干1: しすこ戸外生活ーを主とするより低い段階

の住居、例へば時穴住居の如き は耐水的な目的を主と して ゐたであらうと考へられる如き 、

興味ある事責である 。此冬期の本冷は 、低皮な住居技術一一貧 しし、暖房装置・火鉢、いろ

り、 貧 しい遮断材と構築技術ーーとに制約 されて 、床上住居 K 庄式様式を持込み 、叉一部

住宅内には向 ｉｾ 棋の手伝 閉 した室 、 ｲｾ 宝ぞ持込ん ナご 。

此生活様式は共生活水準と共に明治維新以後にも受糟れた。然も止t盟: 革の特殊性は作居

7l ' <i ( I ! 、生活様式の護展をも特徴づり た、即 ち必然的に低度な駅態に押止められた住居は 、

資本主義生産方法が可能とした住屑技術上の到達: より完全な J援房、遮断、耐構性、炊事及

衛生施設一一或は建築技術上の)! Jj 建一一共内のーとして新し く生出された建築技術家居の

住宅建築への参加ーーを遮ぎった。室は生活過程に劃して過去と全く同じく濁立性さへも

持たない笠間であり 、新しし 、住居技術探用の傑件を失った機能未分化の室の集積は 、却て

綿ての室を寝室とする事に依て日本住宅の水準1、γ ‘ ]包察プj を高め た。位と押入と を持つ住

居は 、j折る紅合的、 摂関的官条件に於て盆々有利 なもので・あった。家主矢内に内訂: し共昆に取
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残された字封建的家父表情1J 家族制度は 、家族員の濁立的な存杭の要求を抑制し、室の濁立

性K 主:; Jーす る要求ぞ仙んーから封じすよ。床上14e: 式住居が常然作つ仁作宅内の土聞は 、大きな本

聞をrl : i 有して住居文化の質的建展のーの障害となってゐ fこ。

然乍ら一方 、F 一部_I-. ) 昔階組の生活様式の完全な洋風化は次第陀共高度な住居技術 u 与に

生活様式をも盤ぜしめ 、洋風住宅、折衷住宅が生/ " 1'， された。此様式は小市民住宅K 於ては

舎費、[ 復接室等の些少の室分化 に依て摸倣 された。 他方-更に一部の住宅 l亡於ては新しい家

政生活の浸透が室の濁立性Z副作家住宅 l亡も持込んすごりれど 、現貫には夫 l立教所都府住に も

イ変なら しめる様な要求と 笹合して 、H 本住宅の崎形見的な解決ぞ生む結果となった。 ( 第

7、8、9園参照)

歴史的に見るし一般に大正中期所謂量的住宅燥の時代以後 、明確な企業的力向を意識

した貸家企業は確に此坪内でーの準歩ぞ成建けナこ。夫は住宅内の土問ぞ極度に縮める事 、

性教を建珂によむ し極度に多 くす る事及間口 伝純度に切詰める事であった。此過程( 立大阪市

K 於ては哲11汀家平岡カ、 らの体統的な通庭ぞ除去 し、数年間の試案的賀行の内1'[.*)[ しし 、住宅

卒同型を作 り Ｑ ＱＧ，した Ｈ Ｓ 室 ＲＱ ｾ を型或は盤型此過程ーに つ いては 、 第 Ｑ Ｂ， ＱＱ 回参照 〉。 夫はー

の準; ) 7 であると共 l亡貸家企業の限界を金々明にした。今や者11市小住宅はーの細，長い 、薄暗

い、出を! 欧いた二つ 口の鰻の寝床と 化しつつ ある。 ( 第12回参照〉

4 ・我国佳居水準の現扶

ミたに我々は若干の資料に依て我問の住居水準を外岡の夫に上じ較してみゃう。

住居水準の上下は住居殺の多寡に依て推察 し得るが、今絶劉・住互に依る 比較は別 として生

計費中住居費の占めるよじ率K 就いて考へるに 、医H際事手働灯J の各園事事働者家計ー調査の tじ較に

担金れば 、 我図 の 夫は ＱＵＮ Ｘ Ｅ ｾ 旨示し 、他 の 諸閣 Ｈ 例 へば ドイツＺ 14.2%) と大差を示してゐな

い。併 し本調査の劉・象となった努働者は何れも平均以上の牧入を持つ ものであって 、共程

度は日本K 於て若干著しい事が知られる。此黙を考慮して月1J IL例へば昭和 7 年 9 月"， 8年

8月の東京 、大|坂雨 i' ! l 附近給料生活者及第・働者の生計 強調査をみるに前者は雨rll共平均綿

支出の20% そ越へ 、後者の夫は東京18. 17%、大|虫21. 03%を示 し、家賃のみに就てみる も

給料生活者は雨市共平均支出の17%依 、事手働者は束京 15μ 強大|坂18%弱を示してゐる。然

も、大鰐生計自綿額がよかくなる程住居費は増加して 、大阪i li I'L於U る牧入 50困未満の務働

者 の 如きは貫 に綿支 出 の ＲＷＮ ｧ［Ｉ Ｅ ｾ 家賃に支妙 ＱＺ ってゐる。

然るに一方、貸家建築の鋪却年限に就て，考へてみるに 、我固に於ては貸家建築の存続年

限は大酷50年ぞ上限とする如く考へられるが ( 大阪府: I1H和 6 年 5 月"， 7 年 3 月の借家住

宅調査によれば建築年数29年未満が線教の92. 75%、34年未満で 96. 22% 、44年未満では 9

7.77% となってゐる 〉。 一般に その存続年限は40年と考へられるや うである 。 ( 此事に附す

る詳論は別の機舎に譲る 。 とりあへ歩 、上述調査中 、中 心両のーである九傑署管内の数字
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tt' あけるに 、明治261f. "，30年建築のもの 、即 i f {均38年以上摂過のもの 、綿教の18.81% ぞ示

し、118線 はここに念激な J -. 昇の結末をつける ill を書いてゐる〉然るに 、例へば最近の大阪

i lil C  ｉｪ をける小規模借 屋 ｪ 経営と符接 不 ｬ 輔 の ｬ ｾ ｦ，ｉ係にある 「 建て資り 」借 屋に 於ては家賃 の算 出

は大関 5 ク年鋪却を以て基準としてゐる 。勿論、此償却年liRはVf没後作宅慨によ ってー居強

化された併鹿住宅の質の低下に基礎をおいて、特に舟縮せられたも のであるが 、一般に鋪

去p年限は現賓の存鏑年限より造に矧期間である 。 ( 鶴封建時代以来のf行屋経営・につ いては

西鶴が元秘初期に手引、fこ織留の 中に 「六分にまわれば大犀敷賀ふて借屋住取理惜成事はな

・・・・・・・ ・・ 5)  

し。火難ひとつの気遣それは百年目十四年には本銀取返し地は永代の賓ぞカ、し. .. 一J とあ

るのよ り想像されるすごらう) 。之を外閣の例ー- - - 1 J IJ へばドイツの公盆住宅企業の家賃計 :J1=

k 於ては鋪却期間 100年、ーーに較ぶれば、正に上じ較に絶してゐる。

以.1-. の事責は何を意味するカ、。即夫は 、我問の大都市住民が既に故閥博士に依て捨置き

難いものと i坊 さ れ て ゐ 2線、牧入の20%以 1必もイl: f.l H11' L 投じなが 、猫旦剛| の持働者階

級が住んでゐる住居より十数倍も粗末な家に居住してゐると云ふ事である。勿論、建築材

料のキ1I 異及低廉なる事11i が此占星K 大舎な役割を持ってゐる事は礁である 。ずさが此事は叉、

我岡の一般住居水準が現有の住居技術、建築材料ぞ Il -揚して更に向上するために大きな|年

寄をなしてゐる事をも示してゐるのである 。

更に上;述の鋪却期間と現賓の貸家建築の1{‘ 続年限とを考合はせる時、貸家企業、家宅、

地主の:符生的性質が盆々 IUl となると同時に、既十亡鋪1; Pされた木造建築の大部分が依然干了ー縛

する事に依て都市不良住宅が絶え ? 再生産されつつ ある事が宥取される 。即、 住居告の支

H¥の大なる事は住居の質の上位を保請するも のではなくて 、家宅、地主の寄生的性質を特

徴づりるものであった。此慮カ、ら 「正常な家' f i J の非同、 nlUま之が貫現のための公営住宅

の韓民等の要求が提出される事は全く常然の事と 云 lまねばならぬ。只、之も直ちには員A 賓

の解決でない事は一躍注意すべきである o 1O
j' 1放ならば 、之等の企岡は借家人と家主問のff{

値不盤の商取引 を可及的公正にしゃうとするすごけ であって( 土地問題共仙の悶難は除外す

るとしても〉狩・働力の i賃値が引上け られない以上イt 日水準は上昇し得ない し、従て住宅問

題も よが解決されないカ、らである 。即 ち、も し斯る「公正なる家賃」の計算が一般的とな れ

ば夫は叉努質にも影響を及陪さす‘ には置カ、ないであらうカ、ら 。住宅の基本的問題はi H令的

住居水準を 如何 にして枇合的生産力の稜版 ｉ｛ｾ ・ Ｑ Ｍ Ｑ ＱＮＧ臨した標準住居 ｋ ヴ ＱＮＱ ＭＮけるぺきカ、と云ふ 問

題であると我々は考へる 。

5 ・結
五

回==周

依て、我々は以J -. I'L於て我岡の住居水単の現駅を簡 ' Q! I ' L 検討してみた。 そして夫はr; I'L 

我々が枇合的生産力の稜展の現段階カ、ら考へ得る ・或は現ギFの住居技術の到達カ、ら稼想し

得る ・理想的標単位居1' L i 1 f t 11 : 遠いばカ、りでなく、夫が外閣の夫に較ぺても著しく劣って ゐ
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る事ぞ知った。

j折る駅態に 於て我々建築家の住宅建築K 劉ーするd * 題は如何 K 提起されるぺきであらうカ、O

r m- 住宅の民の理想的計委は正しい標準住宅の傑求にあらねばならぬ。だが此標黙は

窓恕であってはならなし 、。夫は既 に;a;べfこ如く絶え す盤化しつつあるばカ、 りでなく 、現賀

Ir. 於ては絶え す- 過去の仕肘水準そ遺産として檎承し 、之を護灰せしめるものでなくてはな

らな U、。止U起に我々が現イ，: 我闘の住居水準を正確に把握する必要ーがあったと共に 、建築の

計垂研究が 純 自然ずｼ謬的な附心のみを以てしては 何 等本質に ま ｉ ｊ 達し得ない事 、 建築ｾ的研

究は絶え歩 、 剥 ［ 合的 ｉ ｾ ｍ 心に裏付りられてゐないりればならない事が確認されるのである 。 そ

して 、 ここに 、既A の如き幾 多の悶難にも拘ら す 、我閲住居一般の水準を如何にして 、叉

如何なる黙を以て改良、 ri'l _I-.せしむべきかと 云ふ建築的課題が提起されるのである 。勿 論

夫は問題の基本的解決ではな b、。t: が此蕗に建築星第上の課題が先づ設定されるであら う。

ギひ本協舎に於ても住民委目合が此方市の研究に若手されると |苛J ｾ、てゐる 。 今後の研究の

護肢を期待して 11 ーまな b、。 ( 1936，3、11)

1) 猪間娘一 家計調査 lこ表( : tれ1: 各園労働者の生活状態 〈都市 l問題 18容。 2青島〉

2) 同 上 p.44

3)  都市年鑑: 昭和 10年版 ー家計調査統計

4) 大 阪 府 : 資地調査の結果からみれ大阪市内の住宅 ( p. 132)

%( : t 便宜上「純住宅」のものについ て取つれが、! 苫舗住宅に於いても殆んど同様である。

5)  西線織留: 岩波文庫版 p.30

6)  幸島雄吉: 佐宅r:1J 題l二関するー管見 〈都市 l問題20絵。 1銑) p.96 

7) 関 ー: 住宅問題さ都市計重 p. 13

8) 前 掲 6

註 勺 掛〕 或(:t、i度来民族が、すでにその原住地の務総件に制約されれ、一定の完町立されれ様式た、

件。来つ1: さし見るぺきである。
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組じて建築界の進化、製Ｚ轄は ｈｾ ［￦Ｎ目 前の 一 々の事象 ｬ 乞 就てえる時甚 ｴＺ 遅々たるの感があ

る。例へば玖治経掛の部門 l亡於ては 1 年間と は言はな くとも 1 ク月で も共世界カ、ら全然離

脱してゐると勝手が走って | 掴る程賞に目まぐるしい盤輔があるが、建築界K 於ては決して

夫れほどの盟・轄はない。

之は攻治経慣の部内は人と人と の|紛係が殆んど 全部である に劉し建築界は人と自然との

|捌係 、更に別言すれば自然に会!する人聞の技術的闘宇が主要部分そ内める カ、ら であらう 。

人間同志の力 量は違ふと 言つで も、程度問題 で大鰐H'C}j そし、 てよく似fこものであるからここ

に於りる闘事は自然相拍仲し従って千盤、高イヒを極めるのであらう。 一方建築界に於りる自

然と人聞の力は誠 I'L J:七較にならぬ程前者が偉大であるカ、ら 、之医会lーして比躍的な盟、化ぞ求

めることは無辺なのではなカ、らうカ、。 Tごからこそ、玖治経慣の時事問題は質K 話すに困る

程盟高であ るりれ共、 反剥ーに建築界 K 於りるそれは買に話すに困る程少 ないのであ る。私

は奥へられた、建築と時事問題と云ふ、命題につとめて忠宜ならんと色々貧弱な頭を捻っ

て見たりれど時事問題と名付くるものの少いことを後見してー臨甚だ困った次第である 。

然し建築界は 全然静 止してゐるのではない 、否人間 の科分野に於ける健みのない努力石) f・

讃に依って質に目覚しb、世肢が遂けられつつある 、私の主として附係する住宅建築に於い

て も一軒 カ、ら次の - - ]1¥1' へ と新しい イク ラかの智識が折り込ま れて行くのであ るo t: カ、らこ

れ 等の 問題 を設なく ＱＱＱ￬ へ て行くならば凶難な仕事も ＱＱＱ ｊ 匂 ーカ 、の Ｉｾｦ ｣Ｚｽｪ ｎ 、て解決されないこと

はない とJ品ふ、私は、ー|ミとして住宅建築界 K 1j ぞける最近の fL! tli'J を忠ひっくま L にとり上け

て世訟を試みてみたいと忠ふのである。

×  ×  

貨幣経憤の品土合では理論的 l亡正 しいこと であり 、共の干fイ(: が吾々の生活により良いも の

であ っ ても、それが 閤民所得 ｬ 乞 照し合 せて所得の範悶で ＩＱ 自ひ ｾｈ ｾ る ので ない カ、ぎり貫現さ れ

ないのを通則と してゐる。 7ごから或意味から 言へば、と・らせ質現の出来ない智惑なら 如何

にいいものであれ、経憤的でない限り垂ける IDHc: 当事しいのだから 初め か ら考へな い)J が無

駄な努力をしな カ、っただり終日ごといふことも 言へ ないことはないのである。が、先ーす鰹情

的である カ、を考へて然る後、慾望が起 るのではなし、。吾 の々 生活は如何にすれば豊富にな

るか、そ先づ考へ、然る後経・皆的か否カ、t.e検討するとむ、ふのが 、)1国序である 。 この意味で

私は先宇佐宅K 於り る u 理論的の慾望" とでもなすくぺきことに鯛れて見fこい。
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近頃極く 一部の人カ、ら u新しい建築は新しい醤感カ、ら出世 しなりればならない けといふ

ことが言はれてゐる。この説は要するに建築 に人11¥1の身部I を自然から保護する といふ交動

的なところにの み使命ぞ持たせないで、 より健康t.e噌逃せしむるといふ積柑的使命を負は

す ところに新らになる意義があるのではない かと忠ふ。而i して此のl況は敢へて住宅にliH ら

れて H昌へられるのではない Jt ゆ る建築に li 'J って言はれることなのたが私は住宅 K }j れ、て故

も切貫なものを感すゐのである。

一言κ して輩せば住宅は他のオ フィス建築 11: 比ペイク ラカ、遅れてゐる 。共設備に於b、て

叉建物 l亡診l する人々の除l心1'1: 於いて十年以 1-.の退位は認めなくてはな らなし、。 モれは何故

か。 色々の原囚はあるすごらう が第ーは経例的な事 山 に ｛ＱＨ ｜ っ てゐること は Ｑ 礁 で 、 ｪ ｟ ｾ ｦＮろ之 は 住

宅建築ぞして遅れしめた決定的な要且l ではないかとさへ考へられる。 即 ちオ フィ ス建築の

出究者は合j祉銀行当者二の集国が主般となるから して; J ( の舗 も大であり 、依裕もあるから放も

能率的な、最 も街 生的 な建物を建築せんと し叉之は或程度質現可能であ るりれども住宅の

主艦たる個人は椴令其の希望は如何 に大であっても憤憤的に本れられるところ少なく遂に

iv. 寝入り せなくてはならない事である。集積された綿和1 ' L}j れ 、て は兎も角 、個 々の建築で

は共令高は比較にならぬ程少い7こめ 、技術家も住宅建築には一般的I ' L I初心そ持つ人 もよかな

く、殊に態調: と起る借家建築に至つては新しい技術が臨月] されることは賀に析なのである

このどちらカ、と 言へば虐けられた硯さへある住宅建築も経情的)J '而カ、ら翻挺 してみれば

あまり民院に ならないのである。 |封l くが如 くんば我凶作年度ーク年の建築線制は宜に 13W.

であると云はれ て 居る。我々は我国家 像 算の半ば 以上の 多額に 上 ってゐることに 先 歩 Ｍ ｾ

し次には誇りを さへ感- t.るものであるが、之1'1: 含まるる住宅の宮11合を忠、ひ見て一昨ひ瀦誌の

眼を陸らなり ればならないのである 、即 ち、住宅建築は 、工場、オフィ ス等の j もゆる建築

を向ふ に張って 13f意凪 中の半ばを占めてゐるとの こと である。 個々の建物をj名較すると誠

にと るに足 りない住宅建築であるカ、も知れないが、之を IJ : 本の園全能として見る時は近頃

騒がれてゐる F金平やif; f . 軍の稼算よりは多いのである 。ずさカ、ら此の綿額の偉大なる黙から 言

っ ても 、 叉楓 ｦｉ ｝ ｾ 甘管 へ て人間 一 生のうちの大半を 、殊 陀女Ｍ 、 子 供に 至つて は共 ＹＰ パーセ ン

ト迄厄介になる住宅の重要さぞ考へると 、 もっ とも っ と技術家は無論のこと 凡ゆる分野の

人間は、大けさな 言 ひ方をすれば ｦ ｾ Ｑ ・皐ぞ綿動員して研究 す べ きだと忠ふ 。

然るに事務所で勤務する時は、冬は'n安房があり 、立は冷房があ るカ、ら質に気持が良い

が、家へ腕ると暖房設備は、主l l ' L 不完全であり之が厄ほHの原因となったりする 。勿論の事

夏冷房装置をされたる 住宅は先宇皆無 と言っても過言でないのである 。共の使用rl ま水洗式

でないから臭気 ふんぷんといふ非衛生的なものが多い。質際のy状態は一部の特殊な例外を

除いて 、設備の黙1 ' L1jれ 、て住宅は甚だしく 非街生的I ' LrU* てゐるのである 。近頃lま冷房の

方はさ て措き J暖房のみは、従来の薪炭の外 に電気> > . びガス 、石炭等の燃料が月j ひ られ、 年ぞ

追ふて大衆化し つつあ る如くであるが、部 屋全 踏 を媛め るとｾ，ｾ Ｎ、黙に於いては木造家屋が
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大部分る? 占めてゐる我岡の住宅に於b、て米ナご未Tご理想に活力、遅れてゐることを認めなりれ

ばならない比較的研、究され大衆化せる暖房に於b、てきへf古j .13 つホの如 くすさカ、ら 、冷房と之

vc ｾｾ ｉ ｊｉｍｩして漁度 ｬ 亡至 つては殆 ん とイ ｮ ｪ Ｇｩｻの ｊｾＧ と於し、ても解決されてゐな い のである。

:;( i は住宅が如何 lて取磁されてゐる カ、の一例 K 過ぎないが 、私はここで再び話頭陀述べfこ

建築醤皐 ( こんな言葉が詐 されるカ、否カ、は少時三号へないで〉に立反って考祭しなりればな

らな U、。即 ち現夜ピ J レデイ ンクJ にはi且漁度調整 、空気の iilf i字化が行はれてゐるが具して之

が我々 人間の身臨をより健康になしてゐるや否やの問題が即ち建築鐙製の雄官すぺき事柄

i: と思ふ。只漠然と冬は暖カ、 It : 兵は V;t しくと云ふ様K 自然のコンヂシ・ヨンを訂正 したので‘

は事足りな いのではなカ、らうか。現イ1: 丹rr 謂快感i E皮と 言はれるのは嵐氏20度前後機度は60

パーセン ト 前後とされてゐる。之は季節に依 っ て多少 の ｾｬ ｬ 遣はあらうりれども之位が通

話とされてゐ る様であるが、昨年であつ仁カ、と思ふが 、冷房は却って身慌に有害であると

さへH骨¥る者が出で 、之K 劃して冷房業者が保険上甚だ役 lて立っと h、ふ桜 lて之ぞ釧駁して

ゐfこ様であったo ｾＮ結末はど う なったカ、 ｼ 昔 Ａ くことが 出 来なカ、 つ ｦ こが 、 若し以躍に ｄ［ｾ し く気

持が良いと いふ7ごりで健J誕上有志・があって は大挫である。こうした議，; 命が生じたのは 、要

するところ冷房装置は新しい設備で可なりアス トも行はれてゐるのであらうりれどこ の一

事から推しても如何にすれば身髄ぞより強健にするカ、をも っと もっ と臨製上の立場カ、ら之

ぞ科率的 K 解決してカ、カ、る必要が生じてゐるのではなカ、らうカ、。今若し前ill の如く温度t . J '

20度前後でI熟度が60パーセ ン トが宜現されたと恨定する。朝出勤して迅ird: する迄の オフィ

スに於りるコンヂシヨンはもとより 、 共人を運ぶ自動車 ｪ う 至屯車の交通機 ｉｾ 討も同校のコン

ヂシヨン密保ら 、更に住居も同じi晶度と i払度が貫現されたと俄定する時はココに始めて我

々は自然のia度漁度カ、ら殆んと完全K 隔離されることになる。 言はば温室に人れた花の如

き［伏態な の である。ｴＮｊＧ、カ、カ 、る 朕態に泣かれた吾々 の 身植が ｡ｾ して保健上どうなるであら

う。ーノケカ、ら見れば温室の花の如く全く抵抗力がなくなり 一朝呉ったコ ンヂシヨ ンの外気

に接する時は忽ち萎れて行くj j I 命にあるも のか、父は天然に放泣きれた場合、各々有 fこな い

特の花が生き生きとして肖 つが如く 、かカ、る理想のi伏態 IC}j モヵ、れにか々の身躍も益々健余

となるものか、吾ノを皆墜に素人として ilJ なり興味のある 問題fごと忌ふ。現代迄の経験 では

i前例1σ〉如 き茶 1' -4、50度 の 冬 に は 之 を |妨来月j 具なしに欣也して i丘りば凍ttHt : 同カ、されて遂

には生命を失ふカ、ら全然自然の ままに政位することは許されないとえふことである。 i : カ、

らと言って之を極端に考へて全然自然カ、ら i謙隔された場合処して健康が培逆されるものカ、

否かになると一寸素人には見世がつきかねるし。叉醤接的にもかカ、る方面の解決がつ いて

ゐな いのではないか。

だから先歩、此Ji 面の研究を会j・象とする建築醤撃と云ふも のが必要だ と言ふことになる。

建築鶴男是の確立 K 依って 、i且IMs度、気流等の問題も共他11与* 生歩、るであらう j七ゆる技術的

な問題が 、凡て強健上の立場カ、ら解決される のである。

之は怖来建物ぞ箪 に 自然から人間を保護するといふ消極的 な使命より更に準んで吾々の

身躍をよ り強健にす ると云ふ積属 的 な使命ぞ負は しての立場からの考書誌である が 、顧みて
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前者の自然より保護といふ使命に於ても現抗幾多の快陥を指摘せなりればならないのは甚

花遺憾である 。

即 ら火に到しては焼けな い家、 j氏IC会l し叉地時に劉し壊れない家、が住宅に於ては未7こ

普遍化 されてゐないのである 。例論理論的 K は餓筋 コンク リー ト梢遣のもの であれば 、耐

火、耐震 、耐風的で一雄解決はついてゐるが我極H' L 於りる夏季などの高温高漁度を如何に取

倣ふぺきかなど之が理想的に解決されてゐないのである 。若 しコンクリー トの住宅が賞現

i;e Jt なν 決定的な支障であるところ の経情的な 問題が解決さ れたと偲定しても向技術的に

研究しなりればならないも のが少なカ、らす7認されてゐるのである 。

更に近*m品力の保護と b、ふ1工場カ、ら快感照度と云ふことが特に八釜しく 言lまれてゐる 、

この事も既に理論的には 、 例 へ ば讃 ｦ ｬ Ｚｩ ｾ f ' [ は少くとも 200;レツクス ( 1燭 光の光源より 1米

l採れすこ ところに於りる照るさ 〉が必要であると云ふ桟に解決さわてゐる様である 。之も前

辿の建築皆皐 として更に研究すべき題目の様に思はれると云ふ黙のみを指摘するに止めて

多くを語るぞ巡り械と忠ふ。

×  X  

以上は甚だ散漫てeあったが 、住宅建築に於りる鶴喜多的研究の必要が呼ばれてゐることと 、

種々 の駄に於U、て住宅は現花賞見され是認されてゐる健康増進の使命在来しτ ゐないこ と

に楠れたのであった。即 ち私は甚だ具膿的ではなかったりれども之で頒初HC遁ぺ大住宅へ

の理論的な慾望の一端をものして見たつもりてある 。

このま理主! カ、ら離れて ゐるこ との最大 な源問は、経例的な けl 凶であった ことも既に指摘さ

れた。 ここではこの支障をやj 如にすれば取除くことが出来る7ごらうカ、を考へて見たい と忠

ふ。私は問題の解決といふよりも寧ろ問題の健11- ¥手? となるカ、も知れな いが兎に角試案と で

も 言 ふぺきことぞ Ｑ Ｑｾ して見 ｦ こいのである。

慢房 、冷房 、漁度の調節装置だが之は住宅各個に施設することは現献では不可能に近い

のすごカ、ら 、市各地であるとか 、住宅群をなす場所では共同の J践房装置ぞつくるこ とであ

る。例へば温泉叉は温気 、慢房であれば共住宅術、何百何十かが出資して之を施せばピ J レ

ヂンク刊こ於りる暖房の費削よりは 、すっとす、っと安くなる とも高くな ることはないかと も

忠ふ。冷房共他の来! 尚之出 も同校、電灯がスに於りるが如 く各住宅K 去さり込む般に すれば現

イ1:不可能視されてゐることが或は髭分でも賃現されるのではないかと 思はれるのであ る。

それには公共国関が品創に住宅街生方聞に開心を持ち之が宜現K 乗出して文化の向上ぞ

悶りない限り現在の ｉＢｾ 民所得では不可能の事 ｪＺＮＧ カ、ら、この共同的施設に依る併決は較も可

能性のある唯一の)T迭ではなカ、 らうカ、。

それと ｾＺｈ￟ｾ ｉ 聯して 考へさせら れることは 、 建築材料の大量的生産による建築費の低下問

題である 。干喜々 は貰! 際建築 K 汗; ってJli -j感するのであるが、我闘に於りる建築材料の規格の

統 ー が貫 ｱ Ｍ ｲｈＭ｜Ｊ ない Ｑｾ め例へば木部材料にしても 、 建具 、 投などにしたと こ ろで大量生産さ

るぺくして この しきはりの鰐め防けられ、無駄な経1lt そjj 'i してゐる ことの女n1"J に大て' ある

か !! 今迄すっと阻まれて居る吾々の理論的慾監が何時具儲化 されるカ、を思ふ時建築髄撃に

ｉ ｾｾ ｉ する研究と同時に斯かる Ｉｩ 而への準轄の必要も崩感するのである 。

8 1  v  



住 宅 に 最 遁 の 「温 床 ! 暖 房J

一( ノJ ネ ノV ヒ ー チ ン グ) ー

中 島 彦

ー..L.

ノ、

「住宅の暖房」と 云ふ事に就いて私共に御相談を受りた場合、従来「住宅の暖房なら赴 l乞

限る」と云ふ自信ぞ以て的確に決定的な御逗事が致し粂ねたものです。

と云ふのは今日迄 「之が住宅向さ? として最適の ものTご」と云へるものが見付からなカ、っ

たからです。

月I f が此E包に今度こそは員.貨に住宅向きな殊に色々な黙カ、ら翻て日本の土地柄 t G汁った)/

法を御返事出来る様になった事は布il と云つでも 、喜ばしし、事です。

それが此の 「温床健民J ( パ ヰ J レヒー チンクう です。

共れでi ま如何云ふ勲が従来のJ駿房では気に入らなカ、ったか、即ち、従来の媛房装置のf A

黙は何であるかと 云ふと 、

v  8 2  

( 1 ) 只さ へ日 本の冬は掛度が少いのに慢反する潟、室内が盆々乾燥する事。

( 2) 爆房の拐の放熱器( ラヂヱーター〉は技術的には如何しても窓際K 掘え度くなる ので

すが 、 共 の ｢ｾ ｉＧｌＺ￨［ の カー テン 等にも擦れる事となり、叉窓際以外 の 場所に耐える時十亡

は仙の家具 、調度の配置等K 邪魔になる事。

( 3) 放熱器の抑えられた所は共1 ! ，! カ、ら天井が直ぐ共熱気で吹きー卜J t - られる朕; 域の潟、尽

く汚れる事。

( 4) 洋 室では放熱総は 、ますご半抱出来るとしても投般の 11 本間では如何にも之が不調和

な事。旦つ洋室の場合以上に置く場所K 困る事。

( 5) 狭い室では 1 ク所 、大きな室では 2 ク所、或ひはそれ以上の放熱器で、室全開伝煤め

ねばならぬのですカ、ら、放熱総の近く のみが曇過ぎて、速くなる程泌くなる、即ち室

温が不平均となる事。

ＨＶＩ 室長の封流作用 ｬ と依 って 部 屋 ｴ ，･ Ｇ， 燥める、即 ち 放熱器で き さ気ＮＺ￦ｾ虚め 、此 の慢っ た ［住気

が先づ天井ーに昇り、共から j順次床面へ廻って来て部屋全臆を暖めると云ふ順序 になる

のですから 、自然室温は床面から天井ーに行く程i昆度が高くなる事で、人が起居する程

度の高さの所で丁度適度な温度Ｈ約華氏 Ｖ Ｕ 度〉となる Ｑｾ には天井 の方 は自然保程 の 高温

〈約 Ｗｓ 度〉となる事、此嬬足 のプ ｦ は冷えて頭の方が逆 ｴ る感じをｾ へ る事 。

( 7) 従って天井のプ' f 1 ' L 菩積される丈りの蝕分な熱を不必要に放散させる結果となり 、不

経慣な事。



是警が従* 行はれて*

7こ暖房の快勲でありま

然るに ｲｩｦｦｩｕｾ ミ媛日」

で、は次に; 事ぺる械な

事力、ら上言E諸夕、;黙が

悉く解消される事と

なる のですQ

抑々此の r; 品川三股

房」では従来の般 Ｉｊｾ

が熱の主J流作用 K 依

1 床中 lこ牧 められH 湿床媛房」のバイプ って室を』援めたのに到

し主として 、熱の縞射作IIJVL依て』暖房する事になる のですカ、ら 、室i且を左程上弁させなく

とも 、 健房効果があ分ある の で 、 丁度冬 ｹｺＺＺ ｊＡ ｴ｜Ｎ 泊り の Ｑ ，ｾｾ、戸外で日向恰つこぞして居る感

じ、是がこの「温床』媛房」であります。

それでは此「パネルヒ ー チング」と云ふものは従来、無力、ったもので、新しく盛見さ れ、

考案された ものカ、と云ふのに 、決して左様では無く 、貫は遠く今カ、ら 1900年程以前叩 ちロ

ー7 帝閣時代より既にあった ものであ ります。

併し是が近代化さ れて貫施される犠になったのは今カ、ら約30年程前 で、;失h主1(1) A.  H ， 

パーヵ一氏の研究の結果でありま す。

「 パネノレヒーチンク ｝ にも床式 、 天井式 、 ｦ ｩ りに勾Ｇ［ｾ々の種舗があり 、 共熱源としても 、温

水、熱 J!liL、蒸気、首熱等種々なものを月1ひま すが、我問の住宅等 11: I' I しては建築め構芯F ト.

:ft: 他カ、ら考へて 、此j必 tとえsぺる iffi tJl'<. I' l : 依る床式の「温床暖房」がー祐治蛍した ものと Jaひま

す。

朝鮮の「オンドル」も一種のrrt1J ぷ媛房」で是は床下の土地で作った脱退の中 l乙枯草等を燃

焼 させた熱気を導いて室を J接めるもので‘ す。

掠てそれではrig，床暖房」は従来の慢房と施工上如何異なるカ、と云ふ と、 床上に置いた放

熱器の代りに床の中yz:: 1" 叉は P/ / ' 程度のパイプを計算カ、ら定IJ り出された長さ丈け入れ

る( 寓J ¥t - )と 云ふ丈け の相違であって、共他は従来の潟水爆房と少しも鐙らぬので共パイ

フ' yz:: 温水 t，e循設させる のであります。

但し此温71' <. 1主従来の倭房では部氏 108、90 度位の高温ぞ必要としたのに封し 、造力、 lて低

温 の ＱＰ Ｒ 、 Ｓ Ｐ 度で Ｇ ｬ 叫 ｉｊｘｾ 、 の です 。 Ｑ ＰＸ 、 Ｙ Ｐ 度 の 湯とは ｴ ， ｬｬ 騰黙 ｩ 乙 近い熱度で 、 ＱＰＲ 、 Ｓ Ｐ 度と云 へ ば

先づ呑み加減の温度の湯と云ふ事 iとな ります。

斯様な具合ですカ、ら 此「温床媛房」は次に述ぺる様な優れた諸黙がある のです。
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(1) 主と して熱の輯射 作用 に依

り室ぞ暖める のですカ、 ら、家i且も

よじ怯的低くて t接房効果があり、従

てきさ気が乾燥する程度が少くて踏

む事o _u_つ床面に近い部分と 、天

井 IC近い部分とでも大関iR皮の差

は無い事。

( 2) パ イフ・が! ぷの中 l亡|思泌 され

てゐる の ですカ、 ら、室内 lとはやj等

同|障りになるも のは無 く、 室自惜

が有効 に使用され、家具 、調度の

配置が自 由で室の掃除等も楽な事

( 寝具2、3、4)

( 3) パイ プは床中 l乙|品の桜 lと室 十

一!前に配世されますカ、 らjぷ而全酷

で室ｴ￦Ｍ ｾ 媛める事となり、 室の 熱分

イ11朕態が均等であ り ま す。 即ち

Ｈ Ｑ Ｉ 引 と Ｎ，ｊ ｾ ｶ ｣ 考へ るし 室 温は立

問! 的 に も'1': 而的 に も「ム ラ」が虫¥H、

事。 a: 1亡率ろHミ而の方がJ援 カ、いの

で此黙 背 カ、ら孟ふ 「 頃ぷ Ｉ ｅ 熱」と Ｎ ｾ

ふ事 iと合致し、衛生的である事。

-

2  第 l 闘の「温床媛房」の室 lこ盤た入れ1: 闘

3  I 温床媛房 J re袋毘てまる 山j協高等女暴校 校長室

( 4)  11，行tRする i昆水の温度が低いのですカ、ら 、パ イプl伺か ら放散する熱度も 低い錦 、建築

4  i 温床峻房」た袋鐙てま る来邸

v  8 4  

に 佼則 されて府る多数の 子 ｾ，ｦ￀ＢＮＦ Ｊ

内の家具類の3 E ひも少くで悼む

事。

ＨＵ Ｉ 室 ｩｒ か低くて暖房刻 ＡｊＡＭｬｾ があ

る 事と、 ｊｌ つ 大井カ、 ら ｉｾ 乙迄室温 ｬ ζ

ｚＮＵ 低 の Ｑｲｲｾ いと 云 ふ事は月 Ｑ｛Ｇ 要熱誌が

少くて桝む事で自然ボ・ィ ラー共他

も'，l!li !ll の暖房 IC.l:も し小 さなもので

桝むのですから 、設備i控並 K 経常

fせが削減さ u る事。イR し此; j { イラ

ーが小さくて悩む と云ふ事は 、戸十



哩j

5  r温床媛房J 1 e 袋置ぜる采邸康問くタイル張り 〉

6  i 温床媛房 J1 e 袋置てまろi J l脇高等女拳佼化墜教室

算上から賓| 擦に現はれる結果なの

ですが 、市場のボイラーは特製活

者 l亡依って決った容量のものとな

ってゐますカ、ら住宅粍度の焼房策

ji17の上む|剣句小 さし 、場合にはZじ迄設

悩Il fi の減少が日す. ちませんが建物

が大きくなると共差額が1・JI 常 U-ir:

って来志す。

( 6)  Hミ中のパイプから 放散しfニ

熱が床面 lて吸牧され、蓄積されて

府る 開係カ、らボイラ ーの火が無く

なってカ、らでも相官長い時間室

;Rを低ドせすi 亡保って ゐる事。

大目撃以 ト. の様込: 事が共の特黙で

あります。 パイプは岡の遁り木造

の場合は 二重床の間の然聞に入れ

るのが普遁であり ますが玄附やサ

ンル ーム等でコンクリ ート のタイ

J レ張 りの中にも士宅め込む事がH ¥*

ます。( 哀具5、6)

此場合パイプの膨脹罪容と コンク

リート の膨脹率とは大特等しし、 のですカ、 らjぷ聞に也裂、 損傷の入ると云ふ事は今迄の貫 施

した経験カ、ら去っても心配は虫Ａｾｾ、様です 。

ヨたに此「温床暖房」の施工 lと古

って建築主購工事 との取合せ上

i  1:意せねばならぬ勲ぞ辿べませ

フ。

( 1 ) パイプを床の中に入れる

のですから木造床では二重

の床にせねばならぬ事はタj

論ですが床中のパイプカ、ら

放散 する熱を ｈ｜ｾ る丈 、て宅

をJ援める)，へ有効 に利用す

る錦床一1'-へは熱が逃け苦mい棋に

￭ ｾ＠
η μ /三め弘うタ%仏幼妨 必%のウシμ 辺之L

j ひ品川量減府内:: ;圏

三さささ多毛三三一
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せねばなりません。此の潟陀

床の下部の床板に第 7 岡の様

にテックスそ のf也の防於品内lを

1j 長る事が必要で此他、 建物公

開:カ、 らL式，ヘ¥はば. 夏 lにこ天j引井!ド二;記』ぷ;

{似側H則4の J:.校夫にもt， "り羽; テツクス類zそ旨

i濃辰る事は i枇1泣主も k好Hまt しhい、事でで

.  

す。

此の嬬にはそれy:: け建築費

が嵩む事となりますが併しそ

れも燥房する室に li し坪首り

10国l乃至20闘の増額 となる 程

度で建築全憶力、ら見れば大 し

た 告 別 と は 云 へ ぬ と 考へま

す。まして経常設が従来の燥

房 l亡兆 ぺて 3 宵l' 以1て滅されま

すから決して拐な徐銭とはお

8  ｉ Ｍ ｾ 民 ｬ 末 ｩＺ ［ｈ 号 ー 施ム Ｑ Ｎ ＱＧり山足動向 岩手 文学 ｦ 父

へぬでせう。

( 2) 弐 に何分床合鱒 lこE ってパ

イプそ入れるのですから此バ

イプを入れる間は、! 未の仕上 9 iiIJ 床媛房」施工中の山脇高等女祭校

け等 を 待って貰はねばならぬ事です。( 京民8、9、10)

(3) 究 K 木摺壁Eff でFE間 に: ぶ聞がある場合匂・はその本間が床中の本間 と 連 絡 さ れ な い

様 、叉、健房する宗の床の: 察

10 ｩ￬ ，昆床媛房 」 のパイプか熔接中の山脇高等女ｾｽ佼
問と、 暖房しない部屋の床と

を椛然と 仕切 る事が必要で之

が完会I ' L ｉｉ ｐ ｉ ミて居世｜ｾｾ 、時は折

j( J部犀ぞ暖め る可きパイ プチ

ャンパ ーの燥カ、いささ気が他 l亡

ドン ドン逃けてH く結果とな

りますカ、ら 、此黙は特 l亡建築

施工上、留意せねばなりませ

ん。即ち、 パイプを入れるス

ペースを完会 lてt t : 切って他 と



遁じない様にする事です。

建築施1二上からの陀意としτ は

大間以一卜‘の5ill りであ ります。先に

も え ｾ ぺ 大通り此 の ｲ ｾￆ ｴ 床媛房」は外

岡ですらその賓施は最近の事なの

てすカ、ら 、i冗んや我岡に於ては 、

やっと 5、6午前カ、ら賞施されたに

過き♂す従って今 H 迄にまだ教へ る

程しカ、接置されてゐませんが、A

11 i 温床唆房」た袋置ぜる山脇高等女祭佼洋裁敬室 の)J の合市上( 須賀商合) で施工‘ しTこ

ＺＱＺなものは ｾｾ ｉ 束 、 附西で約十数軒でありますが 、 キひ ｬ 亡 イ ｮｊ ￼ も非常な 女 子結巣そ得て喜ば れ

てゐる事賞は取りもなはさすー此17'¥¥'. 床J援房」が佐官民 li ，] V  、fニ設Ul ufごと云ふ事を立波 に裏書す

るものだと忠ひ ます。

宜は特にこ の種 、新しし、試みとも云ふ可き装置に到し、f谷に云ふ「粉屋の白袴」であって

は御施主に rjl 探知れ、と のす:IiIi から合ffi U' c目ーります須賀内身の新築lて!tmし此1;'¥¥'. 床媛房」や先

王| 三賀施したのでありますが、 その結果カ、ら 云っても初めに手i-きました桜l亡 「住宅の暖房な

ら之氏限る 」し 最 早や公心して皆様にも御究めI - I ¥* - る丈り の 自信ぞ得fこ次第であります。

こんな叫で ｼ 制点では伊豆 の三 井家御 ｾ ｉ ｉ や、代議 Ｂ Ｑ Ｚ の 牧 ｾＡｲ 良 三 氏氏 Ｑ Ｑ 初 め多数知名の で Ｑ Ｚ の佐

官 ぞ 施工し 、 ｾｍ ｊｩＮＡ￮ Ｑｩ 而では目下小林一 三 氏 ｾＱＱ ｶ＼こも施工中であります 。 向此島に 附 記したい

事はこ の装置が住宅 l亡過してゐる のみではなく 、与さ校建築にも適してゐる事であ ります。

それは丁度l昨年竣工しに東京山脇高等女拳校 l乞此i7昆床暖房」が探用さ オL施主並に建築家

の非常な御D}}) ) ;制作て、再々の1i で設計¥施工しました庭、此冬のその成績の結果は幸ひ

にもこ *Vj]，非常な好成主. l t で賞讃を博し、今や文部省始め東京市 、並に警視鹿11聞でも製校暖

房に劃するng _ 床媛房」として異常なセンセイシヨ ンぞ屈して ゐると云ふ事です。〈窯! I' t 1l )

イ. t 宅程度の小さな建物では今迄に充分経験も あり、 自信もあったのでありますが何分に

も2200耳、もある 1.1.1脇高等女・製校 l乞此式会施工するに激つては相官懸念もあっ fこ誇でありま

したが皆桟の非常に熱烈な御D}} }) の御蔭を以て 、務朋せ 5 りし理ーの好結果を科大事l主主総界

の鴻にも此の上も無い民びでなり h! まなりません。

叉最近にはE霊感幼稚合 l亡も此i i昆床暖房」が採用され只今から再々のカで施工する事にな

って居るが 、更に東京市のみじ小製校にも此様式の媛房が探月j されるとカ、J J ¥聞して居ります。

でありますカ、らイ1: 宅は勿論、謬校や ホアJ レ、アパート 、病院等 1' C1"tしでも 「温床焼房」は

理想的なも のだと 云ふ事が11¥* ませうし叉窓を開放するサナトリク ム 等 ｶ｣ｾ 討しては特に故

遁なものと忠ひます。

今後は此li ，¥¥lI 1ミ般日」が非常な勢で各方而に保J'Ij される事と思ひ ます。( 先〉
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- 研 究 及 調 査 報 告 ・

住 宅 問 題 の 輿 論 を 測 る 調 査

亀 井 幸 次 郎

ま へ が き

近日在米国合衆国 lこ於て l: t、外l叉 l:t 地方 計査の重大なろ要素のーっさして工業分散 lこ備へる匁

め廉償住宅の供給ミスラムの改善 lこ闘し一般の識者在京IJ 戟 し、今やそ れが重要なろ議案さなっ

て上院議員 Wagner 氏及下院議員 E ll enboge口氏 の手 lこよ って議合 lこ上程されんさして居ろ

ので、 The A mer・i can Ci ty  iitl;: The  Archi tectur al .  For um 託l さは互に協カして此の問題

に掬 する輿論ル測る方法さして質/ ! I J カ ー ド ( quest i onnaire) ＵＰ Ｐｩ￬ｉｩＮｾと作成し各種公共闘穂並に

此の r:l J題に関心、ル持つ識者へ途附し回答ル求めれのであるが、その回答の概要が分類され

Amer' i can Ci ty 並に Archi tectur叫 For um，F eb; 1936 に報告 されてあっ1: 。時節柄謬者の興味

たヲ |ル、 1: ので 、比庭に取り敢ず A me，' ican Ci ty の分のみや抄認し綿介在試み1: のであ るが、現

今我固で も問題にな って) . ( ，- ろ人口の分散さ 地方計設の内容に谷奥すろさ こ1>少 しでもあれば幸

甚之思ふ く謀者誌、

政府の援助によるか ? 個人の企業どして行ふか?

或は叉雨者の組合せ陀よるか?

米間合衆固に於ては、 全地方ぞ遁じて 、 大小多数の都市の 、 文化並 I' L 遁徳の向上及産

業の輩建に重大なる束 ｉ ｊ 戟ぞＹｑＮへる Ｑｾ めには、大規模な廉償住宅の供給とスラムの改 善 の必

要と云ふことが、 iJ r 次一般に認識されて来fこのである。が然し米間の玖府K 閲する限り 、

此の問題は、今夏全然素Ir しく論及されたのではなかった。何故なれば1932年の 7 月には既

に大統領フ ーパ一氏による 1932年非常時数漕事業振興法 ( E mergency R eli ef  and Con-

st ruct i on Act ; 1932)  1 ' 1 : 於て財玖復興協力機関 。( R econstruction Fi nance C orporat i on)  

が公認され、且つそれが一般事業開慌に委任されてあった事を思ひ附すからである 。その

内容の一部は即ち 。

協力機関が起債ーぞなすことは、全然i事給家肢の嬬めの住宅供給が目的で家賃、管坤ル-

法 、建築基金、利子の割合及施工敷地等に到しては州又は自治睦の法律によって取締ら

る梼になって居り、不衛生地匡の改善の矯めには、その性質上それ白鶴で整理が l判来1!}

る協力機関の下で財攻計豊の援 Ｑｖ ｊ ￬ を受り Ｑｾ Ｚ ｾ る様な仕組になって居るのである。

郷て此の問題に封する一般の興味カ、増加 したのであるが、興味Z凶 1"、て居る黙と云ふの

は、新奮いづれかの論説が提出されるであらうと云ふことより 、むしろ何か更に偉大な旦

つより善い事がなされねばならぬと云ふ黙であった。( 玖府の援助K よってカ、 ? 個人の企

業 として か ? 或は雨者の組合せによってカ、? ) 。

そこで吾が“ Amer i c an Ci t y" 市上と A r c hi tectur al F  or um枇では協力して、此の偉大
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なる事業が 如何 なる Ｉｊ ・法によってなさるぺきか 、 一般 の 輿 ｊ ｾｾ 旨知る Ｉｹ 法 と して Ｑ ｜ＱＨＺ採 録し

た質問書，: ( questi on nai re) ぞ各々自 111 主義者、又は保守主義者 lζ 送り 、それ匂J の人々の重

要な理想、や勧告を分類して輿論の) J・向ぞ窺知する手段 としたのである。そ こで此J具に保録

しておいた質問者 の コ ツ ピ ー 500部を JlJ J.1 し、 佐 官組合 ( Ho using associ ati on) 住 宅 局

( Ho using  aut hor iti es)  ).x.郁子li 作 官委n合 ( housing C ommi t t ee  of civic)  i作j業ぷ稿利協

合 ( Comme r cial and W elfare  organi zati on) 或は不動産及建設闘柑 ( realty and con-

structi on ｩｮｴ ･ ｲ･ ｳ ｴｳ Ｉ 等の公共同開へ叉は地カ計ー会 Ｑ ￫ＺＺ Ｑ 納係する ｲ｜ＢｾＩｸ その ｗｩ ｦｬ｜ ， 、 ｅ 文治 ｴ 手 Ｔ 者 、

経・湾要害者 、 枇合撃者 、 教育者 、 建築家 、 刷問技術家，ＦＮＩＱｦｻｪ引でセ の 供給と ス ラム の ｾ Ｍ Ｘ 問題

の解決 ｩ 乞 特 別 の 興味を有して ・ 日る凡 ての 人々 へ 去年の Ｑ Ｒ 月 の 末叉はＺｲ ￰ｲｾ 三 ＭＧ￬Ｇ ・ ａ 此 の 質問カー

ドを途イサしたのである 。

註 Archi tectll raI  Forll l 1l  jjii では 、1936年 2 月紋の 8 頁に本誌 ( American  Cit y) の許し 得ろ

以上の紙面た吉小、て 、各方面より活者し れ図書手た、真 に詳細に分類叉( : t 分析 して詮得た試みて

居ろ。 で此 の論文の抜刷ＨＺｴｾ求する 何人に も無料で ａｭ･ｲｩ｣｡ｮ ｃ ｩｴ ｹｾｩ ｬＺの手で途 ＱＰｦｴ される事 に な

って居ろ。 向 The Ameri can  Ci ty の方( : t 回答締切が Forl lm より 2 週間後であっ1:が、 楽に

作成し得1: 回答数( : t 僅か28遜lこ過ぎなかっ1:が、ーブ'i The ArchitecturaI  Forllm 枇で( : t 137  

遜の回答か表に作成し 1: のであっ1: 。然し乍 ら此の 2 つの表( H設の上 lこ於ては如1新差異はめっ

1: が、その図書Fの内容の種類 lこ於てはほんの僅かの差異し かなかっ1:。

問答の大部分は 、重要 と感- t る織な意見や提供したも のは殆どなカ、ったが 、三欠l乞示す肯

定的内海te持ったもの二 、三は重要と足、はれるも のであった。即 ち

R ussell V an  N est  Bl ack 氏の回答

“ Sect ion  1 の場合、ラ;の三つの保件ぞ附1mへて質成する。

“ 1.  若し人口 の欄花:y状態そ避け符るならば

2.  推患に値する計豊 iてよって賀行されるならば

3.  か L る公共的サーピ スvct'J して 、地方的財源が遁世に準備されるならば H

H enr y  V .  Hu bbard 氏の Secti on 1 の 3 の質問に劃する回答は 、一一玖府の援助が街

ι 都市の護連叉は緑地委民合 f亡輿へらるぺきカ、とうカ、と云ふ事は 別 として 、一一次の如く

であった。 即 ち

“ 玖r{>f の援助 によると云ふのは不賛成である。一一但 し特別 な例外を二、 三撒へ得る。

即 ち要求さへあれば公私の何れカ、の努力によって幾度でもその経費ぞチェック 出来 る様

な正確な合計帳簿の様な場合は別 である。" と 、

E di th  E l mer W ood 博士の回答は同様な質問で次の如くず引、て居る 。

“ 一般的に糟縞し得るとしても 、都市が破康 l亡瀕しする桜な恒久的な攻策の如 きは不賛

成である。但し i 1:立深くなされた 、問: 1- . 及ナl'l i¥i 卦の場合を除く。

以上の外 ｬ 亡彼等の理想やら註稗付の意見書或は設 ｉ ｬｊ ｪｾＧ は T he Ar chi t ecl ural  F or umの

別刷としてそ の抜本が鑓行されて府るが 、俗 ほitAますぺき重要な回答は下 11:: ') 1月] してあ る
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もσγ きi;てずあつ?こ。

個人的企業巴科堕的な加穏に闘するもの

個人的な企業 l亡限って回答を迭って* 1こもの S 1i あ 1) 、その |付2 名は 、佐官|問題の10/(，1九

として不動産税 ( real estate  taxation) の科撃的組織の保則と 云ふ ことであった。 此の川

題 l亡附して W illi am N. M cnai r  市長は次の如く云ってゐる 。

‘ 私は 、土地 l亡無関係に建物の克税をなす ことが必要であると信する。若しも土地の伍ー

貸fR絡が土地の税縮を考応: に入れたものとしても 、此の I: : J : 也は彼等の利f I J を最常ならし

むる個人に委託されるであらう 。そ して最も遡常な形態に於て 、例人的合主として 、昼i

k 満足し得る標準を準備することが/ " 111* るであらう 。

J ohn S. Codman 氏の回答

“ 若 しも建物K 闘す る税合が受かれるとするならば、伊l人的企業: として 、より普い仕事を

なずであらうと云ふ事そ想像すぺき多くの理由があるが 、同時 iζ 土地に附する税全は 、

土地所有者 ｋ 針し法外な型 ｩ 刑冶支 ｪ ｪＩ ｉｌＮｾ 、のでなければ 、 Ｑ ＧＮ 地の 利円 ｪ が ｬ 川､ｅない Ｑｾ め 、 カ、へ

って利盆の上 らない程高いものに して仕舞ふことになる。

C harles O 'connor  H ennessy 氏の問答

玖月I.fの歳入の唯一のものとして 、その財源を j -.地1そ1，"，'のfrh利K 依憾することの庭 [1 二々1:

張して三欠の如 く云って居る。

u 玖府の主fこる機能が何度に制限さ れ る事を ijlil く H長する 、私は 、不衛生1t セ地が、保

健上緊急に取締られ、 β つカ、 ｌ る地，， Ｇｦｾへの建築禁 止と 云ふ事 以外 、 イｴＺ古ＱＺ ｜Ｑ 題ぞ，［命ぷすべ

き玖府の如何なるピスネスにも賛成することが出来な U、。法作文は規J ! l 11' 1: よって 、砂く

ともその結果が凡ての州・11' 1 : 既に影科されτ 居る のである 。此の Shelt er なる民衆のへの

j刷貸住宅の問題は 、直接間接K 拘ら今、玖府が引き受くべきであると云ふ思想は 、常府

の貫| 際的な機能lて就て私の意見は 、一つの厭らせ又は矛粛の様である。所謂民家の大集

| 叫は此の民衆の貧悶化を招- * しfニ現{ t : の乱雑なる告で隣組織の下では正しい住宅攻策ぞらて

む事は Ｑ ＫＱ Ｊないので 人 々は玖府の奨 ｈ ＧｪＧｾ ｽ 金或は 税 合による 助 成 金で 支持さ れ て ｭ るｊｘｲ ｩ Ｑ Ｇ Ｑ目 イセ

セ玖策ぞ要望して居るのである。( イ旦しそれは貧民!の故ぞ以ってスラムに生活 して) ，.;る

人々に射 しょく設置されたところのものである こと〉。 が 然 し 貧 困 と 云 ふ こ と そn

って居る問題は彼等が貧乏であるカ、ら で、貴方建が若 しスラムの改善を必要と しないと

y; ふこと在 、我々が底止することが向来fこならばそわ 生存は自然に泊、減して仕舞ふであら

う。" !  

以上の外に個人的企業 ! C{衣擁することの質問に針し「費成」の問答 K は、E dward M .  

Bassett 氏があった。彼は 、}好調 “ out side of sl ums" と云ふ詩小J I ' 1 : よって之を許し、ご欠の

如 き言葉を附り加1へて居る 。
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“ 低 い税 金、廉い代償 、そしてよき政府が何 nカ、は此の問題の併決ぞ Ilj ，tりるも のであら

う。で攻府の助成金のみで' は決して解決の付 くものでなし、。" と。

政府の助J i l 金陀劃する論評

質問苦ーの助成金部 ( Subsi dy sect ion) に|制す る幾つカ、の論評を A rchir ecl ur al F or um 

の問答文のなカ、カ、ら引用して見ると。 〈但し此彪にち |川した仙の三つのものは 、家屋への

助成金と云ふよりむしろ家族への補助金と云ふ問題 に闘して ピあった〉。

叫人々は助成金を好まないであらう 。すごカ、らカ、L るD)}}おイ?と 云ふものは出来るたり秘蒋

の形式t.e取るべきである o H ー Sergei N. Gr i mm 氏

“ 家政扶養への支抄 Ｑ ｱ，Ｇｌ ｾ ｜ｪ Ｇ し 、 ｾ ｘ 入が少な過ぎる桜な人々の ｬｘ め には 、 此の住宅問題はむ

しろ、救商事業と しての基礎の上に準備さるべきで 、それは 、最少限度の住宅 f df，j して

Y ある。. . - Mi l t on L owenthal . 氏

“ 私は 、住宅数憤依煩者の問題とJ 1 rH買住宅供給1m題とは全然分離すぺきであると信じ

て居る。筒 、11ril 買賃貸料ぞ利用し得る場合は、数例J i' 1 J は哲法のテヰ‘ メ ン ト ( Ol d- l a w

teneme nts)  I亡生活して居る f衣食者 ( cl i ents) のf7来| ぞ支抄1: って居る桜花 、新しい計

壷に於ても ｦ 衣食手干の賀来ｼを支抄 ｉＺ ｾ 、ぺきである。ＮＮ - Gl adys L a  F 巴tra 氏 、

J1rH質住宅問題に到して聯ヂfi 玖府からの直接助成合の問題に就て W . S.  L andes 氏は次の

如く手川、て ｾｕ こ 。

“ 私は如何なる計聾の経1 1 . でも庇接助成金f ' L ｾｍ しては 、 全経殺の Ｒ Ｐ ヲ Ｐ ｾ 甘超過 し ない事を

物持する 。此の' Xlj合は個人的企業 K 闘して 、完成 された事業 制呪集 してi直前な差違を代

表するものと確信する。 若 しも此の計a 葺が政治と分 i句jfi されれ} るならば、] 隣邦玖府及ナl'¥slE

地方行玖凪! のいづれK 於ても重大な事であった Y らうし且つ夏に多くの事が完域出来た

であらう。

M il es  R .  F ri sbi e 氏のステートメ ン ト

“ Syracuse  ｴｌ於り る 我々は 、 地方住宅 ｊ ｾ ｽ 自身で公Ｍ￸々護行することによって財源を得

る なら ば、 大規模のスラム改苦事業組経費の75%位で全く事業が可能である事を知っ

た。此の種の公債詮書 の 資 の 向しで株式市場が活 気 ぞ Ｒ Ｒ Ｎ して居るのぞ ｾ［ｉｉ り私は非常な興

味を持ったので、ある o H

州の取り得る安設な方策は P. W .  A  ( Publ ic W ork  Admmi nistrati on) 基金を創設

し之れによりて市常ねが最低利苛金 による事業開始百合ぞれj ることである 。 そして 如何

なる健全な計ー書でも 、此の特別合計ーによ って宗 主;) ｉｬＮ 絞殺 ｴ Ｎ･ ｾｕ てし作る の である 。 が然 し

それは市計局の公平なる事業開始の妨害となる のは勿論であらう 。で此の事は、長期計

聾の賀行を阻害することがある カ，t， ｾ￪ｬｬ れないが 、 砂くともそオ ｌ は 、 各ナ Ｑ Ｇ｜ の 者 ｉ ｬｲ ｬ ｩ 財玖の安

定 、 地方 税 の低卒 、 就 Ｔ 抜本及 ｾＢ ｙ ｴ 資 力 の増加 、 ｩ＿＿ｪ 工業 ｹ 状態 の 根本的改苦 手 百 Ｚ に剥して最大の貢
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献を なす、 市備工作ぞ可能なら しむる であ ら う。 .. 

最初の事は最初陀賓行せよ

問答165遁の内側か 10本のみが 、彼等の問答の護表に関 して彼等の名守護表して! 晃れ る

なと云ふ要求があったのみであった。 3z成る理由のおめに直接.:) 1設される事そ女子まなカ、っ

た建築家から 、 次の ｴ 去な芯味 ｩｾｾ 長 なる評論が訴着しすこ 。

“ 住宅改苔問題 lξ 閉して 、取らるべき野}) の内で故も屯要な事は 、最初の事は最初に賓

行せよ と云ふ事である。さもなくば 、次の事がイ7効に遂行されるま で、 Jt て他の努力は

失敗の結果を招31をする事になるであらう。イiリ故なればとの-r! J 町村で も可作々 '芭 ( habi ta-

bl e dwel l ing) の最低標準に針して一般的な通作をもたらさねばならないのと 、此 の 摂

取に達しない凡ての! 再伎町構造物ぞ破壊 し45る品1:合玖策を賀行すぺく立作し、-' 1，つ彼等

の 維 持j ) も不均なものなる事ぞ躍 IlJ jせねばならないカ、らである。是等の標準は全然- j ;，

7ニけに限定すぺきで、勝手な桁悩Ii'l: 服従さすべきでなく 、β. つ此の標fII' fI ' .J1n反のi li 内に

光 ｩ 前さす Ｑｾ めに 、 一 般的のみ ｾｎ［ ｩＧｬＺ調和せしめて評償さるぺきであ る 。

この事が完成されるならば、その結果は牧入と人口の市11合 ( i ncome scal e  popul at i on)  

よ り する最低階級の住吉改造問題に劉し 、 非常に異質 ＱＧＱＺ のある尺つ Ｑ Ｉｾ 齢、運動となるで

あらう。

若 し此の事が完成されないならば今迄論及され仁あらゆるイセセ問題は結苅 、カ、 L る好

都合なるイ ｴ 宅の ｾ ｘＱＡｽＮＱ 亡 、 基金 ｴ Ｎ･ 支排 Ｑｾｽ る人々に針し て のみのｽ［［｛謂イ ｴ 古 の改良に過きない

ものになるて' あらう。

帰米の凡活しの イ れ、 ｔ こ重要なら子 倒ｾ ｩｉＩｃ策として 、 ＱＹＳＵ 年 ＱＰ 月米間に於て 採 用した住宅 問題

の解決プロク' 7 ム ( R esolut ion on a  Publ ic Ho using  Pr ogr am) に到して 、非常な i主定:

を喚 起 したのであるが 、之れは C atherine K.  Bauer 嬢の次の三つの主張に砕いたもので

ある。 f1Pち
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“ Ｑｦ ｴＡＭ 決の ｉ 一 公共的援助のあるイ ｴＧ 古建設 ｋ イ ・ ｊＧ ｾ Ｇ ［ぞ き ｩＩｽｾ地の選搾に ｾｆＮ ｉ し、 内治 ｮ 撃が典へら

るべき機能は 、現代或る工業都市でもキlI' ;r;勢 力ぞ持って肘る封建的制度の繍張を j盛り作

る械な 、j阜市な折・働 攻策そ持つこと 、そして その玖策保mの機合 l乞就ては充分 なる艶イヒ

を輿へておく事。"

“ 解決の Ｑ Ｍ 常設聯邦 、 ナ ＱＧＱ ＮＦ 地んイ ｴＧ 台肋は 、 大規模に行はれる自治慌の住Ｇ 古 計主 主 の ｴｾ め

に 、 土地牧得 、 或は建設 、 特理ぞ充分なし ｾｲｽ る ｬ こ充分なる財源 、 と力 ｴ･ 有 する 機闘 ｴ と し て

有効な る 長期計義の ｕ ｾ ー に要求されねばならぬものである。

“ 解決の E 一凡ての性宅肋は 、ffi. TI回目な労・働者 と其需用者を代表す るものであ らねばな

らぬ 、そ して あらゆる特殊計義の内で保誇 政管理委員合 ( Sponsor i ng and manelj! ement  

Commi t t ees) は住宅 計識の企悶ある 人々 のク )レープ よりの多数の代表者 冶合む事。 H



其 の 他 の 論 評

A  If red  K.  Stern 氏はl峨掌刷此の問題 vC就 τ 更に明確な 4 頁より成る論文を本年 1 J-J護

q  !'の Sur vey Gr aphi c  ｶ｣ＺＡＮｾＺ せて居る。彼れの此の知， ｦ ｴ す べき論文 と 云 ふ のは住宅玖策 、

10年百十議 ( Housi ng; A  ten- Year  ｐｲｯ ｧｲ｡ｭ Ｉ と云ふので 、 阪 ｩ る特徴のある ￬･ ，ｪ ｩｾｾｾ 、研究で

ある 。猶そ の他推訟に悦する評論と云ふのは 、Cl arence Ar t hur  Perr y 氏より? ?;許したも

のであつに 。 即 らそれは 「佐古攻策に就て」と 云ふので 、 玖 ｽ ｦｦ の機能に ｉ ｾ 討し三つの阻 ｉｊ tl!) 

ち、聯邦、州、 そして 、内治問、と云ふ題 IJ の 1' .で討論が行はれてあるが、故後の一部分

伝 A meri can Ci ty ;  Feb. ， 1936;  81頁に探鈍しであるが 、 更に同頁には 、Nor man Tho-

mas 氏 によるスアー トメン ト“ T hat A meri ca Ma y  be  ｒ ･Ｍ ｈｯｵ ｳ･ ､ Ｂ と 云ｾ、 見Ｏ ＱＧ， し のも

のも採録してある故参! ! 従を乞ふ。

故後 ｬζ 、 スラムの ｩ 次持と ｊＱ ｲ ｴ 依住宅に会 ｬ す る玖原， ｝Ｇ の援 助 に Ｑ Ｖｾ Ｑ し、市 の ｬ 政 制 と者 ｬ ｬ￯ ｨ 構成機 ｬ ￢ ｍ

( Muni ci pal  0 伍 Cl山凶a叫ls and CI VI C or gan】iι za抗tiωon心1ο〉に就て A m巴rれican Ci t y ;ji刷枇u吐1: と Ar代chi討it臼ec口tur悶a  

For um j枇n_祉e上tのj共与lド同"司"J:J

様屯念t がれて居つt::.こ。此の議案の内容に就ては臓て紺介される機合もあると忠ふが、兎 l乞角

議案の _I-.程 K 就ては 、- h走も望ましき形式に於て 、上院議員の W agner 氏 JX-I'-Wieil 誌はの

El l enbogen 氏の雨氏によって保脅されて居るものである 。

数jmのT1?簡が世 l l Hして居る如く住宅問題は 、土地問題と貧困問題が解決付くにあ らさ' れはω

充分でないと云ふのは勿論なことであるが 、然し此の事は 、あ らゆる住宅問題の併ik' 立政

治的叉は経憤的な完成ぞ待たねばならぬと 云 ふことをｾｾ，味しなし、。

常設聯邦住宅管理灯J ( Federal  housing  ｡ ｮ ｧ･ｮ｣ｹ Ｉ の設立の Ｑｾ めに、良く認識された法

制は、図民の緊急必要物の一つである。経抑的也記復 ( Economi c R ecovery) に聞する保

守的な委員ですら先月次の如くその信念を説明 した。即 ち公私の別な く公共的住宅玖策は

凶民の主なる位地vcb監じて必要な事であると。

質問事項に劃する賛成回答のパーセシテージ表

Urt似住宅の供給と スラムの改善に刻する玖附の援助

j制質1t セの供給、スラムのi次汗> > . 此の雨手f ｖｃｪｾｍ し玖ｽｦＮｦの援 ｊｊＩ ｊ iを乞ふぺく 1936年度の議12?

に 陳情 をな す 事 ｩ 乞イ ・ ｪ 含之れが 、 公盆であ る とｾＺし ｗＺ ｉ 、 ーが信じ依は ｾ -1' .記に 示す各 IJ 1 に付き 、

貴 ｬ Ｇ Ｎ の目的及 ｬ ｦ 法のア イデアを一つ以上チェックにより御指示 中 ｉｾ 成度御照合申上候。

1. 目 的

73%  整理され Ｑ Ｚ 土 地 叉 Ｑ Ｚｴ空地 ｬ こ充分供給し得ろ放に ｾＡｴ 似住宅た準備 するこさ

71 %  敷地使用の匁め、スラムた開墾しれ土地1!JI:(:t雑草若 く1: t 枯草等た焼梯つ1: 土地が、 全骨量

さして近隣叉( : t 自治甘豊島利盆する事。

43%  新し い衛生都市 lこ1: t 級地帯宇の枇0" 1:.と後主主 さす事。

9 3  v  
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2 ・聯邦事務局組織案

27%  常設住宅昔日が現在の聯邦事務局 ( Feder al Depar t ment) の中に創設され、之れが経常

授の計上 に関して( : t 議合の協賛による事。

67%  合衆国住宅局 ( Uni ted St ates Hol1si ng A l1thori  ty) さ云ふ官市IJ が議令の協賛か経て準

備王象rt-1e計上し 、或( : t ま1: 明記し 1:額1:: げの債妻子1e俊行し得る機能た持つ1: 聯邦政府の

ー管理局さして創設さるべき事。

73%  現在及将来の重要なろ HIJ 題さして住宅政策及 白治憾の土地政策の分野に於て調査及智識

の普及が目的1: ろ、強固にして盟富適切なる中央財務局た創設する幕。

3 ・ 財 政 計 壷 案

24% 全部聯邦政府に依議する幕。

53%  一部( : t 聯邦政府にそ して他の部分( : t 1'i'1叉(:t 地方行政聴 に依擁する事。

52%  一部( : t 政府の或ろ過岱な管理局 lこそ して他の 一昔IH: t 個人の資本 lこ依嫁する事。

4 ・聯邦の助成金又は貸金の割り 雷

24% 全部大統領による幕。

64 % 聯邦住宅局によろ司王。

17%  人口叉( : t 1 I 也の割合た基礎さし 、凡ての州への制蛍( : t 図法 ( Act of congress) に よる幕。

18 % 一部分( : t 議舎の、他の一部分( : t 大統領叉( : t 聯邦住宅局の割り蛍による幕。

5 ・敷地の選揮と計壷の裁可

30%  聯邦君主局 に よる事。

72%  介l叉( : t 地方行政際、による事。

6 ・構 築

19 % 聯邦省局による幕。

8%  州叉( : t 都市行政殿 仁市役所〉 による幕。

54%  州或( : t 地方住宅局による。

57% 或る公共的管理局さ契約若〈はその監督下にある個人的企業による事。

3 ・施 工

14 % 聯邦管理局による事。

6%  州叉( : t 地方行政艇による幕。

83% 州議( : t 地方住宅局による。

43% 個人的のマヰータメ Y トによる 、但し財政組織に援助され1: 政府の単位による借地の形

式叉( : t 監督下で法律的 lこ可能である事。

41%  借家人の協カ峻闘による。

8 ・ 助 成 金 の 組 織

22% 聯邦の金庫より即座 l二貸し下げる事。

69 % 公債をま行の方法さ聯邦金庫よりの貸下げる方法さの組合d による事。

48%  一般商業的利率より低率なる公債 にのみよる事但し之( : t 政府貸付資金郊に超過員償領ル生ゼ

しめざるた目標さし、公債は次の諸困惚に針して後行する事。

37%  ィ、公共く叉( : t 官替〕住宅経替閣骨量



36%  口、共同組合若くはも奇利た目 的 さて主ざろ民間組合

37%  ノ、 、配前市IJI浪住宅組合

20%  借家人が経済的な不IJ 袋ル支梯ひ得ろ賃貸料ル抱保に 出来tI. ν 場合、 住宅政策さして 、公

に財産化され1:賃貸料(:t 蛍然の抗失さなす事

41%  不衛生建築等の量産浬1止の放た以って 、』比の提案| こ使用する経費が高過- d ' ろ場合、 敷地の

費用私書き留めておく事

35%  個人的銀行業の制定で作成され1: 公債 iこ闘する 政府 の保詮

13 % 土地並建物の免税

28%  土地か除いて建物のみの免税

28 % 補助金叉( : t 不動産税の減税 i二よらず地方救溌局による経済的な家賃以外に支梯不能な各

家族に針し 、衣食の購入に窮する 家族さ同様 lこ救済資金ら交付する事。

64%  大規模なJ A! tm住宅百十占 に於て、戸外並室内の休養、幼稚園等の設備及管理に掬する公共

的経' f ( た備へる事

9 ・ 個 人 的 企 業 案

5 % 上記に示し 1: 各項の何れの選様方法 lこよら? 、薄給の人々の然め lこ遁苦言なろ方法た、直

接政府の助成金若く ( : t 保設公債の補助か受げづして個人的企業の方法に委託し得るや ?

若し此の質問| こ針し然りさ回答し得る者( 工 此の個人的企業梁の資施方法た持示され1: し。

2%  ィ、か 診る住宅経笹 〈個人 的企業) Iこ付き満足し得ろ標準た有する や

1%  口、か、ろ住宅経後の将来iこイすき満足すぺ標準た有するや

凶 答 者 の 住 所 氏 名 は 下 の 位 置 に 御 記 入 相 成 度 候

t生 名

格競叉は官

駿 佳 日 付

( ほ巳の各項v r .
1開 示 し た 以 外 l亡、 ス ラ ム の 改 善 と 廉 慣 住 宅 供 給 問 題K 闘し、和

j か 解 決 案

有 之 候 は U 本 質 問 カ ー ド の 巣 市 若 く は別 紙 に そ の 概 要 を 御苦ト橋被下度l説 日後〉

上 掲 の 質 問 カ ー ド に 劃 す る 回 答 の 内 書

以 上 の 質 問 の 諸 事 以 外 の 意 見'e;A; べ、て来者も多少あったが 、大 韓 上 記 の imき パ ー セ ンテチ

で 回 答 してP l Uこのである 。

回答を法って 員 長たもの Ｑ Ｖ Ｕ 遁依 ｉ ｾ ｉ へチェ ックを 附 して Ｊｩ こもの 、 Ｈ意 見を付 し て ＪＱＮ ニもの

と* ないもの L 合計つ 157遇 、 そ し て 手 紙 の 形 式 で 彼等 の 意見 を 説 明 し て 来Tこもの 8遁 に

過 ぎ な か っ た 。 そ れ 故K パ ー セ ン テ ー ジ は 157通 の 回 答 に 付 い て ど あ る 。 但 し 第 9 項 の 質

問 事 項 を 例 外 と し て 手 紙 を 附 り 加 へ て 来 た も の 3遁 、賛 成 の 回 答 5遁 で あ っ た。

ｃｾ 事者詮 、 上記の各項目 の左 lこ記入し てある数字 (: t 回答全数に射するパ ーセ Y テ一三;;<1. e示す 。〕

9 5  v  



建 築 家 の 枇 曾 的 位 置

田 中 蒲

某大事教授は 、新入生倣迎合の席上で次

のや うな話 診 しτ 芸名生連ぞびっくり させた

こと がある。

私が大謬へ入る と き建築製 ｾｖ を志望 した

のは 、別 K 謹H可がど うの何がどうの と特別

に深く 考へた錫令j の こ とではない。

「私は元来高等謬絞の時分 lと化撃がとて

もきらひで 、いつも惑い勲ばかりとって居

7こ。 それで大撃に入るときに大墜に入った

ら一つ 、化撃のない 、化撃を勉強しな くて

もい L 科へ入ってやらうと思って建築撃がl

k 入っ たのである 」他の先生方が皆建築謬

科の高向に して詰高なる所以のやうな こと

ぞ 色 々話 した 後なので 、 新入生謹は キ ｉ ｾ 蛍お

どろい た らしし、。 この認をされた数授は 、

現にす ぐれに建築家で・もあるし 、人格的に

も著書生i乞鎗:敬されて居る 人で‘あ って 、今考

へて見ると 、数授の気持が来してこの話の

遁りであったカ、どうカ、幾分疑問である。 と

云ふより反ってその反射でさへあつにので

はないか 、と忠はれるのであるが 、とに角

この話は拶生連の聞に勤務 と云って忠るけ

れば、一種の ぎはめきぞ起したことは事貫

である 。 そ れ は 漣 の やうな 、微風のやう

な、幽カ、な気持の波放であった。

この波紋の起っすこ原凶 を考へて比ると、

あるものは 、いや自分はさ うでは なb、。建

築家としての自分の大分を検川した結果、

これこそ我が天臓なりとして、主主築製科を

撰ん7ごのだ、と 思って反般の気勢を示した

のであらうが然し残りの大部分は 、身長料供

v  9 6  

擦に於りる際の出鱈目さ 、!.iX: Iま漠然さを瞬

間思ひ L+¥して微苦笑のうちに心の動能を ご

まカ、さうとしたのが 、その場の雰悶気をゆ

りう ごカ、 し7こL めら しい。

宜l際私建は一自分の準E併を決定する とき

に 、 いつも指針々興へて く れる緑台 ｬ 般 のｾ

1鹿さ在感じる 、何 も専門拳fl をきめる時 l亡

| 浪ったこ止ではなし 、。皐校在 1-1¥て就峨する

とき の事↑l!j カ、ら ャてさうである 。例へばあ

る人が官雌へ入ることを希望して居 た とし

て、その人の枯し、てゐる 、官出、の建築家、

なるも の L 輸出が果して i 正確なものかどう

か 、 ｴ ｬ ｬ 抗疑 Ｑ Ｉ｜Ｑ である 。 むしろ描カ、 ｨ ｴ こ ｾ ｾｾ朗 ｩ

のデッサンは不正確である と見る ) i 'が事宜

に近いら しし、。その詮協 と云つてはおカ、 し

いが、ギに希望の所へ就l[i _a出来た人が数年

7ごってカ、ら建築家の悪 口を言ひ始める ので

ある 「建築家と云ふi版業にはもうこりこり

した。 こんな I郎官は自分一代でy事11けご。自

分の，白、子は決して建築家にはさせない」 と

云ふのである。然しこれはその人の橡恕し

てゐナこ建築家なるものと 、現賓のそれとの

二面の間の摩擦であって:像想 して拙h、た悩!

のデッサン t ; 狂ってゐたこ とは事質だが1[ ，成

業 として の建築家のよし 、あし 、はj宜接こ

の ことに|持l係はないと見てい L ゃう すご。

以ーと述ぺfこ、専門皐科撰拷或は 、就峨等

のl岐路に立ったときに 、建築家として の準

路陪確 fこる指針をつカ、みれJ ないこと のー '1と

は 、 建築家 の ｍ 合的位置に到する ｾｾ･ Ｇｬ ｕｻｾ の貧

困さに !N l;_¥するのであって、こ の認訪の光

ぞ高くカ、l . v1 ることによって 、我々は建築

家計の勤し、て行く方 li' Jの見通 しについて多

くの光明を比川すのであら う。 l岐路l乞立っ

た場合の苦J陥の度合も稀it1j にされるのでは

なカ、らうか。E夏.-リlκ乞l積3苛IH小が"的1

ｦ笠主 ｪ泌此、充 Ｒ 宣伝 ｉｉｾＺ ［ｊる場合にもＺｴ閥的な比通し

の-1'" 1亡個々 のH¥l題 ぞl起理する事が川来る カ、

ら、建築界の賞) 氏、充宜も ー府 力強いも の

となるにちがひなし 、。事貫自分の直接MM係



してゐる仕事については 、色々な角度カ、ら

反省 、検討ぞ繰返して 、各人相肱の見解ぞ

持ってゐるにちがひないのであるが 、一 般

的 lて議論されて 、:全間的認識が高められる

と云ふ ことが始んどないと云ふのが現献で

ある。智滞在交換 、検討する接関而が極め

て小さくて個別的なのである。建築家と云

っても 、色々の分聖子に別れて肘るが、同じ

分野のなかでも 、 この問題につ いて議論す

ることは少な b、。 まして意凡を一般に護表

するとなると 、JI i l : 合的な制約もあっ て 、 こ

んなことは云はない方が保身凪生術ぞ心科

大倒好ものとさ *Lるのである 。 ために永く

建築に たづさはっ て?--!Uこ建築ー家の間に於て

もその枇合的位置に: ¥1 : ，1する認識は、調子が

傾めて低いのである 。里発生が製利。撲搾 ILf燥

してj丞...G、のは?民王rrr もなし、。

i ! ! ; 築家の品14?的{ 立泣 lζ 附する常而の問題

はいくらでもあらう。仔 Ｑ Ｑ へ ば都司 ｩ ｾ 十華に於

ける建築家 の 位也と、 二 ＱＺ ＯＱ、家 、 詰 Ｑｾ Ｑ 家との

附係などは元首って考へ なければならない

問題の一つであらう 。 この1:¥1題 につ いては

日付和 10' 1三の「間際建築 J 1月続iて中村網氏

が明日折な分析を試みられてゐる。或は請負

制度と 云ふN建的な殻について検討す るの

も而 1" いではないか。

個 々の現賓の問題については埋論ぞ研磨

することによ って 、全般的認識が高められ

るのである 。

たとへ建築製の範師寺を逸脱してゐるに し

ても 、建築と枇舎との闘係K 閥心ぞ持って

ゐるものにとっては〈品U: 合的開係陀附心ぞ

持たない建築家は品の建築家ではない) 気

にか L る問題にちがひない。

江戸幕府時代のこの種の問題の研究が準

められてゐる の に、活面の問題が打すてら

れて省みられないのはおかしし、。現代のこ

とは別に取立て L 云はなくても大賭判って

ゐる 、 と云ふカ、も知れないが、 これを充分

検討することによって、今迄漠然と感性的

l包感じてゐたも のを判然した認識にまで高

め、或は今迄Jaひの及ばなかった黙にまで

思考が透徹して 、ひいては建築界の盤属 K

n する所以 ともなるのでは なカ、らうか。

( 五十音順〕

升t オく k  
L一」、

大阪府聖子第部建築課

f也
j ¥:  Lうえ

}JII ｊＱｾ＠
｟ ｾｾ Ｚ＠

容子 -!Jj  J).乙

Xdi :I'i r正ー

江に
"・3

l住l

守l，~・'l 椛 ｦ ， ｾＺ＠

トね

( $ 姓雲 大 #RE〕

111  l ド d爾

「; 12E  

凶 111  gp  

松 本 4義

) C  
寸仁3で I力 太

和 ￐ｾ＠

良r>

づr マ、

一
一

ブ之

fl ji  

ソj

治

ノ、

一

J ¥ 

郎

ヌtιx  

大阪府警察部建築課技師

都市計ぷ大阪地 )j 委員合

都市計E駐米京地方委員令

大阪市修繕課 ・設計係長 ・本協令常務

京音11帝国大! ! 1欽授

都市計1 9 : 名古屋地 方委員千平技師

都市計遊点京地 方委員令

大阪府答書芸部 ｩ 建築 五 ｾ，

株 式 令 枇 須 賀 商 令 常 務

京都帝国大事工接部建築祭欽室大祭院

内外木材工袋株式合J祉常務 大林組顧問

大阪府管察部述築課工撃士 自

大阪府野察部建築課工祭士 15  月 披
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都 市 住 宅 と 住 宅 生 産

大阪 ｉｻ， ｦ ｾ 察 部 の統計 ｉｃ 依れば 、 ｈ

l  l度支却lκ乞お り るオ木て匙者羽都 Ｑ甘桁削 ｬ灯川 Ｗ司市 ｼ打 了イ伎 ［主 ｅ 宅新 ｩ改次次 牛築染 ｩｾ 悦似リ潟Ｚ撒 ｬはま ＶＷ Ｐ削

棟でで. ある。 もっ ともこの数値の一部分付高

級プ ｊ レジヨア住宅 、 ｾｬ￉ "i 民的自己所11家屋

であらうが、その大部分は借家、tl!) ち月々

の賃貸 ｉｌｦｾ って 、そ の使川ぞ切立し ｲｭ 品的

|初係 l' L ii れ、て千{ - ( i : する住宅建築であらう。

借家 の盤肢は今や決定的な ド部室 ｉｾｭ を持

つ。即 ち封建的労働分散カ、ら n 本主義的努

働集中 への特化は、働く 月Ir と住む;場所との

分化を- * し、個人の溺.. 'L化、知人の Ilj民業的

0  .. '[ 化tef ドひ、更に交通機|持lの進歩によっ

て移住の自 rl] は家族の '，'Wj分散に現t I ¥し、

集中的持働位置へ、;{i ll1!i への移住を俄議な

くしに。従って1背家の護j民は今や正に決定

的であり 、

その質的平 ｉｴ Ｇｫｾ 、 家賃の高騰にもカ、 ｌ はら

す必然的である。住宅問題の多数の研究領

域がこ¥I ' L 殻生するのである。カ、 L る営利

的目的の fこめ建築される住宅建築の生産) i

法について 、若干の考喜美tt 拶1: ふことは意義

あるこ とであ らう。f作家の生産者は誰か 、

即 ち之は大工である 。 こ L では建築家に全

く生産には附輿 しなb、。建築家白n盟賞は一

廓lをもwへないのである。主主築家からシャ

ツ ト、 アク ト された有 ｾ｜￯ ｢ 住宅 、借 家は全く

大工自身の過去の生産プ/ 法の遺産と経験

と、住少なる創造 )J と、そして依りにも大な

る住セ建築最少| 以化の者11-"1的要求を揃すぺ

く、営利的家+ : の胸算川とに依って生l主さ

れるのである 。そしてその生産プ'，"法は全く

古- のま L である。建築のJ}ω 、分野 Icbぞける

技術の進取にもカ、 L はらす、故近幾分改善

されたとは言へ 、: ; 1cと土と} [ . との1・11鐙らす-

v  9 8  

の手工業的構成物である o i-L幻引車じて

凶ー凶桁定の位置に生産される建築生産の

方法は 、土地 と不可分の附係K あることに

依って 、現場作業ぞ必要となし 、仙の生産

の分 M!"f 、例ば陶磁7 . : * 製造に於け るiliJ品目伐

の ｉ ｦｈｫ ，ｾ ， 生芹 Ｚ の 如く、 工業 化 され定型化され

火償大量生産される JJ・法とは全 く巽って日

る。建築ーが仙の生産様式におくれ、工場生

産化し大工業化し仰な いのは全く _I-_i ! sの自

然との劉立に於し、て 、現場作業ぞイfーするこ

とlと師せられる。同期の工事の停 11- 、材 料

の乾燥度の盟イヒ等の諸黙が少 くとも 建築生

産 lζ 於ける技術的)J"而を命'J ff;{1する3 例へば

こ_¥. ｲ｣Ｑ Ｚ， Ｇｬ［の 問題 がある 。 大工の苦 ↑ ｬＡ￭ ｔｬ ｾｪ の

不定は壁の乾燥陀か ｌ っ て 居る。 ｴｩｻ 始 ＨＭｉ Ｂ ｊｾ

築材料 Ｗ こる ａ ［ｾ 日［は多くの場合 、 一 戸建昨 ＱＰ

咋につきが:11 . 3 立昨を要し、その乾燥には冬

ｬｐｪｬ ｺＺＺ 於 ｕ 、て、ゅうに Ｓ ｾ Ｔ 週間を要する。先

i ' -土の})-j -t始的使J 1 J がI上揚され建築材料が建

築構造が現場作業 t，eJL錫し仰らる段階 lモ至

れば、建築は仙の山i品と同様に 、定型、大

量 Ｎ 去 ＺＱＱｾ の大工業的生産ズ ｊ 法の領域 に准 ｍ

しれトらるた らうコそして之は全く大工では

なくて建築家自憾の認識の問題である。だ

が我同諸↑ I!) 勢の現段階 i乞方そし、て之は可能で

あるだら うカ、。否で ある 。 どうすればい L

か。答は lリjl 吹である 。 5 ク ' Ief u去[1 と不必利

仰を目指し非盤する lit 小住宅供給者ぞ排喰

し、集間的純音・による統制的住宅供給にま

で高めることである。 この) ，司法によ っての

み、今のj折、大hl 的に一一之は生産*1;:1にに

於b、ては全 く手工業的ではあるが少 くとも

今 uの利} - IJfCは役立つものである一一供給

されねばならぬo 1: が之はあくまで供給の• • 
7こめの ILむをねぬ手段である 。我々の問題

はあくまでも建築生産の根本的な問題 にあ

・-
らねばならぬ。 ( W生〉



4 月 12 日。次予Kのl羽。

午前 6 H，f o 雨の音た聴告ながら 5 分延し に臨

床の il.J. りた楽し んで}，!i ろさ、1: まの円噌 rl 1:'か

らもっさ眠り皮いご J忠、ふ。

それに して い 編 斡が l 人 L行かないさなろ

さ記録 ｬ こ差支へるし、出 ｉ ，ｾｾ し ないでも千平賀ｻＺｴ取

られる し、こ の心 さJi 伐ふこさ 30分 、官然さして

参加する こさ さする。

8 時 15分。上分大軌の集合ぬ所に* て見ろ芝 、

小止みもな く降ろ雨に し闘 らす' 出席必安弁副令

長はじめ70名 、大部分 {: t f 況に乗車の由 、この雨

でｻＺｴ筆台 。 さ同じ戦死ｬ＿ｾ絞っ ＱＺ 上出席 さ れ ＱＺ 勇士 ｌ

多い 二さであろうが、 70名で借切の l 車{ : t 過不

足 L -rt. く満員 、春季大合{:t 出! おおの数に於て先

づ充分成功 し1: さ言へろ 。

8  ｂ ，ｦ ＳＱ 分ｾ車。間もな く 河内卒Ａｊｬ ｦｬ こ入ろ。大

阪に集る郊外電車の全て がそ うであろ絞 に、布

施 た過ぐる頃まではト プさ風呂 j量の煙突さ屋根

の物千ごの闘に立つ境域である。 これは 我 凶

の大昔111打さ郊外之の境界の特徴であるが。それ

に してし我# の観察力 、干i批チ1Jカ { : t 習慣の lliil こ

{ : t 何て無カなものであらう。毎日通ってた; ろ 二/j

向では一向 lこ系 lこならなし、ものが、 1: まlこ通 ろ

この方面で{:t甚 しく目 lこ立つ。

河内 から大和境に至る一帯{ : t 野 山 、υ 111ミド

。一面の昔ti 萄却II であ る。地面か ら 1. m5 倍 の 高

さに張り廻され1:針金に沿ふて 、意を芽前の帝i萄

の; J ; {: t 、11年ろ王手雨にwiえあがる生命に耐 えかね

1: 風情であろ。丘三共に起伏する畑一面に潜む

Wi 1'{ の色。

このあ 1: りまで*- i ' i の志; 議{:t非常に明瞭で、

観察カも よか極めて正確 -c. あるが 、八- * た通り名

張か過ぎる頃から車内の空気( : t 次第に低調さな

り、筆 .!S-L ZJ) 、物た煙ろ雨の彼方 に見ろ放 になろ。

字治 ＱＱＱ 悶が ＱＰ 時 ＴＷ 分 ｦｾＧ から 、出 後後間もなく

波され1: 排活らそれまでに日食{ : t なけれ11ならな

い。 今 日{: t 食事の時間が朝から 1時間程ずれて

局ろ。朝 1時間 早かっ1: の1:' から 、霊 L I 時間

取越しても差支わるま し、。差支わってし喰{ : t ね

ばなるまし 、。 一 ーなど 、食事的 fi まろさま 1: 嘗

販かであろ。

会 長 Ｓ ＮＴ∞ ｭ の青山峠のト ｙｾ 、 ｰ レた 抜げ るさ

もう伊勢であ る。参急電車(:t 1 時間ω 曜の述皮

1.)? 以て 、河内、大和、伊賀、そして L う既に伊

勢でわる。

「天六 、宇治 111 国防，1132岐、こ の|伺2時間 16分 、

問しな く紳郁山悶 l二着 くでござν まぜう。 皆ι立、

ごゆっくり御参拝の上 、締 りlこは刻、 この電車御

不IJ月J裂かお待 ち申 して l品り ます」

案内係の少女が、これが最後 7ごから一入授 lこ
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烏司 ｾ ￬ 甫の 風光 その 1

綾I!e持 1: ぜて 、こ れにげ言って引っ込むさ 、間

もなく字治山回線着。

宇 治 山 田 〈外 室、内室、 後古舘、農業館3

お上りさ ん 向の族館さ 土産物資ろ 1; 5さ、耳軍部!

の有悦11. 何民主 LI可じ遊覧地のそれである。 十 幾

年ー前中身降 4 年の 頃訪れ1:時の 記憶11. 作H包に もな

い。何でも、古い ＩＡｾ￐ｴｾ 、宿に泊って、あ ま りｉｬｽｪ

ろ くない 夜の開 ｉ た、 議再 ｶ 零れ尋ね ｾ � ぃ ＱＺ んにつ

1:が。

雨 11 . 一額激しくなっ1: が、伊 勢参宮 11 . 古くよ

り我大手11民族の f; ft で L: が持つ一生一代の願びで

あり 、江戸 時代 には参勤交代の旅のなし 、11I]人の 、

「族 」の代名詞ですらあっ1:。

そして今日 L亦、 この降り頻ろ 雨のI j : t 1Jと京阪

より日航り の十E しい)1 どりではあるが、行きか

へろ人々の税 、者二傘き して) ) 1. . 端折つ 1: 老婆の姿

u ど、ゎ・伊勢 きんなら 11. ' こそふさはしし、。 参詣

大 令 記

v  1 0 0  

::/S.・の波の中 i二、 修訴さして

法ろ日本主義のi羽か思ふ。

品11
1
峻11.雨の匁l こ却って清

らかである。雨のおらない

火水の木I廷のところど ころ

鈎が2湖、 3羽遊んで庇ろ 0

llt ? i ; 、な富島冠さ純 II t，J: 視 の色

ｾｉ ＱＮ 、我 々 に ｔ ｛ｬＨ って鳩より

も. z p . 和の象徴である。そ れ

に鶏に 11 . 鳩になル、希翠がある。

機 11 . 牛肉であるが、杉の古木ゃ松の色さの謝

手nl1. 圭IJ ってこの方がし、 ν 。

紳}弘に て手 l e洗ぴ口た消ーめて、静に下宮の前

に額づ告まつる。

高) ，J 山のふ L 芝、苧均さして箆ゆる杉の古木

に見え隠れる千本 、勝男木、それから素朴なろ 康

桜 之柱のあっかＨｽ 、 その ｾｲ ｦｲ 々々にしつら へ ら

れ1: 金色の金4却さの調和 、建築のみに見る もi純

粋な ｉｊ 本紛 ｾ￬ｬｬ ｬ のぷ Ｑ ＱＮれ ではないか。 「 嘗 て 小掬 ｬ

主主少 ｩＧｉた ｾ ｉ ＺＺ ん ＱＺ 円 本 、 伊勢 最 Ｑ Ｑ 宮 ｬ ￨ 有すろ 今日の円

本の建築が何放 lこ..... J ｾ言つ Ｑ Ｚ 7・J レノ . タウ

トの言葉た忠ひ 出す 。

玉砂利 11.雨 に洗11. れて光ってj苫1: 。有志し く目

'J:>iIU:.殿の奥深 く移し 1:時十数年商ij の記憶の糸 11.

ｩ 斬くほぐれ 出す 。 ｬｦｾ Ｑ こ ｬ 奴 ｭ げられ ＱＺ 金色の金物＿

牒から外宮のIlil l
l
域 までの溢; rx. の怒 かつ1: のに

念ぬｾｾ



引かへ 、外宮から内宮への道{t 何さ美しい限り

であらう。アス 7 アルトで鋪装ぜられ1: 道の雨

官jll に、楼さ楓之が交互に若芽さ花さら匂 {t "t!:て

居ろ。

雨 {t 道路か洗ぴ去って、イEl 技ろには聞のあろ

道路に ｻｴ 塵一つない。 一 同た乗 ｾＱＺ Ｒ ｾ 筆のバス

{t 案内の少女のあまり上手でなし、;説明 1J ? 11日告な

がら、問 vr.よく字治橋のmi に者 〈。

五十鈴川 の水 {t 雨の匁に濁つては広ーろが、岸

の若芽はその匁に却って色栄へ、7 ] < の汚りた補

って自主りがある。

橋 1J?i皮り 、外宮より { U貸し、最11
1
域島、内宮 に詣

でろ。

神域の ｾ只中に日露戦字の分捕ぶらしい太 ｅ 位

。砲丸た並べ ＱＺ の ｻｴ 記念のｾで ｴｴ あろうが、む

くつげ告 ｬ 畏 りである。それ ｌ ど ｾ Ｎっ し 、淡褐色に

塗られ1: ろ|二於て。Y' i . - J ' I ｜、 ｪｪｪｬ� ， Ａｬ ｾ や 純 ＱＧＱ の鈎叶 ｉｉ ｊ

さいふ針照であろう。

Ｑｾ Ｇ が美 い 、 、 若芽ご花模ごのｼ品 ｾ ｾ ど 抜げて、一

度内宮の前に脆き千古の示tt 路山のE在、千木高ら

かな宮透谷斧するさ 、こ うし1:小さな矛盾 {t 跡

形 L 1.. < 油、 え失d ろ。 オーバーら脱告' 傘ル1: 1:

み 、有害 しく斧 み Ｑ，Ｚｾろ。

次で徴古官官に主主き世の 香の数々や吹ｾ Ｎ 、 或 ｴｴ

3z 、九重の雲深きわ1: ｾｊ の 由緒深告御調度品 Ｑ ｊ＿

拝観する。静かにＺ［ｲｾれ込め ｔ 、空 気 の中に 、 所々

| 旅列ぜられ1: 秋水 3 尺の銘刀が百UIJ 1: ，ろ生気 IJ ?

以て強ν 動的印象た央へてNi ろ。

ヲたが農業館。我凶 {t I ，潟秘凶ご して古来銭円r 凶

隠さする 。榊岐に近く 、徴占官官さ共 lこ淡業官官の

設げられ1: ;ろ 、ょf J 、宣なりであ る。

宇 治 橋

徴 古 官 官

内 宮

陳列する所{U主業、林 業、牧育 、水産等 lこ闘

する 参考ぷ 8 .400 険引である。何よりも林業の

木材の所 lこ最 L 多〈の興味さ時間さら持つれの

{t 、。{t り職業意識の現{t れであらうか。

鳥 羽 ( 鳥羽海、待月檀〉

午後 1 H} 30分。

宇 治1111耳石- が!r' 前 10H} 47分であっ 1:' tJ' ら、そ

れか ら3 時間 、↑む い ‘ 行手呈由5時間の絞治た忘れ

きぜて居仁 。j込業尚之p 出て先づ" " 円の第一行手2

IJ ?終つ 1:安心ご、内動車待つ問の裕りに 、ふさ

H封1・1J ? 見ろさ 1 時30分であ る。

一見か ら鳥羽まで j 日行の政定の所h. 、

雨、加 ふろ に海上風波高 Ｍ￰Ｍ ｾｊ 日 Ｑ まで 白

動車ごいふ こに なろ。

[' X 'f，1の i l動車がそ こに空いてた:ろ の l こ

fi'I 放ゃ らん ? J

「途 '1' お巡り l こなるごお分り| 二 なり ます

が、道が狭 くてノ〈塑で {t M. れ ないんで

す。」

「二見まで行 って乗り克へ ろから出 L 1: 

ら ｍ う Ｑ ｾＧ ｯ J  

見予(1する 11司に小型自動車幸IJ * 、鳥羽 l二

1 0 1  v  



タト

前j っ て出俊。

'命

日

成 干旦狭む、退路た、 ｲ￭Ｇ ｪ ふからＪる白動車ゃＮＱ，Ａｾ率

三待ちつ待t: れつ il 主む。者11令人の品11'絞らν ら1::

1: " t ! ろこさ悲忙し U、。 1:: が、この 辺 L 泣く師長

7 mlこ扱張d られ. : : ， 、ふ。

活い街道の情組はその羊1訪れる之 ころ、嗣.ICf

t: 民家。苔蒸 し1:山WLた な り 迎 へ す ろ 所 に あ

る。溢の厳くなる耳IJi 州工 大き ν が 、 そのttl こ道

沿の民家tt 後退さ tまられて安普請さなり、山 j汎

t: t 痛々 しく 切り 表 t: t され、橋t: t鍛ii1i コ YI J リー

ト迭さ なろ。移り往 く しの lこ3討する哀惜の情 t:t

貸手IJ主義さ 相 反するも のであらうか。

ニJLiili 1: eわさ じす る さ 滋 t:t 問 しなく 山に入

る。志 l事牛島の京北 -:' m、海沿υのl監の 中腹た品

濁街道 tt 縫 ふて走 る。

昨年な松の木立の間から 、鳥羽沿海のよる々が見

える。自動車の慾よ り眺め られる海の及色 tt 全

くし功、。 H古れなれば知多*烏. oc : >i J 喜美学烏 L r，ll近

に見えるでわろう 。

春雨 に畑つ1: 海の雨 lこ県く浮ぶ島々の委t:t全

く墨 色の情 ｪ［ｾ でわるが 、こ の美しさは或 ｴ ｴ 雨な

れ11 こそでわろのかし :先日れな ν 。

うら風しめら磯i皮し今仰なぎて

叉民謡 に、

か しめt: ち1: つ鳥羽の海面

一 一明 治天皇御製一一

一朱 ttd、タlで三少IK三分と) t:t三和J

宏、州( 四朱) t: t 鳥羽i! 1i 五朱( 御 滋) t:t i酉。

間もな く烏視 のinll こ到着。一同の希望に依っ

て、雨中ではあるが海女の作業た見事? する匁

lこ般に乗る 。

海上 ｴ Ｚｴ大分浪が 高 ｪ ，、、島ｾ ｾの静か な所に紛ら

v  1 0 2  

止め て海女の作業主v見る。貝ゃ海鼠ゃ海藻 など

1:e採るl ' rl 際的作業さ同時に 、遊覧客のサー ピス

向 lこし充分訓練されてよ'!j ろ。官1I令の人の晴好 lこ

際じて務化粧し 1:湯女が 4 人 、 L ぐるさや付‘ 採

って tt 浮ぴ上る。 1'1銅賞た投げてやるさ正確に

拾っ来て t:t 1"" アリガ トウJ . : : 言ふ。ょくを賢建 し

ｴＺ 肢 惚の ｬｬｻｾ 動 ｬ 二一同与ぶこさ移し ｕ 、 ｯ m;，J<iし

よか、作業 10分Imt: t 短か過ぎるさ思つ1:0 1:' が、

海から上って、: 尽風の品IhJt て2主へてよIi る待女達

たJL ろミいささか惨1 ' 11'11:'.:: L忠ふ。

ｭ 珠 ぬに上陸 し ＱＺ が 三 ＪＪ ｊ 互の 多 ｾｦｬ ｪＧ ｩｴ Ｚｴ ｔｬ 支

閉鎖中 であっt: し、雨 t: t 降り頻ろし 、釣魚% の

m図f e- ) /i J し1: ＱＺＧＨＱ で引揚げる 。 釣魚沈 ｊ で奇 ｾ ｏ

fei' i. つ 1: 数人 1:: げ; n 珠烏 lこ上陸 し1: 勾J がわっ1:

.::， 、ふわげ。

ＺｪＩＩＮ。上級 ＱＰ 分にて愈々本 ｪ 三 ｔ 干の人［誌であ ろ ｾ ［ Ｇｦ

FJ 桜 l二者 ( 0 3  U，f 30分でわる。

待月松t:t 2 :J i 海 l二面 L 1: ，川、旅館であっ 1: 。

遊覧地ずれの して ゐ1.(.，、 こさt:t鳥羽への交通が

未 ｴＺＧ 汽車によ るほかな ､ｾ であろう。全て のぷ

勝 地 ｴｊ ｩＧ ｪｾｾ ｩＮ の敷設 に 依って俗化するのは泣車が

わ ま り ｬ 二百 Ｑ ｉ 合的でわるｾであろうか。否その険

主主カの大な ろlこf/( るのであろう。

ミまれ 、こ の宿の 、火』質問 ではめるが 、静か

な海 iこ面し 1:)1i ixl 二陣取って、はじめていささ

か郷ょの JJもたl呉ぎ、|司時に k ，、乗物の疲れたj広

のめ1: りlこ感じる。

午後 4 時f J 目安。安井品IJ 令 i去の挨拶。1:: が 6 時

ＴＸ 分烏司［Ｇｪｾ軍置を の列車 ｬ こ問 ｬ こ合包ろ ｮｬ こ ｴ Ｚｴ、安千 Ｗ

t:t先づ 60与に終了 きれなけれ11ならなレ 、。 この

朱持がーｼ司ら支則して ｽ ｍ Ｚｾ に、間安 Ｑ 時間11こ

して庭先 lこ隠 し袈か飛び出す始末て' わる。 Jる司1勢

王 位の手踊ｾＧｴ ｴ しく Ｖ 時過ぎには残りなく鳥羽幌

に集合。大手U，f¥、 }i ｽｉ ｊ Ｎｻｾ 、 Ｑ Ｑ 、 板 ｊ ｜ が丹 Ｑｉ 合 ｬ こて ｂ

H寺12分の汽車まで}to浅つ にほか全部無事 6 H，f 48 

分 にて出唆し t :次第であつれ。

急行た待つ宇治111 悶腐の40分! 日1に宅への詮燦

ｊＱＳ の土産物 ｦ･ｲｷ 込むさ 、 わさ ｴ Ｚｴｾの 中Ａこ 大 阪

へ若くであろう。

司王宮去の外t:t まに雨の音が激し い。

×  X  
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第 園 第 2 圏

W じl wyn G a..dcn  C it y  (:t 今 より約 16年前 J 920年 lこ全然新郎Tむさして設立され1:のでめっ 1:。此 の上地( : t ロンド y lこ接近 し、

IJtl官官 ilij までは公共的施 設し 、何かな這路しなし、悶図地 であっ1: 。こ の都 di (工大戦後に企てられ1: しの で言11Eのプ ラン 並lこその

純悶あらゆる建物及その他の工事等( : t 1920，lr 0.u l 二百十泣きれ且つ施 工され1: のであっ 1:。

此 の有1I II i (:t 呪花の約術的依イキの基で完成 L i守る 一つの見本ご して沌 1:1さるべきしの でわる 。

W じl wy n G al'd叩 C it y (:t Cしlchest山・X ( :t Bcdf or d 位の大きさ人口た治する者Inli . : : して殻言|ーさ れ1:のである。 この都市 l工

大 小 ｬ こ拘 らずわ ら ゆる建物 即 ち Ｑ ，Ａｩｻ ｾｉ ｉ￬ ｘ (:t 駒 栄建築、 公安建築. &T初等の. i l l 物が月I rj: されれ 11 . " ならなかっ 1: のである。 この都市

の理怨ごするごころは全w豊さして都市た言rill- する事により ]6住民の要求なろ人間さ しての楽 しみ或( : t 最大の不11盆ル出来ろか- d - '・

りf将をする こさによって普通 のま1'I 1I di 人 1-1t e こ、に牧容 L Il つ確定 L Ｑ Ｚ 計五に針して Ｍｴｊ ［Ｚ ｾ たら 出 来得るか告 Ｇ り終済的に遂行ぜし む

るこさであっ 1:。勿論 これは一般の傾向である 者In1i の膨張さ鍛張に反射 して考へら れ1: 理想都市の 一つの型て' わる。 放にこの

郁子むの成果( : t v 、づれの者11市にで し凡られるご ころのしのご 全< 1 1 &別される べきし のでなげれ11."な らなν 。

此 民主に奇 ｾ ｉ 介するしのＨｈＧｾ波 及財源 の月見込がｴｊ ＱＭＨ Ｚｴ重要ＧＱＮよしのて ＿μ 、ご 認識される所 ｊ ｆｩ 住宅 計 Ｒｅ でな くむしろ普 通の商 業 上の

依イキて) i [ 施さ れ1:建築百十孟のー辿f . . i ' ( て' わ りJLっそれは商業的成 功ら詮明 し1: Lのであるさ 云 ふこ さが理解さるべきも のであっ

Ｑ Ｚ 。であるからｾＮｾ事の平面図ＨＺｴ 一般 計主に附随して作 成 さ れ Ｑ Ｚ 商 業 的事 ＮＱ 長 の代ョ史的のものさ し て研究され るべきしので ある。

ｗ ｣Ｑ ｷ ｹ ｮ の居住地 の百十遊 に閲 し て、 土 地 の 白然 ｉｪ Ｈ ＮＱ 等高 線 Ｈ工 、純然 ＱＺ ろ ｷ 現 への手 段か口 ｬ 怖さ し Ｑ Ｚ 建築的 成 果のｾに利用され

れ lてならなレ、。 凶l ち修飾のJ ; tの' 1. ' ( ) l ] ( : t 全然なかっ1: のである。土地 (:t 、最低終 1 ' t . た以って間授が可能である悦に股大な土地の

地 創設計がな されれ! 1. 'ならなかっ1:。であるから道路( : t 主要トラフイツタ道路になりさへすれば出来ろ l :tj 等高線 に従( : t しめ

1:。で卒面聞か調べるさ或道路( : t 1111線|こそ して他の 郎総 (1.直線に 造られて尽ろのが明示されてだ: ろであらう 。是( :t決 して紙上

での数果のみたね らって道路す|11が製 図版よでな され1:のではな いのであろ。 llPちそれは終畿地の自然的保件に従つてなされ

1: 結巣であ る。

( イギリス) Wel wyn 田園都市の宅地割種々相 1 0 3  v  



第 3 圃 第 4 園

We l wy n の経替地( : t ゆ るやかな起伏之、ょ く生繁つ1:森林地て' ゐる 。が然 し1920年以後開唆さる べ き土地( : t 殆んど卒坦で

南東 ｬ こ緩い傾斜があり ｊｴｾ にＨＺｴ大告過 ｾ ｦｴ ＼よ し 、程度の樹木の林がある。この 上 地の 言 ｉＧ ｭ に闘 し て五去 し 技志すぺき事 Ｈ Ｚｴ存旋す る 樹

木島有数 ｬ こ耳 ｉ ｊ￭ｔ Ｇ ｝する容であ っ ＱＺ 。各樹木の位置は測量するささ目標た附 し ておき、そ し て道路計［ｒ Ｑ￨ なす時、 ［ ｈｾ 民主にあ る 古いオ

ークの樹木からさへ、最も要領のよいまt巣'.l? 1tJ]待 出来得る絞殺計が進められ1:のであるが、多少の樹木の{ ¥' ; 採( : t l lこむか得なかっ

1: 。げれど L それは、そんなに多微ではなかっ1: 。即ち道路( : t 凡て樹木之共lこ計草まされ、そ して更に多くの樹木が建築敷地の

後庭へ揃込まれ ＱＺ のであっ Ｑ Ｚ 。是等の樹木ＨＺｴ 比 較的小さいのて Ｇ 最初ＨＺｴｊＹ Ｑ 待する住 の 数果 Ｇ Ｎｬ＿ ｾ げ ｾＺｽ 1.よし 、が 、見守* これ等の樹木が

成長 し ＱＺ 時 Ｈ Ｚｴ相＿止な数 呆 ＨＺｴ ｊＹ Ｑ 待出Ｊ ｾ 専ろさ思ょ、。街 路 樹の種類 Ｈ Ｚｴ 、 椋の木、 Ｈ ｲ ラ ｴ Ｂ ｕ ｉｬｬ ｓ Ｉ ， 林倫の木 Ｈ ｐｹｲ ｬＱ ｳ Ｉ 及 ｬ ｡ ｢ｵｮｬＱＱＱ Ｈ 官 ｾｦｬｉ￬Ｎ

きんヤきりさ栴する水 〉 車 ＱＩ の木 Ｈ｟ ｴｨ ｯ ｭ Ｉ 等の知 ｉ ｾ 比 較的小さい種 類の 傾木 が 使用され て ｽｾ ｩ つ Ｑ Ｚ 。 此 の ｾ ｉ ・ 蓋 の 中心地にＨＺｴ ｬｬｬ 年

俸 くb日 ch) しなの木 仁l i me; 架の樹 【chcst nl1t) 等、 比較的大きい樹木が 補 込 ま れ、概してそれ等が 、年月ら終るに従って、

街衡の美槻た自然鱗成し 得ろ枚 に仕組まれて足って、変 lこ各街路の jf J地等|こは、 3 本乃至 4 本 乙h 等の樹木がゲルー プルな し

て槌込まれてあろのである。

此 の ＧＧＧ Ｇ ･ ｬ ｷ ｹｮ の 百 十主に［仇て、比の外にｾｾ去のある特徴ご 云 ふ の は、街 路 ｾ ｉ ー ＦＱ こ於て ｲ ｲｲ 1; ¥'1 “ C loscs" 父( : t “ C uトt1c- Sac" ( 袋

路式〉式の方法ル採用して居ろ容である。閉まをきるべき一般道路( 工、幹 線道路系統に牧縦し て、補助這E持制が傍成 され るの で

ある 。が然 し も"'el wy n に於げる補助的通過道路l工、何民主で " L可能ご 云ふ方法ではな かっ1:0 _1 : 1 山口小さい農場叉( : t ( t urn-

i ng- point ( 姐り角叉 ( U，¥) 1こ於て終ろ秘に生a : ，、路線の組合ぜによってH自殺され、J : Lつ建築敷地( : t 之等の這路に添ふて配置され

るのであろ。設計され1:袋路の中に( : t 、曲線式のも或( : t 直線式の等 しあって、い づれ しこの f，' i] 図に配呈される建物 lこ事量化た奥

へ得る伐になってだ; る。 最初の設計( : t 、開革ま授の絞溌的なる よ且た目標ご してな され1:のであるが 、結局飢量される建物( : t ¥- 、づ

れも幹線準路より後退し 、遁常のiOi さの庭園が 、都合ょ く酒E読され 、極 めて優秀な建築敷地 ごtl， つ1: のである。建築線 が破れ

るさころでは、此の袋路式1 j ，. 取り扱って街衡の見合2 しきたi盛げる悦 lこし、各々 の袋路( : t 、l!A ろ種の準的? の終端的形式やさって

居るのである。

此の都市に建築され1: H宅の種類( : t 600務より 3∞0勢程度のものであっ1: のであるから街路の数泉谷勝成すろ部分( : t ノj、さ倍、

v  1 0 4  ( イギリス ) Wel wyn 田園都市の宅地割種々相



第 5 圃
• 6 圃

5苛立住宅乃至t :uド痴立住宅等によってなさるのであるが、満足すぺ告結果さ云ふの l: t 建物正しし、配置さ 、建築総の道府性の草IJ

ｭ 等、ｬＡｾち街路全慌た通じて、特にコー］ ス 線 Ｑ ｬ＾ ￮ｩ 百へろ本等の如吾 、街 路の雨 側面 ｩ より考 努してのみ得らる 》ものである 。

We l wy n l: t か与る設計手法に よって多〈の数5是正p得て苅ろのであろ。

Glli 創鐙理さ云へ If 、只準 lこ絡子形の街路計i l l : のみや行って居ろもEな我困の現状 に照し J康ν 共同級地主旨月J芯し、且つ単調U.

1苛衡に型経化か輿へろ手法さして、比民主に紹介する ¥Vclw yn Gar dc n Ci t y の宅地割 l: t 他山の石 さして沌 目l こi i 1す るしの であら

う。諏お設) ( Si t e  P lanni n記 in P ，'act icc at  vVcl  wyn  Gar dc n C it y より，勉弁幸次郎〉

第 1圃 こ れは 次 ｬ こ 来る詳細 ｬｦ 面闘のＧぷ ｾｉ であろが ｬ 可時 ｬ こ 全憾の数割た示し れ ものであろ。

第 2掴 バレ ーグリ ーンの袋路( C型〉

此 監の級 地 l:t谷|湖 lこわろ V al1cy ぬ旧d I二よって織成されてJt，-ろ。 谷 tl:¥l のJ%v、部分からの家々の納長 L、線 が 此 虞 で 破 ら れ、

Plf の 中心部よ り* てた; る道路 l:t 此の谷のご こみで終端ごなって居るのである。 この級地 l: t 星の悦 iこ製閣されて居るホプラの級

及 小lI'f. の入口 lこめる柏、J くさい樹木等 lこよって誇張されて応ろのであろ。 Val l ey Road の底々さL 1 : ろ街路の感じ l: t 植込まれ7こ

ろ街路樹によって得られるのでわる。大きい樹木 l:t大ft豊街路の 曲線のご ころで袋路の入口ら同摂するべく織込ま れ且つ此の曲

線の定まつ1: ! ) ，ｾＺｬＱｽ［ごの聞の眺望か市 Ｑ ＱＱ 促して ｬ 去るのである。

此 の ｃ の例Ｈ工 、 ＱＷ の 住宅 より 組織 され 、 二 つ の短い退路の ｪ￼ｾ のさころで第 Ｓ 得 ー の道路ＯｊＧ辿絡し 、是 等に添 って 住宅が配置さ

れて舟るのである。

.3圃 ノ、ィ 、首 - Jj 道 路| こ治ふ袋路 くE 型〉

是 れ l:t 非常に奥へ入 り込んで尽i ろ袋路で、此の周図に 14の11、住宅か配置されて lえるのであろ。

刺蛇腹及棟 l: t 雨側の プロツ P の設計に後 化た求 めて居ろ。

.4園 バ レー道路に沿ふ袋路 ( D型〉

V al1c y  R oad  Iこ沿ふて住宅の配置は普通の方法か必! J : : ' さする が 、D の袋路 に於て l:t 輪、設計の高級な る住宅なろ 1: め鑓化 あろ

配置が要求され1: ( 12戸〉

( イギリス) Wel wyn-田園都市の宅地t J j種々相 1 0 5  v  
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第 1 圃

.5圃 街路が交叉する場合

• 8 圃

Val l ey Road -:: Bmcl <swood Lane，交叉駄 に於げる住宅の配置計i R : f l . 示すもので、度々さし 1: 建築線の感じた誇張するの

に 住宅ＨＺｴ後退して配置され 、比 ｾで重要逝 ｅ 骨が南へ曲り、 北 へ直線的に建築の走って居るのは ｂｲｯ｣ｫｳｷｯｯ､ L ane で鍛造の下

か遁過して居ろ。

第 6 園 バレー道路 l二沿ふれ袋路 ( F 製〉

各住宅の Ｒｆ 、から開放され Ｑ Ｚ 感じさ野原の放な気持た出来ろ ＱｾＧ げ得る絞に 、 Ｖ 戸の牛街立住宅が配置され ＱＺ 袋路の例ら示す。

此の脱皮設計( : t 袋路に於て互に住宅が向ぴ令ふさ云感じか出来ろにげ妨告・1: ｾ＠ 、さ云ふ要求の最低限度の L のである。

. 7 圃 プロックウードレー y に沿ふ1:袋路 ( B)

傾斜地に設計され1: る。 30) ヨの牟樹立住宅よ りなる袋路。

』比の袋路 lこ配置され1: 住宅の前庭 l工会部公開され1:庭園 さして設計されて居る 、是れ( : t 本国図書官市計宜の前初 に於て 協合

( 合枇〉の責任であっ 1: 。

.8掴 ノ、ィォ - 'J 道路に沿ふ袋路 ( A型〉

5苛立及宇掲立住宅 12戸が傾斜に既設され1:袋路の例 、謝照的な番小屋( : t 終端若く( : t 入口 1:e飾る意味で酒E置されてある。

Ｈｓ ｩｴ ｾ＠ Planni ng  in Pract ice at  W elwyn  Gar den City より、亀井幸ヲ"' Rl O

v  1 0 6  ( イギリス) Wel wyn 田園都市の宅地割種々相



新 建 築 欄 l

Abane の '‘ ファッシヨの家 " 外 観

65111λ 16∞m のフアツシ λ ト謀長の集合室ご三倒事務室た組合ぜる簡明なる卒面。

外装{ : t nii 亦色のプ ラスタ ーにして単純なろ隣j 口1e:fl"ーするポ ノレチコさ凶角の培{ : t 二れら

た結. . l : 外階段ご共に此の建物 lこ極めて核削1: I . > 而も均衡の ごれ1: 7 アサードた奥ふ。

l E門 の餓 グリノレの“ 束 斧"{ : t5c字通り 7 アツシヨのシムポ 2レ

而j しこの建築の新しい手法の中に し数千¥''l'J itt 院のし つ一種の 中世記的なる 体統 {:t見逃

し1号ないでわらう。

( L' A rchi t ett ura  lt a1i ana  Gen， Ｑ ｾ ＳＶ より、 森忠一 〉

平 面 圃

画 ーーーー一一___ .11. .. _ ーーーし- - J l

( イタリヤ) ｉｾ＠ t'バ地方の“ 7 7ツシヨの家" 4 題の I 建 築 家 Cal abi 友 Sal ce 1 0 7  v  



S. Gi orgi o 回 Bosco の いファッショの家 " 外翻

Meslr ino の“ ファッシヨの家 " 外観

v  1 0 8  ( イタリ 7 ) パ Fバ地方の“ 7 7ヴシヨの家" 4題の 1 11 III 建築家 Calabi



2投句: *フ ラy スの多〈の昔日mに出現ぜろ市

後プールに {:t新 い 、スポーツ建築上tセHにfi ' l

する ものがある 。

一例さ して花ポル ドー市の プールた示す 。

この建物 (:t 三つの主要なろ部分 さその l:f<t J必

部分よりなろ。 ! 一一

l  表遜り lこ面す る三ガ ガラス 悠の 冬nJl 川

室内プ - J レ12mx 25 m 

2  テ ラ スのｾ庭に聞 くス ダ ンド た めぐら

L  t :  b  3[ lYl斤1屋外プ ール 15mx  5 0 m 

くそl刷工 γ イλ ホッケ 一場さして使用〉

冬 季 用 室 内 ブ ー ル

( フランス j ボ ル ト ン 市 立 7 ー ル

ｾ＠

3  犀外 プール l二lW，、 て憾育館わ りてHi 導

.1.控室 ij L上きた宅、 障務宅 、シヤ' / - ｾ ｾ の ｲＮ ｈ 脱

室ら件λ 、o

( A rt c t  D ec.  et  L' Archi t ece  F ev.  19:1日

より 、森忠一〕

卒 商 圏

建築家L oui s Madeline  1  0 9  v  



外 観

このイ y ヂヤス トラy ドミ 云 ふ民主11 . 、計九

ロからろ ｕ Ａｰ，程 絞 れｪＺ￸ｴ Ｓ［ ｾ 特な岩ｦＮ Ｈ ｾ ｾ松樹で悶さ

れれイー J レウェイ待冶ーの 7 イオノレドの海岸線

にあって、最近滋水浴場が計ZI されてゐるさ

ころ でわる。

このウィータエ y ド・レY ート 11 . 夏季の一

般の肩上交の中心 さして計宣されt: もので、岩

Ｚｾ Ｈｾの高低た巧に利用 し て、 階段で連絡され ＱＺ

幾段かの テレ兄 、フイオ J レドた眺i激し 得る t!:¥'

屈がこの建物の形態た緋色づけてゐる し、2fi

岡元1111 ごし て 進，!Ji l的な民主でもあ る。

この潟w . I1. レス トラン J]; t J ' ら室内ダ Y スホ

ール① 食堂のめ 1: りらみあ げ t : もので 、右手

に凡へる滋1鋭上主主の rR型の妥CDI1. 、雨 天 lこは

この傘の下で、そうでなν、日 lこはこのよ で ダ

ン7. 1とやらうさ 云 ふ の である 。

( A ，' chit ectul ar  R eco吋 Ma，' . 193日より 、

宮岡秀穂】

議2

l  庭問

2  テ レ ス

4  グンス' " 1  Iレ

12  皿洗宝

13  冷物厨房

14 煮物厨房

5  ダンスの 1: めの デ レス 15  テ レス

6  喫 茶 室 18  ワイン ・λ タ Y ド

7  パ ーコーラ 19 ピ ヤ ;1' - 1レ

8  多吉E室

平 面 圃

v  1  1 0  ( ノールウェイ ) インヂヤーストラン F狭滑の週末レブート
建築家 Eyvi rd Moesl ue  

反 Ol e Li rd Schi sl ad 



外 観

( フインラン f ) Viipuri の 圃 書 館

2 階平商圏

二階卒面

1. 貸出所

2. 外閣園舎部

Ｓ Ｎ ｾＴ Ｎ＠ 事務室

休憩室

ー|滞平面

1. 調市1J室

2. 貸 出部への入 口

3. 小室所

4. 酒場

s. 入口 ホール

6. 讃書室

7. 撃生室

建築家 Al v町 Aal to 1  1  1  v  



講 堂

v  1  1 2  ( フィンランド) Vi ipuri の 園 書 館

明 覧 席 の 1 言F

昨fA完成し 1: 此の新岡持館l: t 肱洲に於

げる 主主新の卒商百十逝により、最新の設備

1Jo' 有す るしの さ云 λ、事が出来る。説書室

l: t 全然slI I薗に慾ル設げ す天71二lこ直径1 . 8::1

メートん の ) L天悠57側 1Jo'設げてわ ろ。フ

イ げ 〆 ドで l:t rJ 光のHUJ <t削f 最大 52

0

で あるから 、 天 ｾ に直射する日光 ｬ Ｚｴ天 井

のJ'メみに さヘ ゲ られて 、すべて反射光線

ごなって室内 に. zr.均 |こ投射さ れる 。従っ

て室内の 1"1れの部分 lこLD支きのお こる こ

ごな く、叉陰の さす 併 しな く、叉 n光に

よって書物の し、 1: む の ル |幼 ぐ事が出来

ろ。夜間照明 t IlI l按! 照明さ してなるべ く

主光 ご悶伐の効 果1Jo' 1寄る や うに努 めてわ

る。 尚講堂の天井 l: t 音響ーとの効果の 1: め

板 1Jo'波形に張ってある。 一階 F昔日l:t大部

分持庫であ る。

( A rchi t cct ul 叫 R evi e w，Mar c h， 1936 

より、 本多正道〕

明 覧 席 の 1 君F

建 築 家 Al var A. l to 



ト一 一 一一 一ｾ，一ー一 一「

.... "P- D  

)  TI) R(  J  

「一 一一→ｾ ， Ｍ一 一一一 寸

、 γ̂ 1'， 0  

国

Ｑ Ｚｩ 手 の ｦ ，￭， ｾ 、 ｩｬ ｾ ェ ｴｦ ，￭，アパート メン ト ｌ 、上 手

に改造すれば近1 f t式な日月 か、アパ ート メ y ト

にな リ1号ろごル、 λ 、l 仰10

aJ 所( : t Mauh，¥t t an Ｕ Ｗ 話相 の 近 く 、ｾ Ｎ ｾ 1  ｾｊ＠

の如 く見ろから陰気臭い建物であっ 1:が 、 建

築 Ｈ Ｑ Ｈ Ｇ に ｻ ｾｾ 示 ル 扱大 し て ヶ イ λ ＮＩＱＢ，卜 ・ ウイ ｹ

ドウ 1}?使用 し叉硝子及 IJ n ミウムの巧みな組

令ｴＡＺ Ｑ 二 ＱＱ ， って 簡明也被 ｦ ，￭，ｾＧｾ 2 1l¥l J の主11 告外観ル

計十 る こごに成 功 し1:。

その上設備 さして 白 働f7-l'年機 、 焼 却 櫨 術FH

の食事 JH具 、新型 の バ λ タ プ等 1}?設 ;7( して、

内 容 し刻、現代 'tifi 前l に改良てまられ 1:0 1. 2 1慌

の 通 路 lこ而 L 1: t}f;分 (:t i萄IJi 、その他(:t λ 型 ヂ

イメ l古l のアパートメ y トミなって};i';る。

改造 i拘の建物詐117m将( : t 404. ∞0 邦 家 賃の

より高0 であっ 1:が 、改造 投40. 0C091，砕かける

こさに依って 、大 略 30. 000，11の家賃があがる

械 になっ1:。

( Ar chitectural  For ul11 ， Ma，'ch.  1  !'l :l 6 より

新名 種夫〉

( 7 メリカ 〉 古し、アパートメント改造の l 例

c  I  c: ロ

建築家 WilI ia皿 L . Loui s 1  1  3  y  



正 面 外 観

5 階卒薗 4 陪平面

今日 大都市に於げる住宅設計にあって最 L 困総与感す' 1. >: 1¥占 l二

次の 2 つが ある 。

1. 敷地の狭I恒及建物の密集から* ろ採光の不悦

2. 都市の騒音及不潔な空気のi受入

これ等の 2 つ l: t 設計上互に雨立 し1s_ v、性質のもので、 l 令解

決すぺ〈慾1l f . >大きくすれば 2 の匁に不都合さなり、 2 た防止d

んさして慾た少くすれ 11.' 1 の採光不充分 に拍車がか 、ろ 。

建築家 Mor r i s B.  S ande同が自ら設計し 1: 事務所線住宅l工、

現代都市住宅 lこ於げるこの 111J題の解決 lこ鍵1y ? 奥へるものさして

注目 に値する。

採光面 iこ大き くZ骨子プ ラック た使用して採光ら充分ならしめ

るさ同時 ｬ こ騒 音 、 ｅ 筆壊 、 寒気等の ｩ 受 入た防ｾ一方空気調整袋援

の近代的設備に依って吉宮、に l: t 欄係な く新鮮な空気た供給する。

上の 2 つのHl l! l ! ' i はこれに依って大H豊解決ぜられ?: :Z見て し、、。

11渚l:t S ander s 兵の設計事務所、 21潜 31省及 4 階 51憶で2 組

の 2 階のアパートメユ/ トになって局ろ。ドの方 l:t fi昔し上の方 l:t

S anders 氏の住宅に 'i:i って1きる。

細長い敷地 iこ巧みに取ら れれプランiこ注意 、外部l:t 刺殺働タ

イ ノ レミ精子プリツ ｉｊ ［Ａ の組合ｾであるが、外椴が機械のもｩＺｴ ｬ こ悶

く なるのた 防 ぐ銭 に 、 居間のあるｼ潜 ｬ こ ｬ Ｚｴ露ヨ ｴ ｦｬＮ設計 、ｩＱｩ ｾ 話及Ｑｩ渚

事務所副Iにl: t 植物た植えて外観柔か早まら加へるさ共に、室内か

らの眺めらよくする ｾｉ こも役立 Ｑ Ｚ ぜて 居る。

家具 l:t主 さして取foHげで何れし同じ設計者 に依って鈴 lこ設計

d られ1: しのばかりである。

( Ar c hitec tural  F Ol "l l l11， Mal'ch， 1[，33 より、菊i名種夫〉

Y ARD  

1 階平面

BASEMENT 

地階平面

v  1  1 4  ( アメリカ ) Mo凶 s B. Sanders 邸 建築家 Morri . B. S. udeu 
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近代風郊外住宅の l 符IJ 。峨1関な敷地 に建てられ主要

な各室(. t 何れも角 lこ忽ル取って採光ら充分なら しめて

居る。

梅 造 基 礎

往

盤

地階床

仕 上 外 部

間 仕 切

初日板

屋 根

康

コＺＯｾリ ー ト

ス トラ グチ ュ ラル ・ス チ ー ル

コ Y グリ ート

コＺＯｾリ ー ト Ｈ セメ〆 ト 仕上 〉

普通煉叉張

エ ロー・ パイ y

カリ Y オ J レ= ヤ ・レ ッ ド ウ ッ ド

ア ス フ ア ル ト防 水施 丁.

居間 、疲 室、J6i 間

( : t ホワイト ・オ ー ク

要事所( : t リノリウム

浴 室 、磁器 9 イル

建 具 窓 建 具 カリフ貢 Pレ= ヤ ・レ ッ ド ウ ッ ド 製

チ イ ス メ Y ト型

扉及枠 カリフ升 J レニヤ ・レツ トウ ッ ド 製

鮫傭 電 気 、給 水衛生設備の外 に冬季用

空気調整袋置か有す。

( A rchi tect ural  F or um， March， 193' > より、新名種夫〉

v  1  1 6  ( 7 メリカ ) C. F. Cori 氏邸

2  ｾ昔平面

0 l 日 内

1 陪 平 商

建築家 Harri s Armst rong 



2 階

ー一一一一一一一十フF 一七許一一一一ー一一一一一一一

、合 .，¥.....， /  

，， J 1 3 ¥ ¥、 元

、 ‘ ¥ '

、ト ¥ i LJ

d 命 ¥

陪

( オースタリー) 郊外住宅の 1例

"  J  

比国Eに示す住宅の或る物 t: t 小都市

の郊外に於げるものであり 、但しそ

の内の或ろ物 t: t コローグ及ス トツト

ガルトからはど遠からねご ころにあ

るのである。此の建築家t: t 極度 に袋

つt: 泣サ方 11::' 採用し t :のである。で

あるから被る呉tAっ け 法 で 工 事 が

施行され1: のであ 喝。 採用し 1: 方法

ご云」、のは、第一 lこ施主の裏、敷地

の位置及悠築基金の都合等 l こ従って

計直ら進め 、此の間i伐が完了するま

では外部の様式ル決定しなかっTこの

である 。工事 に使用 しt:材 料 l: t 一般

の極めてｾ凡な且つ臼然均の ｌ ので

あつれ。 く今 比 蕗 l 二紹介d んさする

のは、 ゲルー プ住宅が高官主のある敷

地 lこ主主築されれ;場合の住宅の配置へ

の参考資料ごして採絡し 1: のであ

る。認者誌〉

第一回 一人の建築家の手で設計

され1:住宅の集踊 ご云」、しの t: t 、全

憶さして係式伝統制する危めに非常

lこ好郎合なの でわる。比はその細部

に於ても僅かの IJ1r: 差らし省略してな

いのである。 比 良 lこ紹介す る住宅

の、最右 lこめる 5 番目の家 f: げが、

他 の住宅が、切妻風 でわる l二L 拘ら

ず資事長屋根 lこなって居るのでわる 。

是等住宅 lこt:t大低醤: / { i ーの住宅で、質

管.xtur 験 lこt:t 地 下室が使用されて

た; るの である 。

( Mod出・ne s auf or men  M品rz，

1933 勉弁幸次 郎J

退路に面する 1、2、3、4 及 5 の住宅凡て黄色の漆復仕上l子、

本部ｻまｾい緑色 釜 、温褐色の瓦Ｎ

1  1 7  v  



かh .i nchen の郷土保存合で設計鐙l J ! た命ゼ.

ら れ 建 築 家 Ot t o R oth に委閥、 B ava1'I a-

L enz g l' iss 地方 の郷 |ニ的核式に従って設計さ

れれ L のである。

l f ' - 面園説明

1 玄 関

2 居 間

3 炊事場

4  自動車 # 庫

5 寝 室

6 浴 室

7 地下室倉庫

( Mode，' ne Bal l f o，'me n， M a l' z， 1936 より、

内藤克一〉

j酉 倉 内

地 階 平 商

v  1 1 8  Ｈ ｾｩ ヴ Ｉ 別

ー 階 平 面

荏

ー 階 平 面

建護家 OUo Rot h 



- 建 築 時 報 ・

大 阪 の 防 火 地 匝 追 加 指 定

ο昭和 11年 4 月29 日より施行 )

大阪者11，li 計垂防火地|応は大正12年 7 月即ち聞東地))・大淀火災前l亡十日定之りとたものであっ

て共の雨積は英克狭少である 。 即 ち ｾｉ 種防火地ｼ 長及乙種防火地 ｼ 応を 併せて綿 ｬ 市積約 ＶＶ rへ

クタ ー J レ」であって東京の防火地l直面積 K I' J し約九分の一 、前11戸の二分のーに過ぎない 。

斯やうな少而硫ぞ桁定せられた叫rf:J は舶来都市計葺として街路の新設叉は繍築をなすべ

き計黙の限定を凡ない以前に防火地阿佐指定することは種々なる勲に於て不通常と考へ ら

れたのである 。

然るに- ) ] ・防火地| 高桁定後現イf: κ 至る約12年間に決定した大|坂有1I"rli 計垂の各種施設ぞ見

るに大正I3i l三11月 11: は郊外地の質j氏と災害時のJ g 要性交通とぞ考践して都i lJ" r，-I- 主事業 i乞大盤、

夏ぞ} mへ、11，115年 6 月長11外と の連絡ぞ刷るために十大放射路線を都市計ー垂事業として決定

した。叉同年 3 月 lとは高述度交通機附計塞の決定を見、夏 l乞1f t!. 和 3 年 5 月末11市域に釘する

綜合計主主と して街路 、運i爪 ー1' -水道、公憶し 墓地の計霊及大| 坂暁ド付近地の整理事業等、 多

くの新しい計量及事業の決定を見て大阪高111 ¥1 - 計査の大綱は確立したのである 。

而してープJ 今日に於ては師 K i li 民の 自費も進み者l5i hーの建築物が耐火構造の必要栓認識せ

られて来たし叉近来木造建築物と錨筋或は鎖骨混凝土遺'1!f.0) 耐火建築物と の建築費の差異

もi折次減少し、更に耐久) )、 JI 守点kの維持修繕費、保険料等の節約或は木造建築物ぞ以てし

ては到底建築しれトない高崎建築物の建設の可能なこと等ーを考へ るときは 、木造建築物は平

時IL1i N 、ても耐火建築物に i七牧して反って不経慣なりと考へら れるに至ったのである 。

五ｦＮＱＧｌ於て大阪都 ｉ ｬｩ ｾ Ｍ Ｑ 聾防火地ｼ広の追 加 ｉ ｾＧ 更を見るに至 っ たのである 。

今凶の追 加ｼ 襲更に ｦ ｊｴては闘点の大民火災み え画館 の大火災を基礎と して、地 勢 、ｽ｟Ｑ￳ ｾｲ 句は勿

，; 命、耐火建築物分布駅況、土地の脳要性、災害時の危険程度等換言すれば土地利刑の現献

及繁栄め程度並 ｾｌｾ 与員長の盤肢の傾向等を掛酌し て 共の中最も必要欠くペカ、らさ Ｇるもの ぞ撰

んで之れを追加し 、或は従来の乙種防火地応即 ち準耐火構造を許溶せられる地区ぞも之れ

を11
1
種防火地直 K 艶更する等の補修を加へ大阪1¥' の防護に苛し 、以て共の健全な輩展ta>期

せんとするのである 。

共の位置に就ては従来の桁定は中之島及堂島沼通の一部、共の他御堂筋、堺筋の外重要

路線数線陀止まって居ったのであるが、今回中之島 、船場の全部及大阪騨前附近、島の内、

川口 11-而の大部分 、共の他重要欠くペカ、らざる部分 K 集悶的防火地匝を設け 、夏に路線的

防火地院に就ても新たに計書ｍＮ比は貫施せられた幹斜俳ｽ断、 ｩｬｾ I'L鋭、道、軌道の高架構作物1'-
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の内、火災延焼防止上最も重要な部分を撰び之を甲種防火地直に指定せられfこのである。

ヨたは内務省告示である 。

大|援者jlrli 計豊防火地区追加襲夏ノ件

昭和十年十月二十八日附議 議 第一一九放 第 大O 回

内務省告示第百八十八蹴

大正十二年 七月十三日 内務省告示第二百二十七競大阪都市計査防火地巨遁加盛夏ノ

件昭和十一年四月四日内閣ノ認可 ラ受タ 昭和十一年四月二十九日ヨリ之テ施行ス其ノ

開係岡田ハ大阪府臨及大阪市役所ニ備へ置キ縦宵ニ供ス

昭和十一年四月九日

内務大臣 潮 惑 之 輔

以上の如く指定の詳細な岡田は大阪府鹿及大阪市役所K 備へら れであるが、廷に位置を

示 した参考固そ掲け・る と別固の通りである 。

叉共の而積そ示せば

地 区 阿 川 面
続 | 路 線 延 長 岡 市 計 輩 域面積 也 竺

甲

集 図 I ＳｏｏｾＡｬ＠ !il - Iレ

種 1"'" .，.， I  

路線式計 I ＱＱ Ｖｾ Ａｬ＠ !il - Iレ I 69. 5∞メ ート ル 1 ＲＲＷＶＴ ＮＴｾ＠ !l !il ール 1 1. 87 

防火地|亙

n  
ＴＱＶｾ Ａｬタール

| 高 架 下 ( 甲 種) I  恥 グ タ ー ル | ωnメ{ トノレ |

となる 。今回大阪防火地慌の迫力日経更に於て i主意すぺきは前Aの通り 乙種防火地匿を排し

て全部Ir 種防火地図とせられにことである 。

我岡の都市は二主として木造可燃性の建築物の集闇 よ り成って屑る ために古来世界に稀に

見る大火災に泣ひ 、貴重な生命財産はもとより共の他有形無形の大損害を蒙 り、永年管々

として築き上けfこ都市文化を一朝にして失った質例が枚惑に還がない 、既に記 した如く閥

東大震火災、函館大火災等今街我々の耳目に新手こ なものである 、之等‘ の例 によって見られ

るやう K 地震、大風夫れ自身によって受け る家屋の倒壊叉は破損等に依る 被害は左程大で

ないに反して夫等によって起ι 人ー火災の災禍が如何に接大であるカ、を考ヘオ1 ば都市の防火

は都市の凡ゆる災害を防 JLJ i えは軽減す るための根本要何二で何を惜し、ても 、先づ之が針策を

樹立せねばならぬのである 。

殊I ' L j丘時航空機の準 ;.J7鐙岐に1*ひ更に一朝有害の! 燃の' 宅襲 K 備へるわめにも都市の竪本

化を大に回る必要がある 。

都市の災害ぞ根本的に軽減するため K は建築物在して耐震耐火の構造と する以外に途が

ない 、従っ て、敵米各都市が この黙に深甚な i主意を排ひ都市の中心部に木造家屋の建築ぞ許

容して居らぬ ニとは衆知の事質である 。カ、やうに者11可i の全建築物が綿 て耐火性であり耐火
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性となることは理想的で、あるか、我困者jli li の現; 伏では経i l 0U-.宣伝に↑lt 予章一1-. 迫力、に之を完成す

ることが困難であるた めに、設も 重要 な部分ぞ撰んで之ぞ防火地|高に指定す ることK よっ

て理想に近から しめん として 居る のである 。

以上は 大 積都市計重 大 阪地 ノ ケ委 員 合に附 議 せられ ｦ こ桁 定のま ｉｉｉ 山 舎 と Ｇｉ ｾ ［Ｚ ［ }ii Jの鋭案の説明 tこ

依 っ て記 Ｎ ｾ し 多 少の私見をか ｬ へ たも の であ る 。

カ日 藤
士

ロ善

第五回 全国都市問題曾議議題

第一目指 琶 湖)." i ノ公益企 業 在 Jレ事業叉ノ、副業及来栄

今秋十月中に京都市 lこ於て開催され るべ 告第

五回全凶者間有問題令議の議題下 iこ採鈴 L: 参考 に

供す。

ー、都市- 於ケJ I - 公盆企業 J ー般的事項

( ー〕 上水道、瓦斯、電気、餓道、軌準、乗

合自動車、運河等所 :11公盆企業 ノ本質

( ニ〕 公盆企業 ノ純図叉ノ、種目

( 三〉 其/ 他公盆企業 ニ閥 λ ル一般的事項

二、公盆企業 J 形態二関ス J I - 事項

( ー〉 公盆企業 ノ公私替ノ現lf}i : 及得失

( 二〕 公金企業絞替ノ動機及理由

( 三〉 公盆企業 ノ公私協同経倍

( 四〉 公共図飽間= 於ケルo盆企業ノ 共同終

主査

( 五〕 公盆 企 業 ノ創 業 、 合併、組織鎚夏、 ｾ

波、梯下及管理委託

〈大〉 私告書公盆企業 ノ強制民牧市IJ 皮ノ運用資

綾並其ノ適否

( 七〉 共ノ イ也公金企業 ノ形態 ニ閥 スノレ事項

三、公盆企業ノ鰹轡構品開ス J I-事項

〈一〉 公盆企業 ノ特許制度ノ運用1 ' 1 : 絞 〈待許

ノ出願、特許 ト地方公共闘惚 トノl網係、

競願ノ虞程 、持許命令保件 ノ履行状態

共 ノ他〉並共 ノ適否

( 二〕 市町村 ガ共 厄 域 外 = 豆 リテ匁 ス公盆企

業 ノ主主位

く三〕 私 後公盆企業 ノ:事業底域ノ袋夏

Ｈ 四 〉 待 許 Ｗ ｾ 尋 ｴｊ Iレ公盆企業 ト母子ノ 闘係 二

v  1 2 2  

く五〉 共/ 他公盆企業 ノ絞替俄 = 闘 スル事項

図、公盆企業 J 事業1i i ! 設品蘭ス J I - 事項

( ー〉 公盆企業 ノ:事業施設= 闘 スル現状

〈二〉 公金企業 ノ卒業施設 = 欄 シ特= 謀セ ラ

レタ J レ義務並待典

( 三〉 公盆企業= 闘スル工事叉ノ、行匁 = 就 テ

ノ'{' (丹i資格闘係

く四〉 公盆企業 ノ:事業施設並終答 ト這路法、

土 地ｾ ｪＨ ｭ 法、者 ＱＱ 市 計 ｩ ｩｉ 法 ｲｬｊ 街地 建 築 物

法 ｊ ｊ ｾ ノ 他ト ノ 闘係

( 五〉 公袋企業絞主主上/ :事業施設設 i来談 ノ;ぬ

］セノレ禁止若ノ、制限 Ｑ ｾ ノ解除叉 ノ 、免除

く六〉 共 ノイ也公金企業 ノ事業施設= 闘 λ J レ事

項

玉、公盆企業 J 事業怒嘗ニ閥スル事項

( ー〉 公平L瞥公金企業 =闘 スル共通事項

1  卒業牧入

Ｒ 料 金ノ 現状並ｾ Ｎ ｾノ決定方法

3 事業支出

4  公盆企業経倍ト 粗殺気機並税制l トノ闘

係

5  公盆企業 ノ建設改良ト 叉・盆者責搬出111支

6  不IJ盆金民主分並失金措置

7  i成m依却= 関 λ J レ市1 ] 度ノ運用資絞並其

ノ適否

8  公盆企業経替ト合計指IJ 皮

9  公金企業経聖書主惚キ目立問ユ於クル事業

よノ辿絡共助及能率ノ増進



10 サーグイ λ ノ適正保隊

11 公盆企業ノ供給僚件並共ノ公示方法

12 公金企業ノ工司王叉 J 、行銭=基グザ¥. } H，青

償

13  公金企業絞をき=釣 スJ レ凶並地方 公共闘

惚ノ助成

14 公盆企業 ニ 於 ケ ル事業 ｾｦ 埋 組織及管埋

方法

15 公盆企業終後上責任ノ 地 位= 在 Jレおノ

他 業ｾｾｻ 事

16 公盆企業従業員ノ 命免及待遇

17  公金企業= 於ケル労働参議ノ費生b;l因

並措置

18 ｊｾ ノ他公盆企 業ノ将位 ］闘 スル事 項

( ニ〉 公告書公金企業= 閥ス ル事項

1  事業絞皆上/ 根本方針 トシテノ寅 II 主

義及 』投盆主義ノ適否並之= 楼 Pレ場合員P

rv校盆ノ資惚及共ノ計算 )j 法

2 事業l : A盆 ト一般合計トノ関係

3  事業絞替資金調達= 閥スノレ市I ] m:

4  事業経轡ト 地方自IJ 皮ト ノ闘係

5  ｊｾ ノイ也 公 倍公盆企 業ノ終楼］ 闘 ス ｊ レ事

項

( 三〉 草L替公金企業= 闘 λ J レ古IJI変

l  株 式 並 枇tri =- 闘ス J レ制度

2  特別j低常制度

3  ｾ正業及ｾ［ｴ［Ｎノ 他ノ Ｚ 事業］針スル投資ノ遁

河ｾ

'" 

4  共ノ 他干ＱＮｾ査 公金企業ノ将位］閥スノ レ事

項

六 、公盆企業 J ; 統制ニ. 闘ス J I- 事項

〔ー〕 公盆企業ノ監督市IJ皮

〈ニ〉 各種公盆企業委員令 ( 瓦斯;事業委員令

叉ノ、電気事業委員令ノ類〉 ノ組織権限

Ｒ 立運用主主主主並 ｾＱｾ ノ ｩ 盛否

( 三〉 報償契約ノ現状並将来

( 四〉 公金企業ノ 統制11、都市計iJVl : / 他トノ

関係

( 五〉 公 金 企 業 = 闘 スル現行法規ノ吹駿並将

ｾｕ 立法

( 六〉 茶/ 他公金企業ノ統制= 闘スノレ事項

ｕｾ 二議題者 ｉｓ￯ ｬ ｩ ノ保健施設

ー、都市 J 保健問題品開スルー般的事項

〈ー〉 都市生活 トf:j:;悩¥I ，; :J題

( 二〉 保健施設 ト他ノ諸都市政策 ( 待= 枇合

政策、都市計占トノ回目係〉

( 三〉 共ノイ也保健 1:11組= 閥 λ J レ一般的事項

= 、保健行政 J 基本組織並蓮轡二!羽スル事 項

( 一〉 市 |高|町村、道府服、並l謝/ 問 = 於ケ ル事

J務ノ配分i f 絡及行政監替市IJ 皮

( ニ〉 各行政胤= 於ケル事務組織及IIJT内命 術

生組 合等ノ組織活動並行政聡 卜/ 関係

( 三〉 関係諮問総ノ監z野並助成

( 四〉 行政 l!ili威 一保健施設トノ閥係

( 五〉 保健施設ノ系統分布並統t ' ，IJ

( 六〉 共ノ他保健行政ノ ;基本組織並迷倍= 陶

スJ レ事項

三、開係各糧主要纏設品開スル事項

( ー〉 上 水共イ也飲用水= 胤 スル事項

( ニ) w : 食物ノ衛生及栄養 =-1網ス Jレ事項

( 三〉 建築数地並住宅ニ闘スル事項

( 四) T 水= 闘 スJ レ事項

( 五〉 尿尿 、 塵芥 、 ｾｊｾ ノイ也汚物ノ爆理ニ閥 λ

J レ事項

( 六〉 街路、河川トノ潟・鴇共ノ他清潔保持= 闘

λ Pレ事項

〈七〉 墓地及火葬場= 闘スノレ事項

( 八〉 政令音及慈央防止= 胸ス Jレ事項

( 九〉 空気及公水汚染防止= 闘スノレ事項

( 十〉 多衆集合場所ノ衛生= 闘; ; < . ) レ事項

( ートう 結核後| 坊= - } 蕊ス J レ事項

( 十二〉 街生地|亙並告書療施設= 闘 スノレ事項

〔十三〉 衛生試験及健康相談等ニ閥 λ J レ事項

( 十凶〉 慰幾休養並健康精進= 閥 λ ル事項

l  公園、共他級地= 闘 λ J レ事項

2  児童遊園、臨海及林間 ｾＱ 佼共他ｾＱￎｩＺ命保

議= 閥 λ J レ施設

3 各種惚 育及運動= 閥ス J レ施 設

4  効外行楽= 閥スノレ施設

5  海水浴場、鍛泳場及保証= 地等ニ閥 λ ノレ

施 設

6  市民) 災図等 ェ閥 λ ノレ 'Ji.項

7  ｾ毛 他慰幾休養及健康晴進 ］ 閥 ス ｊ レ事 項

ぐ十五〉 保健思想普及= 閥スノレ事項

( 十六〉 英ノ 他保健施設ニ闘スル予長]頁

回、公私都市保健錨設二要ス JI. 経 費並財源
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住 宅 委 員 曾 ( 第 4 回〉

4 月10日午後 6 時泊分 - 8 時

協合倶楽部室

幹 事 伊

委 員 岡

1苦

藤

悶

木

時

所

出席者

昔1I波

災害強度委員舎 ( 第 1 回〉

3 月26日午後 7 時 10- 8 時20分

協令倶集部室

幹 事 黒

委 員 谷

中

国

時

所

出席者

協議事項

借家住宅、集合住宅の研究に着手各委員の研究題

目分据えp協 議

春 季 大

時 4 月 12日

所 伊勢紳宮、二見浦、烏務旧I見祭

出席者 荒木正己兵外69名

1 午前 8 時大軌よ六停留場集合朝来の風雨に も不拘

70名の多激参加問 8 日告30分俊 IJI 同行持急の貸切 車

lこ一同乗車出俊

1. ILI 問者伊勢雨宮 lこ参拝後主義定のコースた見墜鳥羽

待月［ｪＺＱ ｾＱ こて宴千＿の上午後 Ｖ 時間宴解散す Ｈ 本批大

令記参照〉

都市計重委員曾 〈第 l 回〉

4 月 17日午後 6 時20分- 9  H.¥' 

協合倶楽部室

委員長 烏

幹 事 加

委 員 総

フロ

賃貸院

矢 閃

曾

岡

田

記

記

計

計

斡

主

主

主

主

編

日

商

問

水

間

阪

中

加

治

猫

協議事項

本年度研究事項

1 . 地盤沈下 lこ闘する研究

2. 型枠 i二隠する研究

3. 石屋 lこ掬する研究

4. 浪1疑土用材料に闘する研究

5. 振動コ Y !l リート lこ関する研究

常 務 曾 ( 第 7 悶〉

4 月 6 日午後 6 時 10分 - 7 時

協合倶集部室

理 事 片

常 務 北

lド

内

11三

本

山

矢

長

記

記

記

計

輯

A

W

H

主

主

主

主

一編

島

間

垣

内

陣

藤

間

多

時

所

出席者

議 事

1 . 事務室移事事費支出の件

2. 吹言T第 6 版市街地建築物法令販変方法の件

3. 大阪毎日新聞 lこ協合成ー告 lこ掬する 件

4. 陳列場披張 l二件ふ|線列棚晴設費や額賃婚の件

5. 陳列場幹事長要求の出品者懇貌令補助金支出の件

6. 全国都市問題合議第 5 回線令議題 lこ闘するイキ

7. 普通賛助長 中合員資格あるものに鱒絡勧誘の件

8. 合員詮衡

報 告

1 . 春季大令準備報告

付 料 委 員 舎 ( 第 3 回〉

4 月 9 日午後 6 時30分 - 9 時

協合倶楽部室

幹 事 松久保

委 員 高 岡

協議事項

1 . 木材市場品寸法規格業主Z施 促進の件

2. セメ j ト防水剣誠にイ寸分場決定の件

知

タド

稲

村

弁

藤

井

吉

時

所

出席者

中 海 主 記

加 国 主 計

清 水 主 計

島 国 編 輯

堀 口 編 斡

協議事項

ＱＮ全国割 ｲ ｩＱｊｩ，ＧＺｪ題千円義第 Ｕ 間総件に提出す べ ｾ研究

1/11001二付協議

1 . 上記に掬 L 委員噌員の件

1 . 同上参考書籍購入の件

常務曾 Ｈ 費 ｾ Ｘ 回 〉

4 月20日午後 6 時 一8 時

協合倶楽部室

理 事 安 弁 副 令 長

常 務 阪 口 主 記

内 藤 主 記

作 問 主 計

新 名 編 輯

本 多 編 輯

日寺

or 

出席者

閃議主

日幸

所

出席者

1 2 4  
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議 事 責n 1i 義忠 吉F市の 公盆企業

1. 5 月初j 舎に闘す る件 1. 公盆企業の 事業施設並終答 三道路法、 土 地 収 用

Ｒ Ｎ 都市計査委員合より委員精良及 Ｑｾ 籍購入要求 の 件 法、都 ､ ￭ 計 ｩｬｬ 法、市街地主 ｊ ｈ 毒物法 ｾ ｴ 他さの掬係

3 1"建築事研究J I: 闘す る件 2. 公盆 企業絞 替 ょ の 事業施設保護の匁にてまろ禁JI:

4. 細見IJ 一部袋克に闘すろ件 逃 亡 Ｈｕ ｉｪ ｉｾ ｉ ｕￇ 解除叉Ｈ Ｚｴ 免除

5. 木付市場品寸法規終案資施 !JEut の件 3. 公盆 企業 の統制さ者I l rn百十2f J4他さの胤係

6. 合員設 衡 第 2 d品 底 部i lj の保健施設

報 告 1 . 建築敷地並住宅に闘する事項

1. 5 月分合計報告

l 春季大合終了報告及機算報告

材 料 委 員 舎 ( 第 4 II!l J  

H在 4 月23 日午後 7 時 - 9  B}  

所 協令倶楽部室

出席者 幹 事 松 久 保

委 員 楠 瀬 作 rll 1

高! 河 退 団

協議事 項

し防水里郡j調査研究に闘す る持抜 き 分 織の件

2. 鑑定法謄潟各委員 iこ駅布

陳 列 場 幹 事 曾

時 4 月24日午後 6 時 - 8 時3C分

所 協合倶築部室

出 席 者 幹 事長 I刈 郎

幹 事 北 垣 今 林 中 西

協議 事項

1 建築事合五十周年記念展覧令第二 合 場 ごしての

陳列 湯宣{ 事 lこ搬す る協議

イ、宣[ 事 ホ・ λ 9 ー及 ピラ

口、場内袋飾

ノ、、放途 ニュー λ

2. 1線列場昔話張にf宇λ 、出品勧誘 に困却 する 協議

報告事項

I. k 毎縦〈日本 にH討する 新聞} $ 1 告揃1伎のイサ

1. 1:¥収ダ11場二日千? に闘す る合計・峨$r 報告の付

都市計童委員舎 ｻ ｾ Ｑ＠ 2 肘 j

時 4 月24日午後 6 B} 30 - 9 時

所 協合倶楽部室

出I指 名 委 員長 鳥 井

幹 事 紙 知

委 員 亀 井 村 井

吉 ra 元 古

協議事項

ttt 5 回全凶昔日市 1m組合誌研究材組

曾 員 動 静

入 曾 者

曾 員

石弁 猛君 尼崎市宮内 lur 2 ノ85 ( 大林 組設 計

制。

伊 藤 管二R ｻ主 吉 庖北国語 ｾｬ ｬｉ ｲＷ ｬ Ｙ Ｈ 大 阪餓遜株式

合 『止〉

今 北 乙吉J l 兵庫県長武庫.l! H住吉村 燃 野 日58 ( 今

北 建 築tf;:務所 J

! 飯岡純次fHl # 北 l亙野 崎 町 18 ( 日本染料製造株 式

合 批〉

小笹徳泌A l 関 IIili 上 佐蝦 2 ノ 2 清水組内 ( 合 資

千¥r n叫沼ー水組〉

長海 栄 一mLf4 住吉 Illi 天王 寺111[ 2994 ( 戸 同組大阪

支! 占〉

山内土1 : 1古.R 港l孟辰 巳町 l ノ 7 ( 河 同 組工 業所〉

米 関 良- ;fi 普通賛助員より 鱒 絡

焔i!ll f f愛定; H" 奈 良j採郡 山町字i同泉寺 ( 太阪市臨

日各校園建設所〉

奥 野 時三)i ' 天 王寺区南河郷町 7 ( ノ〈阪鍛道局J

鬼武 f吉夫.g 北| 高宗是111]" 1  H 本電力株式令11止主主

主義係( 11 * 従カ株式合札J

海 上 限- ) i ノ' -.; ｉｉ ｾ ｉ ，Ｇ［五人Ｚｊ｛溢 ＱＰ ノ ＳＶ Ｈ λ ｼ 奴 ｉｮ 臨時

校 図 建 設J好J

桂川 ｾｌιＺ＠ 天 王寺 |長茶 臼山 111[ 79 ノ 1 (， 1: 1本電

カ株式合批〉

小 池 錦J=. ..fl 北 l高常 安III[ 5 中之 島袋内 〈大阪市

臨時校園建設所〉

問 中 久 雄kl 北|話曾伎崎中 1 / .汐〈白瞥〉

竹内千代松l¥ 兵庫j孫武庫1m精 送付打出郷ノ本2

〈大阪市臨時校園建設所〉

E民 安 f台kl ' 住吉 l届桑津111[99 ( 大 阪市臨時校園

建設所〉
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中山 克草寺

中山 主主成若

野村安太郎京

両liJ 阪大二郎君

宮 兵 幸 雄 君

楽師榊' l t 一君

地 方 曾 員

野 口 源 一 宕

特 ｾｉｊ 賛 助員

今岡周之助沼

河 悶 重 雄 君

古I幸 治 外 君

片桐嘉誠草寺

細 川 笹 市 若

宮寄遇童書助員

石山 彦夫主主

l河野 w君

中川幸太郎君

卒 山 紋 湖 沼

吉 本 徳夫主主

和国政直草寺

本 水 武 * 君

曾 員

城崎正 元義君主

地 方 舎 員

山 村 春 樹 君

特別量産助員

府下I火岡町片山前2371 ( 大阪市臨

時校困惑設所〉

府下岡町襖溢 1丁目矢野正夫方( 日

本電力総式令乱1 : )

東 ｴｾ 鎗Ａ華町 Ｑ 丁目 Ｈ 大阪市経理部

替繕汲〉

兵庫版武庫利IqQ尾村西畑34 ノ 6 来

野方く大阪市臨時校困惑設所〉

住吉庖平野流| 町820 ( 闘商工与さ校〉

住吉庖山王町3/ 22( 大阪市臨時校

園建設/ f r )

普通賛助員より鱒絡

西淀川|孟大仁元IIIT 2 ノ 7( 水道街生

工事詩頁〉

港区千代見町4 / 8( 衛生機械工業〉

普通賛助員 より 綿 絡

京区北演 2 ノ9 0 9 ヨイ ν ト商令大

阪支広 ( 株式令市l I : 9 ョイy ト商合

大阪支l苫長〉

普通賛助員より締絡

港区桂IIIT 1 パ 2小笠芳徳方 〈荻悶

工務 l占〉

兵庫J係 明 石 邪 垂 水 町 役 場 水 道 部

( 垂水| 町役場〉

兵庫l係武庫君TI 住吉村字前回 10 34

c . m築請質事長〉

長崎JlifJIlii 江町職人町c . m築設計業〉

岸和国市大北町949( 岸和田市役所

土木課建築係〉

府下高石nlT羽衣768( 竹中工務 Ji!i )

点京市世悶ヶ谷1.冠王川奥潔l町2 ノ6

32小林方

退 曾 者

宮崎言語郎君 加 藤 悦三君

v  1 2 6  

普 通 賛 助 員

大 庭 政 雄君

中 西 武 治君

合 員

能 付 知 二 君

飯高 主主夫君

榊 谷 新 一 君

松 本 1議八君

岸 田 吉 彦 君

竹 内 作 次 若

本 多 正 準 君

馬 野 七 登 君

児島春太郎君

竹中 紘一. t -t

二 宮 太 平 岩

三木 * 三君

増 井 敏 克 お

青山復三郎君

亀'Ii U 弘君

保木本f吉二京

地 方 舎 員

内藤太郎主主

池村吉之助g

A、栗 ? 台卒者

清水幸重' f l -

鈴木 一君

徳 永 隆 俊 君

池 内 久 夫 君

高橋 君主三君

紳保俊一主主

山 岡 盟三君

韓 居 韓 勤

凶宮市森具字上前回 18

- *京iTi 世間谷区笹縁| 町 1111

滋賀牒犬上君11堕郷付49院音滋寺

内外木材工繋株式令批常務取締役

府下泉南郡貝縁 IQT大日本紡絞貝塚

工場閉祉宅 135J)t

j目隠左w. 這l町32

兵庫J係武庫lt1l本111村岡 1:1' 字的ぬ22

2  

ｊｾｦ 下 ｬ 火悶 ｉ ｬｉ ｦ 凶奥町 ＱＰＴＸ

住吉区平野宮町平野小ｾｽ校吹築 ｬ

事場銭 高組詰所

兵庫県，f; 武庫郡精却す芦屋字問谷 14

00 

京都市左京区北 白川卒井町 7 中津

信二方

尼崎市難波新11汀2 ノ 362

住吉臨平野本II IT 4丁目

住吉 ｬ 亙国主 ｾｊＱ ｦ ノ ｬｩｬｔ 5 ノ 28

住吉 1M; 阿倍A 野筋 5 ノ65

東成 区生野間島 IUJ 1 15

満洲凶# 事普段鐙終需品局管絡民主

京都市伏見l語新日IJ l 4丁目

名古屋市中 l歪東瓦IIIT (愛知j脱届盟主lr

築 課〕

:il f京市淀橋l伍西大久保 3 ノ79

J i <f 下吹岡i町片山前 2380

稲岡市灘院古漬町40

大津市中保IIlf 三保ケ崎

京都府綴昔I;IIIT郡是製糸株式令制;設

備課

械下 政登R 大主主司i :il f 公園l町技術令官官大林組六

主rr 支庖

特I i IJ 賛 助 員

藤 井 盈 治 活 西淀川 l盛大仁本町2 ノ6

三 藤 多 市 君 京成回中本町533



普 逼 賛 助 員

西口己一郎君

} モf I i A消四郎J1

』反垣新卒R

大久保1" - ) 5  

雨 !$i 吉 君

1' 1;11ユ [委主( Ut

1ド ":&1i 

族問 忠夫お

第

ｬ 尚山 ｪ 賂 Ｕ Ｍ ＮＡＮ 烏 ｾｭ ｬＺｊ 比 ＱＱＱＩ ニ ｉｩ償問 ｟｛務所

j f: 出5長所

北 回堂島 ｭｾ 量 ＴＯＱＰ

府11戸 市品11リ守恒 中山手逝4丁目 60 / 8

間山 rl H石 井幸II lf 24 1鐙紡官iMi 工

場 建築場竹中工 .ffr J，5出張所

京 都市上 京極 中 立交 通 室 ｉ ｬｉ ｲｾ ￭ 京都

市立第一高等小懇校内

満洲園者三天紅葉町21 ホ テル清風祭

11紋 室

I!I '!I 戸 市l i合l話熊内町5 ノ57

点 ｉ ｾ［［ 高 麗橋 Ｒ 丁目野村 ピル 安井越

築事務所

園a..

ｾ、 版

大谷↑ 武次郎手f 名古屋市南区昭和IUJ 矢作工 業株 式

0"1IL1:硫酸工場上 事場銭高組詰所

岸 本 字 次;討 住吉区山阪西ノ IlI f 2 ノ18

駒?宰ー l:[ ..{-I - 京成 l亙森町南 2 / 52  

佐藤 佐 七 君 盛 岡市八幡町38

中野「・ 吉1繍沼 堺市大波北 III J 9 ノ18

矢野正三郎君 港 ｬｾｪ ｌ 僚 北遜 Ｓ 丁目 ＵＰＷ ノ ｬ

問屋内由1:; 后 住吉区間遠本 町 5 ノ2 竹 内: &RII方

死 に

終 身 賢 助 員

駒井賞兵衛沼 II ("{ 和 11年 4 月 18 日逝去

( 謹んで哀悼の怠や表す〉

( 昭和十一年凶月攻訂後行 )

市街地建築物法令

日 本 建 築 協 曾 版

. 定 債 50銭 送 料 4銭 @

日本建築協曾議行 li:t; じ
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編 輯

4麦 te 

。 4 月以編輯の頃に l:t J乱(: t ま1: ' ま7f;冬く 、三重の

l' 年る日さへあっ1:が、 1 ヶ月1: つご花 l: t 鼠に散

って風に若葉の匂がする。

。 「全ての建築工事l: t角刊't ｾ共 ｬ こ ｭ 倹 ｬ こ仕事 ｩ こ

着手し 、そ縫りの聞に企i立されれ準備えp 以て活

動らf J fJ ithf上り 候」

。 一 新京からの通信であるが 、内地の建築

!l H 亦快感併 lこ入つ1: 気候ミ 長く なっ 1: 査の時

間 さにi桁く 活況ら呈し始め れか lこ見える。

.JJ j : 件後停頓の形であっ 1: 各種の事業 L 、政府

の方針の決定之 共 に問 L1.ょく 常態 lこ師ろであら

う。否多〈の新 しい事業が新し し、政府 の方針の

下に興る筈である。

。 それに件って建築芥 lこ投げられる であらう問

題 !， t ' くはある まャ、。本協伶の活動に期待がか

げ られろ 。

。 5 月の木誌 l:t、 苛li ，Ij の住対 lこ闘 する 待車耳目i ご

し1:。

建 築 巴 祉 曾

第 19斡員' l ; 5 獄

l 加 .50凶C郵 税 2 銭〉

毎月 ¥@ l 日 新 t 定的 叫怜∞臥!とI司 24 銭j

昭和l l J 年 4 月25 1こl 印刷 H召平j ] ll 年 5月 1 日後行

後行 ・編 輯

印 刷 人 小 板 常 リJ

大阪市北恒例日ピル日本建築 協合内

印 刷 所 大 石 ' 主 印 刷 所

k 阪市北| 高玉江Plfl 丁目 11昏地

俊 行 所 明 日 本 主u築 協 合

大阪市北問 中之島3/ 3，;明日ピ ノレ

電話長崎清 く ＲＳ ＩＴＰ ｪ ｬ ｾ 普 Ｈ Ｙ Ｉ

指 115り座卯反39975香

締約版貸出 制 Ｑ ｉ 々 さ ｴｾ Ｎ，ｾ Ｚ＠ Jli 

大阪市西 l，;i京 IlI f堀羽 子板橋間

電 話 土 佐 沼2判。替

過言1替口座尺阪2凶4香

禁 韓 載

［ 本 部 ｉｊｾ に掲載ｴＡＺろ ｌ の ｬ 工、 Ｍ ＭｴＩ Ｉ 二 れた無断 ｬ 二 て

鱒載し叉 l: t 単行本 l二上梓その他の複製行銭た

なすこさか禁ず。

v  1 2 8  

. 都市計盆の根本た支配する Lの l:t常 iこ住居の

問題であ り、この! l 1!胞の完全な る解 決 l: t 、この 意

味 で都 市 計ｩＱｲ Ｎ ｴ ｊｾ ｾ 起の終局の目 的であ るさ言へろ

。苦1I 市の住居 lこ闘 す る!II J題 l: t 極めて康範図であ

る。 地域制 、地ガ 計I主に於げる根本問題b‘ ら各

個住宅の言十" l l : 1こ闘する問題までの一切1:e含む0

・ それ等の各昔1; 門 iこ闘 する以梢た或桂皮まで集

め得て、 本放 l: t 本年度の新し し、編輯方針以来始

めての豪 華版 さなっ1:。

. f 市岡 iこ工場の li tl: 宅、合宿所等の図案た掲げ1:

の l:t 、 それが住宅の特殊な;場合であサ、 重工業

の後展 i二件っ て、工場主It築等主共 lここの磁の建

物の新築d られるしのが非常に多 くなっ1:から

である。

。本文中に研究l!t. 剥宣報告側、 随怨糊の ほかl二

時報側た設げ る 二さに し1:。建築関係の日幸司王問

題の連報 lこ使 。皮ドさ J思ふ 。 この 側に L投稿が

われ If 幸である。

。毎披お願ο するこさであ ろが 、 日頃の研究事

項なり、闘係の設計叉 l: t 建築関係の仕事等 lこ就
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